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令和３年 予算特別委員会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和３年３月１０日（水）

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和３年３月１０日（水）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１５名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １５番 中 原 裕 侑

１６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（１名）

１４番 山 野 千佳子

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

住 民 生 活 部 長 貞 永 治 夫

健 康 福 祉 部 長 時 光 良 弘

建 設 農 林 部 長 沖 田 浩

教 育 部 長 横 山 大 治

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫
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住民生活部次長 立 花 太 郎

健康福祉部次長 西 岡 隆 司

建設農林部次長 堂 森 憲 治

建設農林部技術次長 寺垣内 栄 作

教 育 部 次 長 隼 田 雅 治

財 務 課 長 西 川 伸一郎

政 策 企 画 課 長 須 賀 雅 彦

産 業 観 光 課 長 西 川 伸一郎

税 務 課 長 榎 並 正 和

収 納 管 理 課 長 福 嶋 春 樹

防 災 安 全 課 長 花 岡 秀 城

高齢者支援課長 西 村 ゆ り

子育て支援課長 佛 圓 至 裕

健 康 推 進 課 長 桐 木 和 義

生 活 環 境 課 長 宗 像 雅 充

農 林 緑 地 課 長 堀 野 准

上 下 水 道 課 長 多久見 良 数

会 計 課 長 穂 坂 俊 彦

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議案第１７号 令和３年度熊野町一般会計予算について

議案第１８号 令和３年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について

議案第１９号 令和３年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について

議案第２０号 令和３年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第２１号 令和３年度熊野町介護保険特別会計予算について

議案第２２号 令和３年度熊野町上水道事業会計予算について
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 午後１時５０分）

○予算特別副委員長（中島） ただいまの出席議員は１５名です。定足数に達しておりま

すので、ただいまから予算特別委員会を開会いたします。

お諮りします。予算特別委員会の議事録につきましては公開することとしております

が、閲覧用の会議録につきましては、委託料・工事請負費の金額を非公開としたいと思

います。これに異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○予算特別副委員長（中島） 異議がないようですので、閲覧用の会議録については、委

託料・工事請負費の金額を非公開とすることに決定いたしました。

それでは、本委員会に付託されました、議案第１７号から議案第２１号までの令和３

年度熊野町一般会計予算及び各特別会計予算、議案第２２号、令和３年度熊野町上水道

事業会計予算についてを議題といたします。

初めに審査の手順でありますが、お手元にお配りしております令和３年予算特別委員

会進行方法（案）を御覧ください。ありますか。

休憩いたします。

休憩 午後１時３２分

再開 午後１時３７分

○予算特別副委員長（中島） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。

令和３年予算特別委員会進行方法（案）を御覧ください。

まず、本委員会の進め方についてですが、例年と同様に３つの分科会を設置して審査

をすることとし、審査の分担については、表に記載のとおりであります。

なお、分科会の審査におきましては、例年、第１委員会室で行っておりますが、今回

はここ議場で行うことといたします。また、それぞれの分科会には、議員の皆さん、ど

なたでも出席し、質疑できることとしたいと思います。

次に、各分科会の進行役ですが、それぞれの常任委員長を進行役とさせていただき、

本予算特別委員会の正副委員長のいずれかが出席しなければ開会できないこととさせて

いただいております。

続いて、審査の進め方ですが、まず概要説明を聞き、順次、総務厚生分科会、産業建
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設分科会、文教分科会により審査を行っていただくこととしまして、それぞれの費目・

会計ごとに質疑の時間を設けたいと思います。

分科会終了後、本委員会を再開します。各分科会の報告をそれぞれの常任委員長から

していただいた後に、総括質疑を行います。委員会としての意見をまとめたいと思いま

す。

以上のような手順で審査を行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○予算特別副委員長（中島） 異議なしと認めます。

本委員会の審査手順については、以上のとおり決定いたしました。

それでは、早速、本日の審査に入りたいと思います。

予算の概要につきましては、一般会計予算、各特別会計予算は副町長から、上水道事

業会計予算は建設農林部長から説明を受けたいと思います。

それでは、まず副町長から一般会計予算及び各特別会計予算について説明を求めます。

岩田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（岩田） それでは、令和３年度熊野町一般会計予算（案）と４つの特別会計予

算（案）につきまして、事前に配付させていただきました資料１０、令和３年度歳入歳

出予算説明資料により説明をさせていただきます。

資料１０、１ページを御覧ください。

１ページには、各会計予算の規模を掲載しております。

一般会計の令和３年度当初予算（案）は、８９億１,０３８万３,０００円で、前年度

と比べ４億４,５６９万８,０００円、４.８％の減となっております。

次に、令和３年度の各特別会計予算（案）でございますが、全体では６２億９８４万

７,０００円で、前年度に比べ６,９２０万３,０００円、１.１％の増となっております。

２ページ及び３ページを御覧ください。

２ページには、一般会計当初予算の歳入について前年度比較した表を、３ページには、

上段に各歳入科目の前年度比較を棒グラフで表したもの、下段には令和３年度当初予算

（案）の歳入構成を円グラフで表したものをそれぞれ掲載しております。

まず、２ページを御覧ください。歳入科目のうち、主なものについて御説明させてい

ただきます。
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第１款・町税は２３億５,８５９万４,０００円で、町民税においては、個人・法人と

もに経済状況等を踏まえ減、固定資産税では３年に一度の評価替えの年となり、家屋の

経年減価を反映させるため減、軽自動車税では新税率適用の登録台数が増加しているこ

とによる増、町たばこ税では税率引上げに伴う増を見込み、町税全体では前年度と比べ

２,９７０万８,０００円、１.２％の減と見込んでおります。

２款から９款及び１１款の譲与税や各交付金につきましては、県から示された見込額

を計上しております。

なお、７款・地方消費税交付金の社会保障財源化分につきましては、社会保障施策に

要する経費に充てるものとされており、その使途は６ページに明示させていただいてお

ります。

続きまして、１０款・地方交付税は２２億８,３００万円で、普通交付税において、

基準財政需要額に新たに創設された地域デジタル社会推進費に係る経費分の増などによ

り９,９００万円、４.５％の増となっております。

１４款・国庫支出金は１４億８３５万円で、新型コロナウイルスワクチン接種費負担

金の増があったものの、災害復旧事業に係る負担金や補助金の減などにより２億１,３

５６万６,０００円、１３.２％の減となっております。

１５款・県支出金は７億５,４０９万５,０００円で、障害者自立支援等に係る県負担

金の増などにより５,１１４万１,０００円、７.３％の増でございます。

１８款・繰入金は３億２,３１４万６,０００円で、公共施設等整備基金や財政調整基

金からの繰入れの減によるもので１億６,７１０万８,０００円、３４.１％の減となっ

ております。

２０款・諸収入は３億６０６万円、派遣職員負担金の減などにより１,４５８万２,０

００円、４.５％の減となっております。

２１款・町債は６億８,７８５万６,０００円、臨時財政対策債の増があったものの、

防災行政無線デジタル化に充当した緊急防災・減災事業債や災害復旧事業債の減などに

より１億７,４９５万９,０００円、２０.３％の減でございます。

続きまして、３ページ上段の歳入科目ごとの棒グラフでございますが、左側の斜線が

令和３年度、右側が令和２年度の当初予算額でございます。

本町における主要な財源が町税と地方交付税であることがグラフで見てとれます。ま

た、国庫支出金につきましては、災害復旧事業に係る国庫負担金等の減額により、令和
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２年度と比較して低くなっております。

次に、下段の円グラフですが、右側は町税などの自主財源、左側の色の濃い部分が地

方交付税などの依存財源でございます。割合を見ますと、自主財源が３５.５％、依存

財源が６４.５％となっております。自主財源の比率は地方交付税などの依存財源の増

加により、対前年度比で０.５ポイントの減となっております。

歳入の内訳では、自主財源の町税が全体の２６.５％で最も多く、次いで依存財源の

地方交付税が２５.６％、同じく依存財源の国庫支出金が１５.８％と続いております。

次に、歳出について御説明させていただきます。

４ページ及び５ページを御覧ください。

まず、４ページの歳出科目の主な増減について御説明をさせていただきます。同様に

前年度比較で御説明いたします。

１款・議会費は１億５８万４,０００円で、人件費の減などにより３９０万７,０００

円、３.４％の減となっております。

２款・総務費は１１億４,５１３万４,０００円で、１項・総務管理費では、庁舎維持

管理事業において、庁舎大規模修繕工事の計上などにより、項全体で６６３万７,００

０円の増、２項・企画費では、筆の里工房事業において、筆の里工房補助金の増などに

より２,３１２万２,０００円の増、５項・選挙費では、県知事選挙、衆議院議員選挙、

参議院議員選挙に要する経費を計上し１,７５０万８,０００円の増、総務費全体では５,

２１０万３,０００円、４.８％の増となっております。

３款・民生費は３８億５,０８４万２,０００円、１項・社会福祉費において、障害者

総合支援事業における扶助費や後期高齢者医療事業における特別会計への繰出金の増な

どにより１億２,８１０万円の増、３項・児童福祉費では、保育所等運営事業において、

障害児保育に要する経費の増などにより４,７８１万３,０００円の増となっており、民

生費全体では１億７,０４１万７,０００円、４.６％の増でございます。

４款・衛生費は７億６,２３２万２,０００円で、１項・保健衛生費において、新型コ

ロナウイルスワクチン接種事業の増など８,６４１万９,０００円の増、２項・清掃費は、

廃棄物中間処理・最終処分事業において、安芸地区広域ごみ焼却場事業負担金の増など

２,１３１万３,０００円の増となっており、衛生費全体で１億７３９万６,０００円、

１６.４％の増でございます。

５款・農林水産業費は７,１４０万５,０００円で、１項・農業費では、農業基盤整備
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事業において、水路など農業用施設の維持・修繕工事の増など４２７万３,０００円の

増で、農林水産業費全体では３０９万４,０００円、４.５％の増となっております。

６款・商工費は１億６,１７９万７,０００円で、観光推進事業や筆産業振興事業など

の増により、商工費全体で６３３万４,０００円、４.１％の増でございます。

７款・土木費は８億７,８１２万５,０００円で、４項・都市計画費において、筆の里

工房周辺整備事業の減などにより３,９３５万６,０００円の減、５項・住宅費では、令

和２年度に計上していたコーポラス熊野管理事業の外壁改修工事の減などにより４,８

６９万８,０００円の減となっておりまして、土木費全体で８,０６８万９,０００円、

８.４％の減でございます。

８款・消防費は３億６,０２４万５,０００円で、防災行政無線のデジタル化に係る経

費や防災空地の整備に係る経費の減などにより、消防費全体で３億３,５０６万５,００

０円、４８.２％の減となっております。

９款・教育費は８億８,８２６万５,０００円で、１項・教育総務費では、学校支援事

業において、児童・生徒へ配備するタブレット端末に係る導入初期の技術的支援を行う

ための委託料の計上など１,８６２万６,０００円の増、２項・小学校費では、第一小学

校や第四小学校などの防水工事に要する経費の増があったものの、小学校体育館照明の

ＬＥＤ化に要する経費の減などにより３,６３６万５,０００円の減、３項・中学校費で

は、熊野中学校及び熊野東中学校の防水工事に要する経費の増などにより４,１５８万

２,０００円の増、５項・社会教育費では、旧中公民館の解体に要する経費の減などに

より６,０２５万１,０００円の減、６項・保健体育費では、社会体育施設管理事業にお

いて、町民体育館照明のＬＥＤ化に要する経費の減などにより１,８９４万４,０００円

の減となっており、教育費全体でございますが６,１４２万５,０００円、６.５％の減

となっております。

１１款・公債費は６億５,８９６万７,０００円で、元金償還の増加により４,６２９

万１,０００円、７.６％の増でございます。

続きまして、５ページ上段の棒グラフでございますが、歳入と同様に、左側が令和３

年度、右側が令和２年度の当初予算額でございます。このグラフでも御確認いただけま

すように、民生費の構成割合が大きいことが見てとれ、予算の中で非常に大きなウエー

トを占めております。

次に、下段の円グラフですが、民生費の構成比率が４３.２％に続いて、総務費１２.
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９％、教育費１０.０％、土木費が９.９％、衛生費が８.６％というふうになっており

ます。

以上、一般会計予算（案）につきまして、その概要を御説明させていただきました。

次に、７ページをお開きください。

各会計の１０年間の当初予算の推移を掲載してございます。

ページ真ん中の表で直近５年間の当初予算額の推移を見ますと、一般会計では平成２

９年度の８１億円から、平成３０年度は防災行政無線のデジタル化事業などにより約９

２億円に、令和元年度は平成３０年７月豪雨の影響により過去最大の約９７億円まで上

昇いたしました。令和２年度以降は減少しており、令和３年度当初予算（案）は前年度

比４.８％減の約８９億円となっておりますが、５年前と比較しますと約８億円、１０.

０％の増という状況でございます。

次の８ページには、一般会計の款別の５年間の推移を掲載しております。

続きまして、各特別会計の予算について御説明を申し上げます。

９ページをお開きください。

令和３年度国民健康保険事業特別会計予算（案）でございます。

予算総額は、歳入歳出それぞれ２２億５,０４１万５,０００円で、前年度と比べ１億

４,７７０万８,０００円、６.２％の減となっております。

歳入の主な内容でございますが、１款・国民健康保険税は４億３,６６５万６,０００

円、被保険者数の減などにより５０９万４,０００円、１.２％の減、４款・県支出金は

１６億５,５８９万９,０００円で、保険給付費の減などにより１億３,５０１万８,００

０円、７.５％の減、６款・繰入金は１億５,０４４万９,０００円で、県支出金と同様

に保険給付費の減などにより６３０万６,０００円、４.０％の減となっております。

歳出では、２款・保険給付費、２２億２７８万４,０００円で、被保険者数の減に伴

う医療費の減額などにより１億３,９６７万６,０００円、６.０％の減、３款・保健事

業費は２,７９１万７,０００円、特定健診・保健指導に係る経費の減などにより５３３

万３,０００円、１６.０％の減となっております。

１０ページを御覧ください。

令和３年度公共下水道事業特別会計予算（案）でございます。

予算総額は、歳入歳出それぞれ７億６,５４２万円で、前年度と比べ４,１５１万８,

０００円、５.１％の減となっております。令和３年度につきましては、老朽化対策と
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して熊野団地内の改築更新を予定しております。

歳入の主な内容でございます。２款・使用料及び手数料は２億７,３９５万８,０００

円で下水道使用料の増により５４８万４,０００円、２.０％の増、４款・繰入金は３億

１,９２９万９,０００円で事業費などの歳出の減に伴い１,８４９万６,０００円、５.

５％の減。７款・町債は１億６,０３０万円で、こちらも整備費の減などにより１,９１

０万円、１０.６％の減となっております。

歳出ですが、１款・総務費は２億１,２１１万４,０００円で、地方公営企業法適用支

援業務の減などにより７３０万２,０００円、３.３％の減、２款・事業費は５,３００

万２,０００円で、公共下水道整備費の減などにより３,１８４万２,０００円、３７.

５％の減、３款・公債費は４億９,９３０万４,０００円で、利子分の減などにより２３

７万４,０００円、０.５％の減となっております。

次に、１１ページでございます。

令和３年度後期高齢者医療特別会計予算（案）でございます。

予算総額は、歳入歳出それぞれ８億１,５５４万１,０００円で、前年度と比べ４,０

７２万円、５.３％の増となっております。

歳入の主な内容でございますが、１款・後期高齢者医療保険料は３億６,３３５万５,

０００円で、被保険者数の増によるもので１,１０７万３,０００円、３.１％の増、３

款・繰入金は４億５,１１２万円、２,９６４万７,０００円、７.０％の増となっており

ます。

歳出では、２款・後期高齢者医療広域連合納付金は８億１,２１８万４,０００円で、

４,０２４万１,０００円、５.２％の増となっております。

１２ページをお願いいたします。

令和３年度介護保険特別会計予算（案）でございます。

介護保険特別会計につきましては、介護予防プランを作成する事業所としての会計を

区分するため、介護サービス事業勘定を設け、保険事業勘定と分けて予算計上を行って

おります。

まず、保険事業勘定では、歳入歳出それぞれ２３億６,９５５万７,０００円で、前年

度と比べ２億１,６９９万４,０００円、１０.１％の増となっております。

歳入の主な内容でございますが、１款・保険料は５億５,００８万６,０００円で、２,

６５５万７,０００円、５.１％の増となっております。続きまして、３款・支払基金交
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付金から、６款・繰入金につきましては、給付費に対するそれぞれの負担割合に応じた

算定によりそれぞれ増額としております。

歳出では、２款・保険給付費は２２億４,９６０万円、施設介護サービス給付費の増

などにより２億９５１万９,０００円、１０.３％の増となっております。

次に、介護サービス事業勘定では、歳入歳出それぞれ８９１万４,０００円で、前年

度と比べ７１万５,０００円、８.７％の増というふうになっております。

以上、令和３年度の一般会計及び各特別会計予算（案）について、その概要を説明さ

せていただきました。

なお、各予算の事業ごとの詳細につきましては、後ほど予算書に沿って各課長から説

明いたしますので、よろしくお願いいたします。

私からの説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別副委員長（中島） 続いて、建設農林部長から上水道事業会計予算について説

明を求めます。

沖田建設農林部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部長（沖田） それでは、議案第２２号、令和３年度熊野町上水道事業会計予

算（案）につきまして、令和３年度歳入歳出予算書を用いて概要を説明させていただき

ます。

予算書の緑色の仕切りの一番最後、上水道事業会計の１ページを御覧ください。

まず、第２条の業務の予定量、（１）給水戸数でございますが、過去の実績等を踏ま

え、前年度に比べ１２２戸の増加を見込み、９,３３０戸の給水戸数としております。

次に、（２）年間総配水量及び（３）一日平均配水量につきましては、前年度と比較

して約２.６％の増加を見込み、年間総配水量は１８１万８,４３０立方メートル、一日

平均配水量は４,９８２立方メートルとしております。

次に（４）主要な建設改良事業につきましては、前年度と比較して２５.８％増の６,

９８０万円としております。内訳といたしましては、未給水地区解消事業として６２０

万円のほか、熊野団地等における老朽管の更新事業として６,３６０万円を予定してお

ります。

続きまして、５ページをお開きください。
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収益的収入及び支出についてですが、収入の第１款・水道事業収益につきましては、

前年度と比較して０.７％減の５億３,２３６万５,０００円としております。主な要因

は、県道拡幅工事等の受託工事収益の減収見込みによるものでございます。

続きまして、支出の１款・水道事業費用でございますが、前年度と比較して４.４％

減の４億８,３２４万５,０００円としております。主な要因は、県道矢野安浦線の拡幅

工事に伴う水道管移設工事に係る修繕費の減額によるものでございます。

続きまして、６ページをお開きください。

資本的収入及び支出についてですが、収入の１款・資本的収入につきましては、前年

度と比較して９.４％減の１,７４９万４,０００円としております。主な要因は、１

項・分担金の新設申込み分について、従前の実績に基づき減少を見込むものでございま

す。

続きまして、支出の１款・資本的支出でございますが、前年度と比較して１８.８％

増の７,７０５万６,０００円としております。主な要因は、熊野団地における老朽管路

更新事業について、１項・建設改良費、１目・配水設備工事費を増額したことによるも

のでございます。

令和３年度熊野町上水道事業会計予算（案）の概要説明は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別副委員長（中島） 以上で予算の概要説明が終了しました。

以上をもちまして、予算特別委員会は散会とします。

再開は、３つの分科会の終了後とさせていただきます。

竹爪厚生委員長、何時から再開しましょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生委員長（竹爪） ２時５０分から。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別副委員長（中島） それでは、総務厚生分科会はこの議場におきまして１４時

５０分から開催いたします。

ありがとうございました。

（散会 午後２時３０分）
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令和３年 予算特別委員会 総務厚生分科会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和３年３月１０日

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和３年３月１０日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１５名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（１名）

１５番 中 原 裕 侑

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

建設農林部技術次長 寺垣内 栄 作

財 務 課 長 西 川 伸一郎

政 策 企 画 課 長 須 賀 雅 彦

産 業 観 光 課 長 榎 並 正 和
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会 計 課 長 穂 坂 俊 彦

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議会費

総務費

民生費

衛生費

商工費

消防費

教育費

公債費

諸支出金

予備費

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 １４時５２分）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ただいまから令和３年予算特別委員会総務厚生分科会

を開催いたします。

それでは、令和３年度の事業ごとにおける歳入歳出予算について説明を受けたいと思

います。説明及び質疑応答は、着座にてお願いいたします。

初めに、総務部門といたしまして、議会費と総務費についての説明をお願いいたしま

す。

西川財務課長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（西川） それでは、予算書６２、６３ページをお願いいたします。

１款議会費から御説明いたします。

ページの右上、議会事務一般でございます。

この事業は、議員報酬などのほか、議会運営に要する事務費等を計上するもので、事

業費全体で９,６０２万５,０００円、本年度より１１２万円、１.２％の減となってお

ります。

減額の主な要因は、共済費の議員共済会給付費負担金の算定率の変更によるものです。

事業内容は、報酬や期末手当は条例に基づく所定の額を計上するほか、旅費は、費用

弁償及び特別旅費として４４３万３,０００円を計上し、また、委託料は、本会議、全

員協議会及び予算・決算特別委員会の議事録反訳業務を委託するもので、●●●●●●

●●●円を計上しております。

次のページの人件費は、職員給与でございます。各科目に計上しております人件費に

つきましては、説明を省略させていただきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（堀野） それでは、６４、６５ページをお願いします。

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、人事管理事業でございます。

この事業は、会計年度任用職員、産業医の報酬、給与システムの電算処理業務の委託

料、職員の健康診断や県からの派遣職員負担金などを計上しております。事業費全体で

２,５７７万５,０００円、本年度より７９８万９,０００円、２３.７％の減となってお

ります。

減額の主な要因は、新たな会計年度任用職員の雇用見込み数の減によるものでござい

ます。

歳入の特定財源、その他９２万５,０００円は、会計年度任用職員の社会保険料納付

金でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員３名分の報酬４７８万４,０００円、電算処理業務

及び職員健康診断等の委託料●●●●●●●●●円、派遣職員負担金等の負担金補助及

び交付金１,０８０万７,０００円でございます。

６６、６７ページをお願いいたします。ページ中段からの職員研修事業でございます。

この事業は、広島県自治総合研修センターや市町村アカデミー等の実施する研修へ職
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員を参加させるために必要な経費を計上するもので、事業費全体で１４２万１,０００

円、本年度より２９万４,０００円、２６.１％の増となっております。

増額の主な要因は、隔年で実施します自治大学校への参加によるものでございます。

歳入の特定財源、その他６２万１,０００円につきましては、町村会及び市町村振興

協会からの研修助成金でございます。

主な事業費は、研修参加に伴う旅費４５万円、職員研修の委託料●●●円、市町村ア

カデミー負担金等の負担金補助及び交付金４０万円でございます。

続いて、事務管理事業でございます。

この事業は、役場庁舎内で使用する事務用品、作業服、その他消耗品のほか、例規集

の管理・更新のための費用を計上しております。事業費全体で４７１万７,０００円、

本年度より７１５万３,０００円、６０.３％の減となっております。

減額の主な要因は、コピー・印刷機器に係る使用料及び賃借料等の事務を移管したこ

とによるものでございます。

歳入の特定財源、その他１５万円につきましては、広告料収入でございます。

主な事業費は、消耗品等の需用費２４７万９,０００円、例規集維持管理委託料

●●●●●●●●●円でございます。

続いて、６８、６９ページをお願いいたします。一般管理事業でございます。

この事業は、郵便料、町の所有管理する施設での事故に対する賠償保険料、顧問弁護

士委託料、各種の公的団体への負担金等を計上しております。事業費全体で１,３８０

万円、本年度より７２７万６,０００円、３４.５％の減となっております。

減額の主な要因は、防災・減災まちづくり会議運営支援事務の移管による委託料の減

額でございます。

主な事業費は、郵便料金のほか通信運搬費及び総合賠償等保険料などの役務費７２２

万４,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（西川） ７０、７１ページをお願いします。

庁舎維持管理事業で、この事業は、役場庁舎の維持管理経費としまして、光熱水費、

清掃業務、エレベーター・消防設備・空調設備などの保守点検委託料、宿日直、機械警

備、議会インターネット中継に係る委託料、庁舎敷地借地料、庁舎大規模修繕工事のう

ち当初予算においては外壁改修及び屋上防水改修工事等の経費を計上しております。事
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業費全体で１億４,２１３万６,０００円、本年度より６,３６５万８,０００円、８１.

１％の増となっております。

歳入は、地方債の緊急防災・減災事業債で、庁舎大規模修繕工事費分１億円、その他

財源として、行政財産目的外使用料１万７,０００円、広告収入１２万２,０００円、職

員駐車場使用料３００万８,０００円、自動販売機設置負担金４３万２,０００円、公衆

電話料１万円でございます。

増額の主な要因は、庁舎の大規模修繕工事を行うための工事請負費などによります。

主な事業費は、光熱水費等の需用費１,４４９万６,０００円、宿日直業務委託料●●

●●円などの委託料合計で２,２７４万５,０００円、庁舎大規模修繕工事費●●

●●●●●●●円などでございます。

なお、役務費の通信運搬費、庁舎の電話代につきましては、事務の移管により減額と

なっています。

７２、７３ページをお願いします。中ほどの公用車集中管理事業でございます。

この事業は、財務課において集中管理をする公用車１５台に係る燃料費、車検代、損

害保険料及び重量税などを計上するもので、事業費全体で３０６万５,０００円、本年

度より４７万６,０００円、１３.４％の減となっております。

減額の主な要因は、車検代金等に係る費用でございます。

主な事業費は、燃料費等の需用費２３０万８,０００円などでございます。

続きまして、７４、７５ページ中段をお願いします。２目財政管理費の財政管理事業

でございます。

この事業は、財務事務に要する経費を計上するもので、事業費全体で１,１３４万１,

０００円、本年度より１５３万円、１１.９％の減となっております。

減額の主な要因は、会計年度任用職員制度対応のための財務会計システム改修経費に

よるものです。

主な事業費は、予算の編成・執行、決算管理等に係る電算処理に要する経費でござい

まして、財務会計システムの利用料として役務費の手数料５９８万円を計上しておりま

す。続く委託料２８６万３,０００円では、公会計対応のための支援業務●●●●●●

●●●円などです。また、使用料及び賃借料では、契約管理システムリース料などで６

７万１,０００円でございます。

続きまして、３目会計管理費の会計事務でございます。
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この事業は、出納事務を執行する会計課の業務全般に係る経費を計上するもので、事

業費全体で１０４万９,０００円、本年度より９万６,０００円、８.４％の減となって

おります。

減額の要因は、前年度の実績に応じて必要な経費を計上したことなどによります。

主な事業費は、職員手当のほか、納入通知書の印刷など需用費１４万円、口座振替取

扱手数料など役務費６４万５,０００円などでございます。

続いて、７６、７７ページ、４目財産管理費の公有財産管理事業でございます。

この事業は、財務課所管の普通財産などを管理する経費を計上するもので、事業費全

体で３２５万円、本年度より１,３３６万５,０００円、８０.４％の減となっておりま

す。

減額の主な要因は、委託料において、町有地売却のための呉地町有地用地測量業務委

託、川角町有地法面改修工事の実施設計業務及び改修工事によるものです。

主な事業費は、土地鑑定等に要する役務費・手数料６０万円、草刈りに要する委託料

●●●●円、町有地用地測量業務委託●●●●円などでございます。

続く５目交通安全対策費の交通安全対策事業、６目防犯対策費の防犯対策事業につき

ましては、後ほど住民生活部から御説明いたします。

続いて、７８、７９ページ、下段の７目諸費の労働金庫預託事業でございます。

この事業は、町内に勤務または居住する労働者への融資資金として、中国労働金庫へ

の預託金を計上するもので、事業費は２,３００万円、本年度と同様の額でございまし

て、同額の預託金返還金を財源とするものでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） 収納金還付事業につきましては、後ほど住民生活部から御説明

いたします。また、住居表示費につきましては、令和３年度、廃目となっております。

それでは、８０、８１ページをお願いいたします。２項企画費、１目企画総務費、行政

情報化事業でございます。

この事業は、事務の効率化を図るため、庁舎内及び国・県との情報ネットワークに係

る保守・運用管理経費や情報システムのセキュリティ強化対策経費を計上するもので、

事業費全体で５,２００万８,０００円、本年度より６１４万９,０００円、１３.４％の

増となっております。

増額の主な要因は、令和２年度に総務課の事務管理事業で計上していたコピー用紙及
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び高速印刷機のインク購入費や財務課の庁舎維持管理事業で計上していた庁舎の電話代

金の予算の組み替えによる増でございます。

主な事業費は、情報化支援業務等の委託料●●●●●●●●●●円、情報化機器等の

使用料及び賃借料２,２６９万９,０００円でございます。

歳入の特定財源、国・県支出金１０６万４,０００円は、社会保障・税番号制度シス

テム整備費補助金で、マイナンバー情報を連携させるためのシステム経費に係る補助金

で、その他１０９万５,０００円は、企業会計である水道会計から庁舎内ＬＡＮ利用負

担金８９万５,０００円と広島県町村会から時事通信社が提供する行政情報の閲覧に対

する助成金として、ⅰＪＡＭＰ年間利用料助成金２０万円でございます。

続きまして、８０ページの下段、地域情報化事業でございます。

この事業は、町内の公共施設に整備した情報ネットワークの維持管理費用に要する経

費で、事業費全体で１,９０７万３,０００円、本年度より２５万３,０００円、１.３％

の減でございます。

減額の主な要因は、平成２７年度の調達から５年経過に伴う地域イントラ機器等の保

守料、これらの更新による減でございます。

主な事業費は、回線使用料等の役務費４９６万１,０００円、ネットワーク機器の保

守に係る委託料●●●●●●●●●円、ネットワーク機器の賃借に係る使用料及び賃借

料４００万１,０００円でございます。

続いて、８２、８３ページの中段、企画一般事務事業でございます。

この事業は、企画関係事務やふるさと納税記念品、広域行政の推進に関する経費を計

上するもので、事業費全体で２,２０９万２,０００円、本年度より２７７万５,０００

円、１４.４％の増となっております。

増額の主な要因は、ふるさと納税の寄附額の増額に伴い、返礼記念品等の経費が増加

したことによるものでございます。

主な事業費は、ふるさと納税として寄附を頂いた方への記念品料等の報償費１,４３

１万９,０００円、記念品の寄附者管理システムなど委託料●●●●●●●●円でござ

います。

続いて、８２ページ下段の友好都市交流事業でございます。

この事業は、友好都市協定を締結した三重県熊野市との交流事業を実施するもので、

事業費全体で１２１万３,０００円、本年度より３５万４,０００円、４１.２％の増と



－20－

なっております。

増額の主な要因は、イベント交流に係る旅費の増でございます。

主な事業費は、イベント交流に係る旅費８３万９,０００円や時間外勤務に係る職員

手当等２０万７,０００円でございます。

次に、８４、８５ページの中段、２目広報費の広報広聴事業でございます。

この事業は、町広報の発行、町ホームページの管理を行うもので、町広報の編集、印

刷、配布に必要な経費を計上するもので、事業費全体で１,０３２万５,０００円、本年

度より４８万２,０００円、４.５％の減となっております。

減額の主な要因は、広報紙印刷部数の減によるものでございます。

主な事業費は、町広報の印刷製本費３００万３,０００円、広報の配布委託料

●●●●●●●円、各自治会への文書配布負担金６６３万２,０００円でございます。

歳入特定財源、国・県支出金は、自衛官募集の町広報掲載委託料で●●●●●●円、

その他財源４１万４,０００円は、町広報、ホームページ等の広告収入が８万４,０００

円、県民だより、広島県議会だよりの配布負担金が合計で３３万円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） 続く３目地域振興費、地域振興事業につきましては、後ほど住

民生活部から説明いたします。

次に、８７ページの中段の３目地域振興費、定住交流促進事業でございます。

この事業は、町の魅力を発信するとともに、本町への定住交流の促進を図るもので、

定住促進イベントの実施経費や、近隣市町と連携した首都圏などからの移住促進への取

組について予算を計上するもので、事業全体で４９万５,０００円、本年度より３３万

４,０００円、４０.３％の減となっております。

減額の主な要因は、イベントなどで使用するＰＲグッズの制作を抑えたことや、移住

体験ツアーの見直しによる経費２４万８,０００円の減額によるものです。

主な事業費は、定住イベントの実施に要する需用費及び役務費１２万３,０００円や

定住促進に関する加盟団体への負担金７万６,０００円でございます。

続いて、交通安全対策事業につきましては、後ほど住民生活部から説明いたします。

続きまして、８８ページの中段、４目筆の里工房費の筆の里工房事業でございます。

この事業は、筆の里工房の円滑な運営のために必要な経費を計上するもので、事業全

体で１億５,３６０万９,０００円、本年度より２,１７８万８,０００円、１６.５％の
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増となっております。

増額の主な要因は、施設管理業務委託料、工房建屋東側の斜面が土砂災害特別警戒区

域に指定されたことに伴う法面工事のための実施設計に係る委託料、筆の里工房の運営

に要する補助金の増額によるものでございます。

主な事業費は、指定管理委託料●●●●●●●●●円のほか、負担金補助及び交付金

では、企画展等への補助の自主事業補助金３,０００万円、人件費補助の管理運営事業

補助金５,７４７万６,０００円、地域の芸術環境づくり事業補助金１４０万円、新型コ

ロナ禍における筆の里振興事業団への時限的な補助１,５９８万６,０００円、計１億４

８６万２,０００円でございます。

歳入、その他の財源１,２００万円は、行政財産目的外使用料６０万円、筆の里づく

り基金繰入金１,０００万円、宝くじコミュニティ助成金１４０万円でございます。

次に、９０ページ上段の５目国際交流費の国際交流事業でございます。

この事業は、観光面におけるインバウンド、いわゆる外国人観光客の増加を目的とし

た事業の実施に必要な経費を計上するもので、事業全体で８８万４,０００円、本年度

より４７万８,０００円、１１７.７％の増額となっております。

増額の主な要因は、筆の里工房への外国人招致に向けた取組による筆の里振興事業団

への補助金などによるものでございます。

主な事業費は、外国人旅行者が筆の里工房を利用で入館する際の入館料と筆づくり体

験の補助として５８万８,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（堀野） 次の３項徴税費、それから１００ページからの４項戸籍住民基本

台帳費につきましては、後ほど住民生活部から御説明いたします。

続いて１０２、１０３ページをお願いいたします。５項選挙費、１目選挙管理費、選

挙管理事務事業でございます。

この事業は、選挙管理委員会の運営経費として、選挙管理委員の報酬、選挙システム

に係る経費等を計上するもので、事業費全体では１３０万８,０００円、本年度より６

３万８,０００円、３２.８％の減となっております。

歳入の特定財源、国・県支出金１,０００円は、在外選挙人名簿登録事務委託金でご

ざいます。

主な事業費は、選挙管理委員報酬３８万５,０００円、選挙啓発等に伴う需用費９万
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３,０００円、選挙システム使用に係る役務費７９万２,０００円でございます。

続いて、１０４、１０５ページにかけまして、２目県知事選挙費、県知事選挙事業で

ございます。

この事業は、任期満了に伴い１１月に行われる予定の県知事選挙に係る経費を計上す

るもので、事業費は８３７万３,０００円でございます。

歳入の特定財源、国・県支出金８３７万３,０００円は県知事選挙委託金で、事業費

全額が県の費用で賄われるものとなっております。

主な事業費は、会計年度任用職員や投開票管理者、立会人の報酬１３６万４,０００

円、期日前投票などを含む選挙事務従事に伴う職員手当３９５万３,０００円、ポスタ

ー掲示板等の消耗品に係る需用費９７万８,０００円、入場券郵送等に係る役務費１０

７万４,０００円でございます。

続いて、１０６、１０７ページにかけまして、３目衆議院議員選挙費、衆議院議員選

挙事業でございます。

この事業は、衆議院議員選挙に係る経費を計上するもので、事業費は８９０万３,０

００円でございます。

歳入の特定財源、国・県支出金８９０万３,０００円は衆議院議員選挙委託金で、事

業費の全額が県の費用で賄われるものとなっております。

主な事業費は、会計年度任用職員や投開票管理者、立会人の報酬１０９万３,０００

円、期日前投票などを含む選挙事務従事に伴う職員手当４２１万７,０００円、ポスタ

ー掲示板等の消耗品に係る需用費１２０万８,０００円、入場券郵送等に係る役務費１

２７万８,０００円でございます。

続いて、１０８、１０９ページにかけまして、４目参議院議員選挙費、参議院議員選

挙事務事業でございます。

この事業は、広島県選出議員の当選無効に伴い４月に行われる参議院広島県選出議員

再選挙に係る経費を計上するもので、事業費は７７４万５,０００円でございます。

歳入の特定財源、国・県支出金７７４万５,０００円は参議院議員選挙委託金で、事

業費全額が県の費用で賄われるものとなっております。

主な事業費は、会計年度任用職員や投開票管理者、立会人の報酬１３６万４,０００

円、期日前投票などを含む選挙事務従事に伴う職員手当３８９万９,０００円、入場券

郵送等に係る役務費１０４万８,０００円でございます。
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続く町長選挙費は廃目となっております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） 続きまして、２款総務費、６項統計調査費、１目統計調査費の

経常統計調査事業でございます。

この事業は、学校基本調査、工業統計調査に係る事務の経費を計上するもので、事業

費全体で７万１,０００円、本年度より１９万２,０００円、７３％の減となっておりま

す。

減額の主な要因は、工業統計調査員報酬の減によるものです。

主な事業費は、学校基本調査事務用品等の消耗品費の５万８,０００円でございます。

歳入の特定財源、国・県支出金の５万８,０００円は、学校基本調査交付金３万３,０

００円、工業統計調査交付金１万円、統計調査員確保対策事業交付金１万５,０００円

でございます。

続いて、１１０、１１１ページの臨時統計調査事業でございます。

この事業は、経済センサス活動調査に係る事務経費を計上するもので、事業費全体で

１４０万２,０００円、本年度より１２８万１,０００円、１,０５８.７％の増となって

おります。

増額の主な要因は、５年に一度実施する経済センサス活動調査によるものでございま

す。

主な事業費は、経済センサス活動調査に係る調査員、指導員及び会計年度任用職員の

報酬９２万８,０００円でございます。

歳入の特定財源、国・県支出金は経済センサス交付金１４０万２,０００円でござい

ます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（西川） 続いて、１１２、１１３ページ中段から、７項、１目監査委員費の

監査事務一般でございます。

この事業は、監査委員の報酬及び監査委員活動に要する事務費等を計上するもので、

事業費全体で１３４万７,０００円で、本年度と同額になっております。

主な事業費は、監査委員報酬９６万８,０００円、費用弁償等の旅費１７万３,０００

円でございます。

議会費、総務費は以上でございます。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいま説明がありました６２ページの議

会費と１１３ページまでの総務費について質疑を行います。質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 着座でよろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 着座で結構です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ２款総務費、２項企画費、３目地域振興費ですが、例年、香草利活用事

業というものが計上されておりましたが、今年度は計上されていないようですので事業

が中止されたのかとは思うんですが、経緯をお伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 榎並産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） 香草事業でございますが、今年度を合わせて３カ年実施をさせ

ていただいておりました。今年度につきまして、この事業は地域で新たな魅力をつくる、

それを地域の人たちがつくり上げていくという目的の中で、香草を一つの題材として行

ったわけでございます。３カ年町、町有地を使ってこの香草事業を行ったわけですけど

も、いろいろと、筆まつりとか、そういったところでこの育ったハーブを使った商品づ

くりとか、そういったのでクラフト的なものはいろいろとでき上がったりしました。た

だ、これが最終的に起業へという形への成果として持っていきたいところであったんで

すが、何分、そこまでのちょっと力というか、まだ育っていないという部分がありまし

た。

その中、今年度につきましては、最終的にハーブのビールというものを皆さんで考え

ながら作りまして、試験的でございますが３００本ハーブ地ビールというものを作製さ

せていただきました。こういうものが今後、また新たな観光の一つの魅力として、熊野

に今後も続いていけるような形での一つの導入部分としての成果はあったのではないか

なというふうに考えておりまして、今年度事業を一応完了しまして、引き続き、今度自

主グループとしての事業として見守っていきたいなというふうに考えております。
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以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 一定程度の成果があったとのことなのですが、当初の説明では、観光交

流拠点事業の中につくられる予定でした道の駅の中で香草を売れたらいいというような

お話もございましたが、例年予算委員会では、委員のほうから指摘があったと思います

ので、今後、事業を企画されるときには、将来的な見込みなどをやっぱり真剣に考えて

組んでいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ８１ページをお願いします。行政情報化事業の中で、報酬が２件ありま

す。情報公開審査会委員報酬、個人情報保護審査会委員報酬。これのちょっと説明をお

願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 須賀政策企画課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） 情報公開審査会委員の報酬と個人情報保護審査会委員報酬でご

ざいますが、これは情報公開の審査会というのがありまして、その審査会の委員の報酬

になります。過去数年、いつも情報公開に係る審査の申し出等がございませんで、支出

のほうは現在しておりません。下のほうの個人情報保護審査会委員報酬につきましても、

個人情報の保護の審査会に係る審査の申し出、こちらのほうも過去数年ほど支出がない

というような状況でございます。まず、委員情報公開請求とか、個人情報の保護の観点

で請求がありまして、こちらのほうから住民の方に通知を出すんですけれども、それに

対しての審査の申し出というのがないということでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。それぞれ委員の人数を教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 須賀政策企画課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） 各５人でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ９１ページ、国際交流事業ですね。その一番最後に筆の里工房利用促

進負担金とございまして、御説明の中で外国からのお客様がどうのこうのという文言が

あったと思うんですが、残念ながら、今年は見込めないんではないかと思うんですよ、

外国の方。そうしたときにこれの扱いですよね。使わなかったら来年以降繰り越すよう

に考えられるとか、どのようにお考えか、教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 榎並産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） こちらの負担金でございますが、この事業といたしましては、

外国の方がコロナ禍がある程度収束した中で日本に来られたときに、広島とかに泊まら

れるというところで、例えば外国の方がよく泊まられるゲストハウスとか、外国人の方

が安く泊まられるホテルとか、そういったところに熊野町のＰＲのチラシ、そういった

ものでそこにクーポン券をつけまして、筆の里工房に来ていただきながら日本の文化を

知っていただこうという形の事業を考えております。その中の外国の方がいなければ結

局はそれはできませんので、コロナ禍の状況を見ながら事業を進めていきたいなという

ふうに思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。ほかにはございませんでしょうか。

光本委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ８３ページ、友好都市交流事業ですが、先ほど説明でイベント交流にと

いうことがありましたけども、具体的にわかる範囲内で教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 須賀政策企画課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） 熊野市とのイベントの交流でございますが、まず熊野市で開催

されますオール熊野フェスタ、こちらのほうに熊野町から出店をさせていただきたいと

いうふうに計画をしております。また、熊野町で開催されます筆まつり、こちらのほう

に熊野市からの出店というふうな交流を計画しております。

また、今回の２月３日に災害時応援認定式ということで、熊野市との相互応援協定を

締結させていただいております。それに伴って防災交流事業というようなことも計画を

しているという状況でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございませんでしょうか。

福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ７１ページなんですが、負担金がございます。上から２つ目といいま

しょうか、公平委員会負担金とございますが、この公平委員会というのを教えていただ

きたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 堀野総務部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（堀野） 公平委員会負担金ですけども、県の公平委員会のほうに、町のほ

うで例えば処分とかした場合に、その処分が不当というか、本人が受け入れられないと

いうふうな場合に公平委員会のほうに申し出をするというふうな形のものになりますけ

ども、それに対する負担金を町のほうで払っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員（福垣内） 公平委員会というのはどんなものか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（堀野） 県の人事委員会のほうになりますけども、町のほうで人事に対し

て不当なような処分とかがあった場合にそちらのほうに申し出るというふうな、そこで

協議がなされるというふうなものになります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。そのほかございますか。

尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ちょっと公平公平言われたんで、質問します。

８０ページ、２款総務費、２項企画費の１目企画総務費の中の、どうじゃろうか。聞

こえる、いい。どこじゃろう、下段のほうですよね。機械器具使用料２,２６９万９,０

００円のものがあるんですけど、ちょっとここの部分について詳細な説明をお願いしま

す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 須賀政策企画課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） 庁内でパソコン等を調達しております。情報化のネットワーク

の機器であるとか、庁内ＬＡＮの機器の賃借料１,２３７万円、あと情報セキュリティ

ーの強化対策の賃貸料ということで６７８万５,０００円、主なところは役場の庁舎で

パソコンを賃貸しておるんですけれども、それらの賃借料ということで、合計が２,２

００万になっております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） どうなんですか、これ。高いんか安いんかよくわからんのですけど。こ

んなもんなんですかね。すみません、ちょっと。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 須賀政策企画課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） ただいま賃借しているものなんですけれども、６市町共同でク

ラウドで実施しております。その６市町が、廿日市、大竹、江田島市、安芸太田町、北

広島町と熊野町ということで、６市町がそのクラウドの中に入っておりまして、その中

で負担をしていくという形になりますので、恐らく他の単独でするところと比べては、

かなり低い金額ではないかと考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） ８３ページでございます。友好都市交流事業でございますね、三重県。

ちょっと詳しくお聞きしたいんですが、あそこまで行くのに片道何時間ぐらいかかりま

すかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 大体５時間ぐらいかかろうかと思います。名古屋経由で参ります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 多分一番アクセスが難しいエリアのとこなんですが、災害のときに応援

に来ていただいたという御縁があったように聞くんですが、これはどちらかの省庁の御

紹介があったんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） もともと日本の国内の自治体の中で正式名称で熊野という名称を使

った自治体というのは当町と三重県の熊野市ということで、町長のほうがかねてから同

じ熊野を冠する自治体として友好的な関係を築きたいということで、当町のほうから熊
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野市さんのほうにそういった働きかけをして、友好都市の協定が締結されたという流れ

になっております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 熊野という流れは随分古い歴史があります。これは一番古いのは多分出

雲であります。鉄です、火ですね。熊野の熊は多分曲ですから、曲がってる土地という

意味ですから、九州の球磨地方に近い。だから当て字の可能性もあるんですが、それは

いろいろな因縁がその後、私どもの先輩が神社仏閣でつくってきたと思うんですけども、

ぜひ太いパイプにしていただく中で、災害協定となるとリスクは熊野市が相当高いです。

私どもも高知に文教で視察に行きまして、危機感が相当高いんですね。そのあたりの情

報交換はどの程度されていらっしゃいますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 確かに台風とか、それから、主に台風ですね。通過するんですが、割と

向こうの市長と話しても、土砂崩れというのはあまり起こさない地域なんですよ。花崗

岩でできてないんで、割と被害は少ないです。いつも私も気にしてますが。そういった

意味で、災害の頻度はうちのほうが高いです。

向こうは御存じのように、言われるように南海トラフですね。これが１本の感じです。

過去に伊勢湾台風とかありましたが、こういった台風が常に襲うとこなんで心配してお

ったんですが、思ったほど大した被害はいつも出ませんという回答は頂いております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） せっかくの御縁なんで、しっかり学んでいただきたいと思うんですが、

あの地域は深層崩壊というのがあるんです。山がごっぽり動きます。川がダムのように

なるんです。ぜひ三重の、当然奈良との連携の中で勉強していただきたいということと。

あのあたりは火山地帯です。温泉が湧いております。何十万年か前の火山帯が残って
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いるわけですね。だから、地質は違いますよ、言われるように。理由があるんですね。

そういう中で、今の言われる東南海・南海トラフが動いたときに災害はどれぐらいの想

定をされていらっしゃいますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） それはわかりません。南海トラフは紀伊半島から四国の南岸、どの市町

村も非常に警戒をしておりますが、我が町は津波はないんで、その研究はそれほどして

おりません。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 相手の立場になって考えるという意味では、ぜひ熊野市が困ってらっし

ゃることをぜひ学びながら、熊野町に応用できるところもありますが、うちは津波がな

いからいいんだというんではなくて、高知は避難の場所を考えていらっしゃるんですね。

神戸としっかり連携をしながら、神戸は津波はなかったですよね。断層です。だから、

そういう意味ではぜひ広い意味での視点を持って、ビジョンを持っていただいてこうい

う交流をされるというのは心得ていただく。向こうに失礼になりますから。

人数の体制ですよ。確率的には熊野から応援を出すほうが確率が高いと私は読みます

よ。熊野も、地震と降雨量の複合災害があった場合は熊野も相当来ますけども、雨だけ

降れば、今回の災害、１２人を殺すような災害の規模じゃないんですよ。この７０年の

うちにああいう山のすそ野に都市開発があったということで、全然地形が変わってきて

るわけですね。だから、熊野の規模が低い、高いという問題じゃなくて、体制をいかに

整えていらっしゃるかですよ。職員は何人ぐらい派遣される予定で、どういうふうな役

に立つか、向こうへ行って。その検証をされていらっしゃいますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 大規模災害が起きたときに今取られているのは、全国知事会のほう
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と総務省のほうで調整されるいわゆる対口支援という形ができ上っております。この枠

組みによりまして、当町の災害においても延べ８０２名の職員の方が三重県内の県庁は

じめ各市町から来ていただいたと。ですから、大規模災害が起きたときに、当然ながら

警察、消防とか、自衛隊とか、そういった救助・救援ということと加えまして、自治体

としての機能を維持するということでは、そういった枠組みの中で支援策は取られてお

ります。ですから、熊野市さんが災害が発生したときに広島県が支援するのか、あるい

は・・・支援するのか、それはまだ決まっておりませんけれども、そういう枠組みの中

で基本的には支援活動が行政的に行われるということになってまいります。その中で、

当町も可能な範囲内で支援をさせていただくということになろうかと思っておりますの

で、当町の支援だけで全てが完結するというような形にはなってございません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 看板はいいように聞こえて、中身を見ると非常に不安なんですが、逆に

行って足手まといになるような人材ではだめなんですね。プロを育てないと。向こうは

本気ですよ。そういう中で熊野がいかに本気になっているか、この災害対応。前回の３

年前のときに、どんな職員を養成できたか。多分、立って見とったケースも多いんでは

ないかと私は思うんですけども、今の評価はいかがですか、町の、当時の職員の動き。

そのときのレッスンの仕方。身についた専門職ができたかどうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 災害時の職員の能力というのは、例えば机上訓練であるとか、いろ

んな研修を受けるということで身につく部分もございます。ただ、一番身につくのは、

実際に災害の現場に立ち会うということでいろんな能力がつくものと思っております。

そういったことで、過去におきましても九州のほうの地震であるとか、そういったと

きには職員を派遣いたしました。東北のほうも派遣いたしました。そういうような実際

に災害現場で活動するというような経験を積んで職員の能力を高めるということがござ

いますので、熊野市さんにおいても、このたびの協定を結ばせていただきましたので、

実際に現地のほうで学んでいくというようなことになろうかと思います。そういったこ
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とで、職員の資質を高めていきたいというふうに思っております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） ぜひこういう協定をしたんですから、本気で養成いただいて、ますます

人材的にも危機管理をする大学の部門が出てきております。感染症の経験をして、医者

も感染症の勉強は教養として全ての者が持つと。眼科であろうが、外科医であろうが、

エビデンスを持ったキャリアを持つという発想に変わりよります。ということは、職員

は基本的にはアウトラインの防災ノウハウができる、こういう養成の段階に、一遍には

なりませんが、人材も、今自衛隊の方も来られてますけども、ぜひ養成をしながら、じ

わりじわりプロのそういう仕組みに持っていただくようにお願いしておきたいと思いま

す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんでしょうか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ８３ページです。企画一般事務事業の中の報償費、記念品料で、先ほど

の説明でふるさと納税の返礼記念品という説明がありました。去年よりは約１９０万ほ

ど増えております。これは歳入のほうで４５ページに寄附金があるんですが、災害復旧

復興支援寄附金は前年よりも減っておるんですが、新たに感染予防対策支援寄附金が増

えております。これが連動しているんかなと思うんですが、そのあたりをお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 須賀政策企画課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） この令和２年度に感染症予防対策支援寄附金というものを創設

しました。こちらのほうは、今のコロナ感染であるとか、そういった対策に対する寄附

になりまして、そちらの事業に充当するというふうに使うものになっております。

ふるさと納税の状況なんですけれども、２月末現在５,４００万ございます。去年の

時点で比べますと４,５００万円ですので９００万円今年度は増えております。この調

子で行きますと、令和２年度は５,６００万円を切るぐらいの寄附金が届こうかと思っ
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ております。来年度は４５ページに書いてありますように、５,７２７万６,０００円を

想定しております。恐らくこの調子で行けば５,７００万も超えていくんではなかろう

かというような見込みを見ております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにはございませんでしょうか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようですので、続いて商工費、教育費の一部、公

債費、諸支出金、予備費について説明をお願いいたします。

榎並産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） それでは、商工費から説明いたします。

１８０、１８１ページをお開きください。下段、６款商工費、１項商工費、１目商工

振興費の商工振興事業でございます。

この事業は、熊野町商工会への助成を行うとともに、熊野町中小企業融資制度の運用

による、中小企業向け融資の円滑化を通じて、地域商工業の振興を図るための経費を計

上するもので、事業全体で１億３,６３０万１,０００円、本年度より３５万２,０００

円、０.３％の減となっております。

減額の主な要因は、くまの産業団地企業立地奨励金で、新規雇用奨励金の減によるも

のです。

１８３ページをお願いいたします。主な事業費は、熊野町商工会への補助金６３０万

円、就業促進事業分３０万円、くまの産業団地立地奨励金９３６万２,０００円、中小

企業融資制度預託金１億２,０００万円でございます。

歳入、その他の財源１億２,０００万円は、中小企業融資預託金元金収入でございま

す。

次の消費者啓発事業は、住民生活部生活環境課から御説明いたします。

続いて、１８３ページ下段の筆産業振興事業でございます。

この事業は、筆の日に実施する経費、筆産業振興に係る熊野筆事業協同組合や筆まつ

り実行委員会等に対して助成を行うための経費を計上するもので、事業全体で１,３２

９万７,０００円、本年度より１１３万円、９.３％の増となっております。
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増額の主な要因は、隔年実施の芸術系大学を対象に熊野で行う研修「職人の町で学ぼ

う」の実施に係る補助金の計上によるものです。

主な事業費は、１８５ページをお願いいたします。熊野筆事業協同組合事業補助金と

して２３３万７,０００円、筆まつり実行委員会事業補助金５０５万円、文房四宝まつ

り実行委員会事業補助金１１７万円、熊野町観光推進協議会補助金２００万円となって

おります。

歳入、その他の財源の１,２７３万４,０００円は、内訳は筆の里づくり基金繰入金８

７３万４,０００円でございます。

次に、同じページ下段の２目観光費の観光推進事業でございます。

この事業は、町の観光推進を行うもので、広島県観光連盟や広域市町と連携した観光

ＰＲ、誘客活動の実施、筆の里工房や観光案内所筆の駅を活用した観光推進を行う経費

を計上するもので、事業全体で１,０８９万９,０００円で、本年度より６０８万円、１

２６.２％の増となっております。

増額の主な要因は、熊野町の観光振興を住民主体で行っていくための、その基盤とな

る仕組み・組織づくりの業務委託に係る経費の増額によるものでございます。

主な事業費は、１８７ページをお願いいたします。観光振興基盤育成事業の委託料●

●●●●●●●円、負担金補助及び交付金では、広域的に連携し観光ＰＲを行っており

ます関係協議会への負担金と、筆の駅への運営費補助金の観光ＰＲ推進事業を合わせて

１５６万７,０００円でございます。

歳入、その他の財源の８７４万８,０００円の内訳は、筆の里づくり基金繰入金７７

８万８,０００円、広島県町村会助成金９０万円、名刺台紙等の販売による観光推進経

費６万円でございます。

次の７款土木費は建設農林部から、２１２ページからの８款消防費は住民生活部から、

２２２ページからの９款教育費 １項教育総務費から５項３目社会教育費、公民館費ま

では、教育部からそれぞれ後ほど説明いたします。

次に、２５４ページをお願いいたします。下段、４目文化財保護費、文化財保護事業

でございます。

この事業は、町の貴重な財産となる文化財の保護・保存、その活用を図る経費を計上

しております。事業全体で１１９万８,０００円、本年度より４３万５,０００円、５

７％の増となっております。
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増額の主な要因は、熊野町の筆づくりの文化を無形文化財登録とするための委託料を

計上したことによるものです。

主な事業費は、２５７ページをお願いいたします。需用費で指定文化財の看板修繕料

１５万３,０００円、文化財登録調査の委託料として●●●円、熊野町指定文化財補助

金２５万円でございます。

歳入、その他の財源の５０万５,０００円は、内訳は筆の里づくり基金繰入金５０万

円、町史等販売代金４,０００円、行政財産目的外使用料１,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（西川） 次の図書館費以降の教育費は教育部から、２６８ページからの１０

款災害復旧費は建設農林部からそれぞれ後ほど説明をいたします。

２７０、２７１ページをお願いいたします。１１款公債費でございます。

１目元金につきましては、過年度借入分までの町債に係る償還金でございまして６億

２,７０１万５,０００円、本年度より５,３５１万２,０００円、９.３％の増となって

おります。

増額の要因は、本年度の借入金が民間からの借入れとなり、翌年度から償還が開始す

ることによります。

次に、２目利子につきましては、元金と同様に過年度借入分の町債に係る利子及び一

時借入金に係る利子でございまして３,１９５万２,０００円、既に借入分の償還終了に

伴って本年度より７２２万１,０００円、１８.４％の減となっております。

利子償還の近年は、過去と比較して低率の利子での借入れが可能であるため、減少傾

向にあります。

続いて、１２款諸支出金の基金事業でございますが、この事業は、７つの基金財産の

預金から配当される利子を一般会計を通じて各基金に積み立てるものと、森林環境譲与

税の譲与額を森林環境基金に積み立てるもので、２６９万３,０００円、本年度より３

３万４,０００円、１１.０％の減を見込んでおります。

続いて、２７２、２７３ページをお願いします。一般会計の最後になりますが、１３

款予備費でございます。

予算編成時に予期しなかった予算外の支出または予算超過の支出に充てるため、本年

度と同額の２,０００万円を計上しております。

総務部は以上でございます。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ありがとうございます。

それでは、ただいま説明がありました１８０ページから１８７ページの商工費、２４

５ページから２５７ページの教育費、社会教育費の文化財保護費、２７０ページから２

７３ページの公債費、諸支出金、予備費について質疑を行います。質疑はありませんか。

大瀬戸委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（大瀬戸） 質問させていただきます。１８３ページの商工会の中小企業融資制度

預託金。これ毎年１億２,０００万円というのを預託されてますけれども、今回コロナ

でどうでしょう、毎年ほとんど借り手がいないんですが、今回はどのような、コロナの

関係でばっと増えたとか、状況を教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 榎並産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） この預託金の利用状況でございますが、今年度は２件でござい

ました。例年については、昨年度は１４件の利用があったということなんですが、これ

は実際にコロナによる貸付け等が、国のもっと有利な貸付け、無金利の貸付けとか、そ

ういったものがかなりありました。また、民間の銀行等による無金利貸付け、そういっ

たほうがあったことにより、そちらを優遇されたという形で、こちらの利用は今年度は

少なかったということでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 大瀬戸委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（大瀬戸） 今年はコロナに関して増えたということではなく、むしろ減ったとい

うことですね。例年、例えば半分も借りる人はいないと思うんですよね。かなり少なか

ったような印象があるんですけど、もっと借りやすく、これは商工会に任せてるのかも

しれませんけれども、せっかく融資をしてもいつも借り手がいないみたいな状況よりも、

何らかの工夫をして借りやすくしてあげると。よって、どんどん借りてくださいという

ような制度に、商工会と相談してできないものかなといつも思うんですが、そのあたり
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はどうでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 榎並産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） 商工会さん、また筆組合さんとも連携をした中で、この活用を

またこれからもお願いしていきたいと思っております。ただ、やっぱり事業所としては、

できるだけ有利なものを、貸付けを受けられるという方向に進んでいくと思いますので、

そういったところの状況を見ながら、また町内の金融機関とも連携をとりながら、今後

また考えさせていただきたいと思っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 大瀬戸委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（大瀬戸） 結局は借りにくいお金ということであれば、意味がないような気がす

るんですね。これを商工会に預託することで、例えば町とか商工会に別の意味のメリッ

トがあるならまだしもですけど、そのあたり何かあるんですか。国の何か補助があると

か、何かあるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 実を言うと、かなり今コロナの対策ということで無利子の融資ですね。

細かい制度は分かりませんが、これが基本になってます。だから、この制度はコロナが

続けば、来年、国が令和３年度でどの程度の政策を打ってくるかわかりませんが、今の

政策を続ければこのお金は、預託制度は機能しないと思うんですが、国の政策が打ち切

られたときにやはりこの制度はセーフティネット、広い意味の、として残しておくべき

だと考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 大瀬戸委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員（大瀬戸） というのが、コロナでなかった時代もあまり人気がなかったような感

じがするんですよ。それで思っているわけですが、いろいろあるんでしょう、あまり安

く、金利を安くすると銀行が困るとか、いろいろあるんでしょうけれども、何か工夫し

て、町内の業者が借りやすいような工夫をしていただけたらと、これは要望でございま

す。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。

荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 私は２つありまして、今の話に近いんで、２７１ページですね。長期償

還金の金利。今、お幾らで返していらっしゃいますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川財務課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（西川） いろいろあるんですが、低いもので０.００２％、最大は３.４％で

す。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） そこで何十倍、何百倍、何千倍の金利の差ですが、３.４と０.００２。

額はどの程度ですか、３.４％のが。

まあええわ。有利に借換えられるものなら借換えにゃいけまあ。これだけ違うとね。

１,０００倍以上違いますね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川財務課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（西川） ３.４％は平成７年度に借りた公営住宅建設関係の政府資金で、当

初４,９５０万円借りておりまして、今年度で終わります。０.００２％は、これは平成
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元年に借りたものですけど、小・中学校の空調設備で、ごめんなさい、間違いました。

令和元年度でした。１億６００万借りておりまして、まだちょっと償還は、来年度から

償還が始まる予定となっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 優秀な人材がおられると思いますので、今言われるような金利はないに

等しいですね。ただ、地方銀行が今倒産しそうなんで、日銀がつけちゃあげよういう塩

梅を出すぐらいの時代でございますので、資金の使い方次第です。これがインフレに変

わったら大ごとになるようでございますが。

次は２５７ページです。無形文化財化、これはすばらしいことです。やっぱり今の若

い人はこういうブランドがないと振り向いてくれませんし、特に外国人。文化財登録調

査委託料５０万と言われましたね。これも多分人ですね。ノウハウを持ってらっしゃる

方との出会いがあるかどうかというか。ちょっと概要なり、わかる範囲で教えていただ

ければと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 榎並産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） 町内にある筆づくり、熊野筆の作り方について、今実際には伝

統的産業として工芸士さんが保存をしていただいておるんでございますが、やはりこれ

って町にとって大変大事な財産であり、そういうものをより今度魅力を持ったものとし

て変えていきたい。その一つのものとしまして、例えば無形の県の指定文化財に登録を

していただけるものであるかとか、また今、国の登録文化財は有形だけでしたけども、

先般新聞にも載っておりましたように、無形の文化財についても今後進めていくという

ふうな方向性を取っていらっしゃいます。そういう中で、ぜひともまだまだ残せる熊野

の筆づくりを無形文化財として郷土に残していきたいなという思いで、今回調査委託料

を組んでおります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） これはどなたかコンサルであり、何らかの人材が間におられますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 榎並産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） この分野というのはなかなか特殊なところでございます。ただ、

この熊野の地にあるこういったものというのは、要は民俗的なものとして扱うという形

のものを県のほうから指導を受けておりまして、県の文化財保護委員の中にやはり民俗

学について専門の方がいらっしゃいますので、そういう方に今後いろいろとまた指導を

受けさせていただければと考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） たしか日本に３つほどありますね、歴博がね。九州だったかな。あれ多

分筆の里工房とネットワークがある方がおられると思いますね。こういう人材のネット

ワークの中で横に広げていただいて、無形文化財の手を握って、ここから観光資源も生

まれてくると。だから、掘っていくといいますか、作っていく。人によれば、熊野は文

化財はないという言い方をされる方もあるんです。焼けたりしております。だから、今

から作っていくという、非常に私はこれは高い評価になると思いますので、榎並さんは

専門家になるぐらいの思いでぜひ頑張っていただきたいと思います。ありがとうござい

ます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございませんか。

福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） すみません、２７０ページの公債費、また申し訳ないんですが、ちょ

っとざっくり計算しても５％ぐらいの利子になるように私見受けられるんですよ。私の

理解ですと、６億３,０００万円ほどの借入元本があると、３,２００万円からの広い意
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味での利子を今年度負担する御予定ということになると、５％を超えるようなことにな

るんじゃないかと思うんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川財務課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（西川） この公債費の上の欄は今年返す償還金額の元金部分ということにな

りますので、実際は、借入総額は、例えば今、今後ある分でいくと、７３億６,８００

万ぐらい、令和元年度の地方債残高としては、そっちでもいいか。こっちのほうがいい

ですね。予算書の２６ページを、ごめんなさい、２７６ページがよかったですね。見て

いただくと、２７６ページ、よろしいですかね、予算書の。地方債の前々年度末におけ

る現在高及び前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書ということ

で、２年度末の見込みとしては８５億９,０００万あまりある状況でございます。その

うち３年度で返すのが６億８,０００万ぐらいということになるということでございま

す。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） １８５ページです。筆産業振興事業の負担金補助、一番下の熊野町観光

推進協議会補助金２００万円とありますが、この協議会の構成員とか、どういった協議

をする会か、内容についてお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 榎並産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） こちらの構成員でございますが、商工会、それから筆組合、以

前は農協とかも入っておりましたけども、そういった地域のいろんな団体を踏まえた形

で、もちろん町も含まれた形の中で事業を進めていくという方向を考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） どういった活動というか、何か報告というか、どういったことをするん

ですか、２００万円で。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 榎並産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） これは先ほど御説明させていただきました筆の町で学ぼうとい

う芸術系の大学生、院生を招いたときに、この事業の中で進めているという状況でござ

います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。

諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） １８５ページの推進事業と、それから２５５ページの文化財の保護事

業と絡むんですが、ゆるぎ観音のことなんですが、この６次の総合計画にもゆるぎ観音

のことは出ておりますので、ただ難しいという話も聞いてはおるんですよね。特に、個

人の関係のそういう仏像であるとか、そういった関係があると難しいという話は聞いて

おるんですが、ただ町の観光推進事業の計画やら、将来の方向から考えていったときに、

今地主の方６名の方が、できれば将来的には町のほうで管理してほしいというようなこ

とも意思表示されておられるようなんで、できれば要望ですが、今後そういった観光の

地域と施設となるように、ぜひ検討を進めてもらいたいなというように思っております。

要望です。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 先ほどの光本委員の質問のちょっと教えてもらいたいことがあるんです

が、１８３ページの筆産業振興事業のことで、先ほど熊野町観光推進協議会補助金の中
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で芸術類型の大学生の研修に来てもらうという話があったんですが、その周知方法と、

来てもらう大体人数はどれぐらいのことを考えてますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 榎並産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（榎並） これは、日本全国いろんなところに芸術系の大学、例えば美大

もそうなんですけども、それから書を専攻されている、そういったところの大学に、熊

野町のほうで、要は作り手と使い手の交流を持った中で、学生たちが実際に筆というも

のをどういうふうな形で作っているのかということを、地元に来ていただく中で研修を

していただくと。そういうことを考えております。

各大学へいろんな先生を通じて、特に書道、それから美術の先生を通じて、学生への

周知をしていただくというのはもちろんでございますが、間に一応旅行業法も絡んでき

ますので、実際には間に旅行会社も絡んだ形で行っております。

今までの実績としましては、４０人前後というような形での参加をされてきておりま

すので、今年度につきましては、若干コロナで少ないかなというふうに考えておるんで

すけども、それぐらいの規模でお迎えをしたいなというふうに考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 毎年４０人ぐらいは来てくれていたということでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 大体、夏のいつごろやるかな、盆ぐらいにやるんですが、結構長いこと

やっておるんですよ。２泊３日の予定の行程で、今はどうなってる、各筆屋さんを回っ

たり、それから工房で実習をやったり、それから熊野高校のあれだな。（「セミナーハ

ウス」の声あり）そういうことを体現しながら、そのときは最後、最終日ですが、熊高

生の書道部が参加します。

どんな大学かというと、大体１０ぐらいあるんかな、大学は。東京でいえば、東京芸
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大、学習院、それから筑波、大東文化大学、大体書道部の生徒が割と皆さん楽しみにし

てます。毎年やってくれという要望が最初あったんですが、ちょっと毎年これぐらいの

費用がかかりますので、２年に１回にしてくれということで、今現状はそうなっており

ます。今年はコロナがちょっと心配なんですが、何とかこの事業は続けていきたいなと

考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかありますか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようなので、以上で総務部門について説明を終わ

ります。

それでは、本日はここまでといたしまして、明日、住民生活部門へ移りたいと思いま

す。

明日は９時３０分からといたします。お疲れさまでした。

（休憩 １６時２３分）
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令和３年 予算特別委員会 総務厚生分科会

（会議録 第２号）

１．招集年月日 令和３年３月１０日

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和３年３月１１日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（なし）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

住 民 生 活 部 長 貞 永 治 夫

健 康 福 祉 部 長 時 光 良 弘

教 育 部 長 横 山 大 治

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

住民生活部次長 立 花 太 郎

健康福祉部次長 西 岡 隆 司



－48－

建設農林部技術次長 寺垣内 栄 作

教 育 部 次 長 隼 田 雅 治

財 務 課 長 西 川 伸一郎

収 納 管 理 課 長 福 嶋 春 樹

防 災 安 全 課 長 花 岡 秀 城

生 活 環 境 課 長 宗 像 雅 充

高齢者支援課長 西 村 ゆ り

子育て支援課長 佛 圓 至 裕

健 康 推 進 課 長 桐 木 和 義

新型感染症対策室長 寺 澤 ひとみ

町 公 民 館 長 熊 野 孝 則

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議会費

総務費

民生費

衛生費

商工費

消防費

教育費

公債費

諸支出金

予備費

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（再開 ９時２８分）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 執行部の皆様、そして議員の皆様、おはようございま

す。少し時間は早いんですけど、始めさせていただきます。

休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。

住民生活部門といたしまして、総務費の一部と民生費の一部について説明をお願いい

たします。

花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） それでは、住民生活部の事業予算について説明をいたします。

７６、７７ページをお願いします。

２款総務費、１項総務管理費、５目交通安全対策費、交通安全対策事業でございます。

この事業は、年４回の交通安全運動期間中に街頭啓発活動を実施するなど、交通事故

の防止、減少を図るための諸経費を計上しています。事業費は６６万５,０００円で、

本年度より４万４,０００円、７.１％の増となっております。

増額の要因は、公用車の車検年度に伴う増によるものです。

主な事業費は、街頭啓発活動で使用するのぼり旗の購入や、公用車の燃料費など需用

費１５万５,０００円、交通安全運動推進隊熊野支部への補助金３７万円でございます。

同じく７６、７７ページから、７８、７９ページをお願いします。下段、６目防犯対

策費、防犯対策事業でございます。

この事業は、犯罪のない安全で安心して暮らせる町の実現のため、町民一人一人の防

犯意識を高める啓発活動や、自主防犯組織に対する支援など、町内の犯罪件数の減少を

目的とした経費を計上しております。事業費は６２５万３,０００円、本年度より２４

４万８,０００円、６４.３％の増となっております。

増額の要因は、会計年度任用職員の報酬や共済費などを本事業に組み込んだことによ

る増によるものでございます。

特定財源、国県支出金は、地域廃棄物対策支援事業補助金１５２万７,０００円と、

その他の社会保険料納付金７０万７,０００円でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員の報酬３６２万９,０００円、海田警察署管内防犯
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組合連合会負担金１５万円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○収納管理課長（福嶋） 続いて、同ページ下段の収納金還付事業でございます。

この事業は、町税等の還付金及び還付加算金に係る経費を計上しております。事業全

体で７５０万円、本年度より１５０万円、２５％の増となっております。

増額の主な要因は、コロナの影響による法人町民税の還付金の増額によるものです。

歳入の国県支出金２４６万４,０００円は、県からの県民税徴収取扱費交付金です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 少し飛びまして、８４、８５ページをお願いします。下段から

次ページにかけまして、２款総務費、２項企画費、３目地域振興費、地域振興事業でご

ざいます。

この事業は、地域住民の参画によるまちづくりを推進するもので、各地区のコミュニ

ティセンター、老人集会所の管理、修繕に係る補助金のほか、まちづくり協働の推進に

関する経費を計上するものです。事業全体で１,１３９万７,０００円、本年度より３９

１万３,０００円、５２.３％の増となっております。

増額の主な要因は、防犯対策事業から防犯灯補助金を組み替えたこと、また広島市と

安芸郡４町で共同設置することとなりました外国人相談窓口共同設置負担金の計上によ

るものでございます。

主な事業費は、行政協力員の報酬４７３万９,０００円、コミュニティセンター等管

理費補助金１２１万３,０００円、まちづくり協働推進事業補助金１００万円、防犯灯

補助金３５２万９,０００円でございます。

特定財源、国県支出金は、国庫補助金の外国人受入環境整備交付金１０万１,０００

円で、その他は、公益財団法人広島県市町村振興協会からの助成金１２０万円でござい

ます。

８６、８７ページをお願いします。下段から次のページにかけまして、交通輸送対策

事業でございます。

この事業は、町内の生活交通を維持・確保する取組を中心とした交通輸送対策に関す

る経費を計上するもので、事業全体で３,２９８万６,０００円、本年度より２０万１,

０００円、０.６％の減となっております。

主な事業費は、おでかけ号の運行業務委託料●●●●●●●●●円、バス路線補助金
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１,９９９万８,０００円、広島空港整備のための広島県への負担金８７万９,０００円

でございます。

特定財源、その他の内訳は、地域福祉基金からの繰入金が１,１３２万６,０００円、

雑入で阿戸線補助に対する広島市の負担金２８４万９,０００円、広島空港整備事業費

市町負担金助成金４３万９,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 続きまして、９０から９３ページの３項徴税費、１目税務総

務費の町民税総務事業でございます。

この事業は、町県民税の賦課徴収事務に係る時間外手当、会計年度任用職員の報酬と

いった人的経費を計上しております。事業費全体で４５４万１,０００円、本年度より

２０９万９,０００円、８６％の増となっております。

増減の主な要因は、報酬を収納総務事業から組み替えたことによるものでございます。

歳入の国県支出金４２２万９,０００円は、県からの県民税・徴税費委託金、その他

収入３０万１,０００円は、会計年度任用職員の社会保険料個人負担分でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員の報酬２５８万２,０００円でございます。

続きまして、９２、９３ページの固定資産税総務事業でございます。

この事業は、固定資産税の賦課徴収事務に係る人的経費を計上しております。事業費

全体で８４万３,０００円、本年度より２２万円、３５.３％の増となっております。

主な事業費は、職員の時間外手当８４万３,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○収納管理課長（福嶋） 続きまして、収納総務事業でございます。

この事業は、収納した町税の消し込み管理事務、滞納整理事務に係る人的経費を計上し

ています。事業全体で３７万１,０００円、本年度より２４４万５,０００円、８６.

８％の減となっております。

減額の主な要因は、会計年度任用職員の報酬の予算組み替えによる減額でございます。

主な事業費は、固定資産評価審査委員報酬７万５,０００円、職員の時間外手当２２

万９,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 続きまして、９４、９５ページの税務総務事業でございます。

この事業は、税務業務全般に係る経費を計上しております。事業費全体で４４２万２,
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０００円、本年度より３０６万円、２２４.７％の増となっております。

増減の主な要因は、税務一般事業から組み替えの役務費、通信運搬費の増によるもの

でございます。

歳入の国県支出金３９０万円は、県からの県民税・徴税費委託金でございます。

主な事業費は、納税通知書の郵送料などの通信運搬費２８５万円でございます。

続きまして、２目賦課徴収費、町民税事務事業でございます。

この事業は、町県民税の賦課徴収のための経費として電算関係の委託料などを計上し

ております。事業費全体で７６８万８,０００円、本年度より１３８万１,０００円、２

１.９％の増となっております。

増減の主な要因は、電算業務委託料の増によるものでございます。

歳入の国県支出金６９０万６,０００円は、県からの県民税・徴税費委託金で、その

他収入７３万円は、所得証明などの証明手数料でございます。

主な事業費は、電算システム利用料の３０６万３,０００円でございます。

続きまして、９６、９７ページにかけての固定資産税事務事業でございます。

この事業は、固定資産税の賦課徴収に係る経費を計上しております。事業費全体で１,

６６１万５,０００円、本年度より４１２万２,０００円、３３％の増となっております。

増減の主な要因は、広島広域都市圏連携事業の航空写真共同撮影業務負担金３３３万

５,０００円の増によるもので、この航空写真の撮影は固定資産税の評価替えに合わせ

まして３年に一度実施するものでございます。

歳入のその他収入３８万円は、土地台帳等の閲覧手数料及び証明手数料でございます。

主な事業費は、路線価等更新業務、標準宅地鑑定評価業務等の委託料でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○収納管理課長（福嶋） 続きまして、このページから次の９８、９９ページにかけて、

収納事務事業でございます。

この事業は、滞納整理システムの利用料や収納業務委託料に係る経費を計上しており

ます。事業全体で１,０１７万３,０００円、本年度より１８４万３,０００円、２２.

１％の増となっております。

増額の主な要因は、昨年度までの税務一般事業をこの事業と統合したことによるもの

でございます。

歳入のその他の収入６６万円は、納税証明手数料及び督促手数料でございます。
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主な事業費は、滞納整理システム利用手数料の５５３万円とコンビニ収納代行業務委

託料でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 続いて、軽自動車税事務事業でございます。

この事業は、軽自動車税の賦課徴収に係る経費を計上しております。事業費全体で３

４３万７,０００円、本年度より２４８万７,０００円、２６１.８％の増となっており

ます。

増減の主な要因は、法改正に伴いシステム改修の委託料が生じたことによる増でござ

います。

主な事業費は、電算処理業務委託料でございます。

続きまして、下段の４項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費に移りまして、

住民基本台帳等事業でございます。

この事業は、戸籍、住民基本台帳及び印鑑登録原票の記載・登録・管理または諸証明

の交付事務のほか、旅券交付などの事務に係る諸経費を計上しております。事業費は３,

９２８万１,０００円、本年度より５１１万１,０００円、１５.０％の増となっており

ます。

特定財源といたしまして、個人番号交付事務費補助金など、国県支出金が１,３２２

万５,０００円と、諸証明の交付に伴う手数料収入など、その他収入を９３６万１,００

０円計上しております。

増額の主な要因は、戸籍事務のマイナンバー作成に伴う負担金の増によるものです。

主な事業費は、会計年度職員の報酬６３７万９,０００円、機器保守及び電算処理等

の委託料が●●●●●●●●●円、電算機器・ソフトウエア等に係る使用料及び賃借料

が６５９万５,０００円、地方公共団体情報システム機構等負担金６６０万６,０００円

でございます。

次の５項選挙費以降の総務費につきましては、総務部により既に説明をしているとこ

ろでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） １２２、１２３ページをお願いします。下段から次のページに

かけまして、３款民生費、１項社会福祉費、４目人権推進費、人権問題啓発推進事業で

ございます。
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この事業は、町民の人権意識の向上や町民を対象とした弁護士相談に関する経費を計

上するもので、昨年度までの社会福祉一般事務事業と人権啓発事業から組み替えを行っ

たもので、皆増でございます。事業全体で５６万円となっております。

主な事業費は、弁護士相談事務委託料●●●円でございます。

特定財源、国県支出金は、県委託金の人権啓発活動地方委託金４８万円でございます。

１２４、１２５ページをお願いします。中段、広域隣保活動事業でございます。

この事業は、人権教育集会所を拠点に生活相談員を配置し、様々な生活相談を行うた

めの経費を計上するもので、事業全体で３１３万５,０００円、本年度より１９万円、

６.５％の増となっております。

増額の主な要因は、昨年度までの人権啓発事業からの組み替えによる補助金の増額に

よるものです。

主な事業費は、生活相談業務委託料１８３万円、熊野町人権推進事業への補助金１３

０万円でございます。

特定財源、国県支出金は、県補助金の隣保館運営費等補助金９８万円でございます。

続きまして、下段から次ページにかけまして、熊野町教育集会所管理事業でございま

す。

この事業は、川角地区にあります生活相談や学習事業、人権啓発事業等を行う教育集

会所の管理運営に係る経費を計上するもので、事業全体で６８万９,０００円、本年度

より３１万１,０００円、３１.１％の減となっております。

減額の主な要因は、施設管理業務を見直し、職員による管理を行うこととしたことに

よるものです。

主な事業費は、光熱水費２９万６,０００円、機械器具費の２５万１,０００円でござ

います。

特定財源、その他は行政財産目的外使用料３,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） １２６、１２７ページをお願いいたします。５目国民年金費、

熊野町国民年金事業でございます。

この事業は、国民年金の資格関係の届出や、保険料免除申請の受理・審査など、国か

らの法的受託事務に係る諸経費を計上しております。事業費は３４９万２,０００円、

本年度より２万６,０００円、０.７％の減となっております。
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特定財源といたしまして、国民年金に係る国庫委託金など国県支出金３１９万８,０

００円、その他収入として臨時職員社会保険料納付金２９万４,０００円を計上してお

り、事業費の全額を特定財源で賄っております。

主な事業費は、会計年度任用職員の報酬１５９万５,０００円、クラウド利用料とし

ての手数料７６万６,０００円でございます。

１２８、１２９ページをお願いいたします。続きまして、６目国民健康保険費、熊野

町国民健康保険事業でございます。

この事業は、国民健康保険事業特別会計の事務執行体制を設けるための諸経費と特別

会計への繰出金を計上しております。事業費は１億４,８３３万５,０００円、本年度よ

り９３０万４,０００円、５.９％の減となっております。

特定財源として、国民健康保険税の軽減に係る国や県の負担金など、国県支出金を９,

３６１万円計上しております。

事業費が減額となりました主な要因は、被保険者数の減による特別会計への繰出金が

減少したことによるものでございます。

主な事業費は、職員手当等７８万２,０００円、特別会計への繰出金１億４,７４５万

円でございます。繰出金につきましては、後ほど特別会計において説明をさせていただ

きます。

１３２、１３３ページをお願いいたします。１０目後期高齢者医療費、後期高齢者医

療事業でございます。

この事業は、後期高齢者医療特別会計の事務執行体制を設けるための諸経費と特別会

計への繰出金を計上しております。事業費は４億５,１２７万２,０００円、本年度より

２,９６４万７,０００円、７.０％の増となっております。

特定財源として、保険料の軽減に係る県の負担金など国県支出金を５,６２８万９,０

００円計上しております。

事業費が増額となった要因は、特別会計への繰出金が増加したことによるものです。

主な事業費は、特別会計への繰出金４億５,１１２万円でございます。繰出金につき

ましては、後ほど特別会計において説明をさせていただきます。

総務費、民生費は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいま説明がありました７６ページから
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総務費、総務管理費の交通安全対策費、防犯対策費、８４ページからの企画費、地域振

興費の一部、９０ページからの徴税費、戸籍住民基本台帳費、そして１２２ページから

の民生費、社会福祉費の人権推進費、国民年金費及び国民健康保険費、後期高齢者医療

費について質疑を行います。質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ９９ページ、３項徴税費の収納事務事業なんですけれども、コンビニ収

納による代行業務委託料ということが計上されておりますが、施政方針でスマホ決済ア

プリによる納税を導入して、コンビニエンスストアや金融機関の窓口に行くことがなく、

納付書のバーコードを自宅で読み取って納付することができるということをおっしゃい

ましたけれども、このスマホ決済アプリによる納税を導入するスケジュールを教えてい

ただきたいのですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福嶋収納管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○収納管理課長（福嶋） 若い世代に納めやすい環境を整備するために、来年度からスマ

ホ決済を導入する予定でございます。導入時期につきましては４月１日からと予定をし

ております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ４月１日からということなんですが、このコンビニ収納の業務委託料は

前年度と同じぐらいの件数を考えて予算計上されているんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福嶋収納管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○収納管理課長（福嶋） コンビニ収納業務委託料が変わってないのは、こちらのほうに

含めた額でございまして、大体今現在、納付方法につきましては、個人の方で口座振替

とコンビニ収納、あと金融機関の窓口払いの３種類ございまして、約８万件の納付がご
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ざいます。その中で、それぞれの数につきましては大体全部３分の１程度となっており

ます。２万７,０００件ぐらいの数となっております。他の市町村に聞きますと、先行

して導入した市町村にお伺いしますと、スマホ決済による納税については全体の１％と

伺っております。８万件のうちの約８００件でございます。コンビニ収納業務委託料の

大体２万７,０００件ぐらいのうちの８００件がこちらのほうに流れるというふうに見

込んでおりますので、特にスマホ決済による増額は入れておりません。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ８７ページの２款総務費、２項企画費の３目地域振興費の中で外国人相

談窓口共同設置負担金とあるんですけども、この窓口の設置場所、目的、あと業務内容

を教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 外国人相談窓口共同設置でございますけれども、設置場所は現

在広島国際会議場内、平和公園内を考えております。この事業は、広島市、それから安

芸郡の４町、府中町、海田町、熊野町、坂町の共同により設置するもので、相談内容と

しましては、在留手続とか雇用、年金、税金、福祉、出産、子育て、子供の教育等、日

本語教育など、生活全般に係る多言語での対応ができる窓口を設置することを検討して

おります。

負担でございますけれども、外国人の人数で案分で負担割合を考えておりまして、令

和３年４月１日の人数で案分することとしております。見込みとしまして、令和２年４

月１日、昨年度の数字で見ますと、熊野町の負担割合としては１.０１％ということに

なっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員（尺田） ありがとうございます。ちょっと場所が場所だけに、メリットがあるの

かなという、ちょっとそれも思うんですが、そんなに大きい額じゃないんでいいです。

あと同じところの交通輸送対策事業の中の生活福祉交通運行、おでかけ号の件なんで

すけども、決算委員会のときにもちょっと話したと思うんですけど、基金の繰入れです

よね。基金ありきでこれを運用してるということで、あと１０年ぐらいしたら多分枯渇

するぐらいじゃないのかなというふうに思っておるんですけども、どうなんだろう。一

般財源から多少入れるなりして、取崩しの比率というか、配分比というか、減らしてい

こうとかいうのはないんでしょうかね。もう先が見えてるものなんですけど、どうでし

ょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） おでかけ号でございますけれども、運行開始当初、地域福祉基

金を見込みまして、当時約１億円ありまして、年間１,０００万円程度ということで、

１０年程度運行できるのではないかということでスタートしております。これ路線バス、

熊野でいいますと広電さんになりますけれども、を補完するような形でコースを決めた

りしておりまして、路線バスと、それから今のおでかけ号のバランスといいますか、乗

り継ぎといいますか、いろんなことも検討していかないといけないかなと、今後ですね、

思っておりまして、その中で費用なり、広電さんの補助も含めて検討していく必要があ

ろうかと思っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） だから、言いたいのは、枯渇するのがもうわかってるでしょう、今と同

じ使い方を今後していったら。そのことをちゃんと考えてるのかというのと、今免許の

返納というのもどんどん進められている中で、高齢化というのも進んでおる。そういっ

た中で、このおでかけ号に対してのニーズというのは多分今後膨れていくと思うんです

よね。そうなれば当然予算も今よりかは上がってくるだろうというふうに思ってるんで

すが、基金ありきでこれを運用するのか、半分は一般財源から出すのか、ああいったこ
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とというのは考えてないんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 貞永住民生活部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部長（貞永） おっしゃるとおり、基金については有限のものというふうに思

っております。今後につきましては、皆さん言われるように、どういった形がおでかけ

号がいいのか、地域交通の中でどのような形に持っていくかというのを検討してまいり

たいと思います。その中で、課長が言いましたように、経費の問題についてもいろんな

問題がありますので、総合的に判断して、将来的にどのような地域の公共交通がいいの

かという中で議論してまいりたいと思っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） 潤沢な基金があるならわかるんですけど、今もう目に見えてきてるんで、

しっかり考えておいてください。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） １２５ページをお願いします。人権問題啓発推進事業の中の負担金補助

で、最後の広島県被害者支援センター負担金、これ２万５,０００円。このセンターの

内容についてお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 岩田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（岩田） この組織は、警察の関係の所管をするところが、交通事故で被害に遭

われた方とかその他いろいろな被害に遭われた方を対象に、いろんな講演をしたりとか、

そういうような会をおられる会がありまして、そこに熊野町のほうも参加してほしいと
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いうことがありまして、ほとんどの市町が参加しているんじゃないかというふうに思い

ます。活動内容は詳しくはわからない部分はあるんですが、パンフレットをつくったり

とか、いろんなことをやっておられるようです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。

続いて、１０１ページ、住民基本台帳等事業の中の同じく負担金補助で、事業説明で

地方公共団体情報システム機構負担金が増額したというようにあったと思うんですが、

増額の理由をお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 立花住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 地方公共団体情報システム機構の負担金なんですけれども、

２８６万２,０００円ぐらい上がっております。これにつきましては、マイナンバーカ

ードの作成をしているところでございまして、全国的に枚数がかなり増えておりまして、

これを人口割等々で割ったものが市町に負担金として来るものでございます。マイナン

バーカードの作成数の増というのが主な原因でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 直近のマイナンバーカードの交付率、交付枚数についてお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 立花住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 交付率でございます。３３.４％、交付枚数は８,０００件で

ございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） かなり上がっていってますね。

もう一ついいですか。ちょっと歳入をお聞きしたいんですが、町税のほうが、新年度

予算では前年比マイナス１.２％ということのようですが、コロナの影響でもっと下が

るんじゃないかと思うんですが、ちょっとその１.２に至った積算方法というか、経緯

等の理由があれば教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 立花住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 個人住民税の下がり幅の件なんですけれども、熊野町は給与

所得者、それから年金受給者等々多くいらっしゃいます。基本給等々につきましてはあ

まり変わりがないものかなというふうに考えておりますけれども、残業でありますとか、

雇用等のことも考えまして、令和２年度の決算見込み額、これに日本総研の日本経済見

通しでございますとか、政府から出てきました主要経済指標、この中に雇用者報酬のコ

ロナに対する影響というものがございまして、日本総研の経済見通しによりますと、コ

ロナの影響により一時的に収入５％減というものがございました。一時的にというのを

約半年と見まして２.５マイナス、それから先ほど申しました主要経済指標、これも同

額の２.５％程度の雇用者報酬の減を示されておりましたので、これを令和２年度の決

算見込み額にマイナスをさせていただいたものでございます。

ただ、本年度予算額と前年度の予算額を比べるとマイナス１.２ということなんです

けれども、今年の決算見込み額から申しますと、２.５％ぐらいの減になるということ

でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ちょっとわかりにくい説明だったんですが。特に町税、住民税の場合は

前年所得に対しての本年課税、翌年課税ということなんで、特に去年、令和２年中の状

況を御覧になられると、特に町内の筆屋さんのほうは、２月、３月ごろから６月ごろま
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で全面休業というような状況がありました。熊野町の場合は、特に給与所得者、マツダ

関係、府中町、広島市、呉市の影響もやはりかなりあります。ということで、ちょっと

１.２というのは緩いのかなという気がします。

ちなみに安芸郡３町の場合、府中町がマイナス５.７、海田町はマイナス１.６ですけ

ど、坂町がマイナス３.７で、県内の大半というか、半数以上の市町が大体マイナス４

からマイナス７の見込みを出しております。ということで、ちょっとその辺がどうかな

ということで思いましたけど、答弁はよろしいです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございませんでしょうか。

荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 国はデジタル庁を準備されつつありますが、どこまで持続できるか、大

変不安なんでございますけども、熊野町もトータルに電算使用料もろもろ、ソフトの変

更ですか、繰り返していくわけでございますけども、大体このシステムの関係でどのぐ

らいの費用を年間使っておるか。デジタル庁ができて要はそれぞれシステムがグループ

ごとで違っておるようでございます。そのあたり、今後の見通しとしてどういうふうな

体制でおられるか、ちょっとお聞きしたいと思うんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川財務課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（西川） システム関係の経費については、申し訳ないです、ちょっと全体的

なものをまとめたものをちょっと持っておりません。なので、後ほどまた出させていた

だきたいと思います。申し訳ありません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 今後のデジタル化に対する町の対応ということでございます。これ

は新たな総合計画の中でもＳｏｓｉｅｔｙ５.０への対応ということを一つの大きな目

標として掲げたところであります。従前からこういったことは言われておりまして、町

もこういったデジタル技術を活用して、行政そのものを変革していくということ。これ
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は行政だけでなくて、一般企業においてもそういったことが言われております。

そういったことで、昨年４月１日の町の機構改革におきまして政策企画課というもの

を設置いたしまして、広報情報を推進していくという新たなグループの編成を行いまし

た。その中で、自治体のＤＸ、デジタルトランスフォーメーションというものへの対応

を今後進めていくということと、あと人工知能ＡＩを活用するであるとか、デジタル技

術による業務の自動化、ＲＰＡといったようなものの研究をしていくということを目的

としたグループ編成ということを行っております。

そして、併せまして情報化推進委員会というものを町のほうで設置いたしております。

これは副町長がトップになる委員会でございます。その中で、様々な業務課題の抽出を

行ったり、窓口業務改善に向けた調査であるとか、研究、例えば押印をなくすハンコレ

スの検討とかも行っております。

また、新たな情報提供ツールを研究していくということで、例えばＬＩＮＥを活用し

て、町のホームページを住民さんが見に来るのではなくて、町のほうから情報をプッシ

ュ型で通知をしていくであるとか、自動で住民さんの質問に答えていくといったような、

チャットボットといったようなシステムがありますけれど、そういったものについても

研究していくと。

または、災害時において職員のほうがリモートワークができるように、今後試行的な

取組をやっていくであるとか、また今の国のデジタル庁の話がありましたけれども、国

のほうも自治体ＤＸ推進計画というものをつくっておりまして、それぞれの自治体が共

通した基盤のシステムを今後運用していこうといったような動きがありますので、そう

いったところの国の動きの分析等も現在行っているところでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） ぜひ私らも年をとりましたが、もう少し勉強して使うてもらわにゃいけ

んとは思うんですけど、案外後進国のほうが早く伸びるんですね、これ。深センなんか

もそうですが、インドもデカン高原かなんかのほうですごい先端のチームをつくって上

げております。その点、日本の場合はなかなか推進力が、首相に、菅さんはそういうふ

うに音頭を取られたわけですが、だんだん推進力が落ちてきてるような感じを受けまし
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て、世界の中で生き抜くためには、要はサスティナビリティか、継続的な国を維持する

ためにもやっぱり最低限のこの共通項目を町民と一緒になっていかにゃいけんと思いま

すので、ぜひまた情報開示をお願いしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ８５ページから８７にかけての地域振興事業は５２.３％の伸びといい

ますか、ということを聞きました。そこの中の８７ページの防犯灯の関係なんですけれ

ど、これの３５２万９,０００円。これは今年度に比べてどのような状況になっていま

すか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） すみません、今年度と比べましてほぼ同額です。今年度が３５

５万２,０００円でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ということは、この中には設置に伴う補助金見合いと電灯料ですかね。

これも入ったお金ということでいいんですかね。ですね。

昨今、あちこちで田んぼを埋めたりとか、あるいは畑を埋めたりして、少し建て売り

じゃないですけど、そんなのがちょっと増えてきてる傾向があろうかと思うんですね。

そういったところを見て、私は防犯灯の設置というのが出てくるんだろうと思うんです

けど、このあたりは各自治会によるんだろうと思いますが、その辺の動きは特に把握を

してということはないですか、今回の計画に当たっては。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 今の開発等で新たな宅地とかが増えてということで防犯灯の数
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をというのは見込んでおりません。先ほど委員さんも言われましたけれども、自治会を

介して申請していただきますので、自治会のほうから出るか出ないかというのは、ちょ

っとうちのほうでは把握し切れませんので、推計で予算のほうを計上しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ありがとうございました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございますか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 暫時休憩させていただきます。

それでは、一旦置いて、次に移りたいと思いますので。それでは、１０時４０分再開

ということでお願いいたします。

（休憩 １０時２３分）

（再開 １０時３９分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、少し早いんですけど、休憩前に引き続き、

分科会を再開いたします。

それでは、次の費目に移ります。

衛生費と商工費の一部、消防費について説明をお願いいたします。

宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） それでは、１６０、１６１ページをお願いします。下段から次

ページにかけまして、４款衛生費、１項保健衛生費、４目環境衛生費、環境衛生事業で

ございます。

この事業は、環境衛生活動を行う団体や浄化槽設置整備などに取り組む住民への支援、

また、火葬場使用料の一部を助成することによって、環境衛生上の危害発生防止や公衆

衛生の向上に努めることを目的とした経費を計上するものです。事業全体で２,１８４

万１,０００円、本年度より７１万３,０００円、３.４％の増となっております。
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増額の主な要因は、浄化槽設置整備補助金の増額によるものです。

特定財源、国県支出金３０８万８,０００円の内訳は、国庫補助金１９２万７,０００

円、県補助金１１６万１,０００円で、その他は県の受託事業収入１３６万２,０００円

でございます。

主な事業費は、環境衛生活動を行う団体、葬祭費、浄化槽設置整備などの各補助金２,

１６１万３,０００円でございます。浄化槽設置整備補助金は１６基分の助成を予定し

ております。

１６２、１６３ページをお願いします。中段、狂犬病予防事業でございます。

この事業は、狂犬病の感染、発症を防ぐため、飼い犬の狂犬病予防注射の接種を促し

接種率向上を図るとともに、野犬からの狂犬病感染や人的被害防止に努め、安心して生

活できる環境づくりに努めることを目的とした経費を計上するもので、事業全体で６４

万７,０００円、本年度より３万３,０００円、５.４％の増となっています。

増額の主な要因は、消耗品の増額によるものです。

特定財源、その他は犬の登録手数料等の６４万７,０００円でございます。

主な事業費は、畜犬管理システム利用の手数料３９万６,０００円でございます。

１６４、１６５ページをお願いします。中段、５目公害対策費、公害対策事業でござ

います。

この事業は、環境調査を行い、大気汚染、水質汚濁、騒音振動、悪臭等の公害抑制及

び防止に努め、快適な環境づくりを行うものの経費を計上するもので、事業全体で３５

８万６,０００円、本年度より６万３,０００円、１.８％の増となっています。

増額の要因は、委託料の増額によるものです。

特定財源、国県支出金は、騒音規制事務に係る県の事務委託金９万２,０００円でご

ざいます。

主な事業費は、環境調査業務委託料●●●●●●●●円でございます。それぞれの環

境測定の箇所数は、環境騒音等の測定が５カ所、大気簡易測定が２カ所、河川水質調査

が６カ所の調査を行うこととしております。

続きまして、下段、２項清掃費、１目清掃総務費、清掃事務事業でございます。

この事業は、循環型社会形成の推進に係る事務経費を計上するもので、事業全体で４

１万２,０００円、本年度より２４万６,０００円、３７.４％の減となっております。

減額の要因は、軽ダンプの車検が終了したことによる需用費及び役務費の減額による
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ものでございます。

１６６、１６７ページをお願いします。上段、２目塵芥処理費、廃棄物収集運搬事業

でございます。

この事業は、町内の家庭で発生するごみを適正に収集運搬する業務に必要な経費を計

上するもので、事業全体で７,９８１万６,０００円、本年度より２９万８,０００円、

０.４％の増となっております。

増額の要因は、委託料の増額によるものです。

特定財源、国県支出金は、廃棄物対策に係る県の補助金３１５万円、その他は、紙な

どの資源物売却益８０６万３,０００円でございます。

主な事業費は、収集運搬業務等の委託料●●●●●●●●●円、ごみボックスの設置

等工事請負費●●●●円、ごみステーション整備事業補助金２８万円でございます。

続きまして、下段から次ページにかけまして、廃棄物中間処理・最終処分事業でござ

います。

この事業は、熊野町から発生した一般廃棄物を業者委託によって適正に中間処理・最

終処分を行い、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るものでございます。事業全体

で２億７,４１８万円、本年度と比べ２,０５７万９,０００円、８.１％の増となってお

ります。

増額の要因は、広域ごみ焼却場安芸クリーンセンターの平成２９年度借入金元金の償

還開始に伴う負担金の増額によるものです。

特定財源、国県支出金は、廃棄物対策に係る県補助金が３３万３,０００円、その他

の１,３１４万円の内訳は、紙などの資源物売却益５８５万３,０００円、容器包装リサ

イクル協会の拠出金２２３万５,０００円、安芸地区衛生施設管理組合の廃プラリサイ

クル補助金４１６万８,０００円、廃棄物処理手数料７６万６,０００円、一般廃棄物処

理許可申請手数料１１万円、行政財産目的外使用料８,０００円でございます。

主な事業費は、中間処理業務等の委託料●●●●万円でございます。

１６８、１６９ページをお願いします。上段、環境センター維持管理事業でございま

す。

この事業は、指定管理者に環境センターの施設及び設備の維持管理、搬入された一般

廃棄物の一時保管、廃棄物処理手数料の徴収などの業務を委託することにより、住民サ

ービスの向上、経費の節減、効果的かつ効率的な運営を期待するとともに、廃棄物を衛
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生的かつ適正に処理して生活環境の保全と公衆衛生の向上を図り、循環型社会の構築を

推進するものでございます。事業全体で１,３６１万７,０００円、本年度と比べ１５万

４,０００円、１.１％の減となっております。

減額の要因は、トラックスケールの法定検査が終了したことによる役務費の減による

ものです。

続きまして、中段、３目し尿処理費、し尿処理事業でございます。

この事業は、広島市と安芸郡４町が安芸地区衛生施設管理組合で、し尿及び浄化槽汚

泥を共同で処理し、効率的な施設運営を図るものです。事業全体で４,２６７万２,００

０円、本年度より８３万６,０００円、２.０％の増となっております。

増額の要因は、安芸衛生センター修繕料の増による負担金の増額によるものです。

続きまして、下段、３項上水道費、１目上水道費、上水道会計繰出金でございます。

これは、一般会計から企業会計へ繰り出す児童手当負担金１２万円でございます。

次にページを少し飛びますが、１８２、１８３ページをお願いします。中段、６款商

工費、１項商工費、１目商工振興費、消費者啓発事業でございます。

この事業は、消費生活相談窓口において、消費生活に関するトラブルや特殊詐欺に関

する相談に対する助言や、より専門的な機関の紹介等を実施するとともに、広報・啓発

活動を行うことにより、被害の未然防止に努め、住民が安全・安心して生活できる消費

環境の推進を図るための経費を計上しています。事業全体で１３０万円、本年度より５

２万４,０００円、２８.７％の減となっております。

減額の要因は、事業者がトビラフォンのモニター事業を廃止したことによる委託料の

減額によるものです。

主な事業費は、消費生活相談員の報酬１０６万５,０００円でございます。

続く、７款土木費につきましては、建設農林部から御説明いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） 少し飛びまして、２１２、２１３ページの下段から２１４、２

１５ページをお願いいたします。８款消防費、１項消防費、１目常備消防費、常備消防

運営事務事業でございます。

この事業は、火災、災害時における町民の生命・財産を保護するため、広島市への常

備消防事務の委託に要する経費を計上しております。事業費は２億４,６９６万５,００

０円、本年度より５６９万円、２.３％の減となっております。
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歳入の特定財源、その他１０８万６,０００円につきましては、行政財産目的外使用

料１,０００円と、消防ヘリコプター運営助成金１０８万５,０００円でございます。

減額の主な要因でございますが、広島市への消防事務委託料の減によるものです。

主な事業費は、広島市への消防事務の委託料●●●●●●●●●●●円でございます。

続きまして、２目非常備消防費、消防団運営事業について説明をいたします。２１４

ページの中段から２１７ページの上段にかけて記載されています。

この事業は、熊野町消防団員の報酬、災害時の出動や災害を見据えた訓練実施への費

用弁償、その他退職報償金、災害補償などへの負担金を計上するもので、事業費全体で

２,１２３万９,０００円、本年度より３３０万９,０００円、１３.５％の減となってお

ります。

歳入の特定財源、その他７００万円につきましては、消防団員等公務災害補償等共済

基金からの消防団員退職報償金５００万円、消防団員安全装備品整備等助成金１００万

円、地域防災組織育成助成金１００万円となっております。

減額の主な要因は、令和４年に延期されました広島県ポンプ操法大会出場のための訓

練用備品や、災害等夜間の活動時に団員の安全を確保するための発電機などの調達が完

了したことによる減によるものです。

主な事業費は、消防団員の報酬３２５万３,０００円、団員退職報償金等に係る報償

費５０１万７,０００円、出動手当等に係る旅費６０５万９,０００円、消防装備品取得

等に係る備品購入費６０万１,０００円でございます。

続いて、２１６、２１７ページの中段、３目消防施設費、消防水利、機械器具維持管

理事業について御説明いたします。

この事業は、火災などの災害発生時に欠かすことのできない消防水利や防災用資機材

の整備、維持管理に要する経費を計上するもので、事業費全体で４４８万円、本年度よ

り４７４万円、５１.４％の減でございます。

歳入の特定財源、地方債１９０万円につきましては、緊急防災・減災事業債でござい

ます。

減額の主な要因は、本年度では積載車と小型動力ポンプを１台ずつ更新いたしました

が、来年度は小型動力ポンプ１台の更新となることから、積載車１台分の減によるもの

です。

主な事業費は、第３分団が利用するホース乾燥塔の工事に伴う工事請負費●●●円、
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小型動力ポンプの取得に係る備品購入費１９５万２,０００円、消火栓修繕に係る負担

金補助及び交付金５０万円でございます。

続きまして、２１６、２１７ページから２２０、２２１ページにかけて掲載されてい

ます４目水防費、災害予防及び応急対策事業でございます。

この事業は、豪雨・地震など各種災害に対する予防措置、被害の軽減及び応急避難対

策などを目的に、食料や生活必需品の備蓄、防災行政無線の維持管理、自主防災組織の

育成支援助成、広島県防災ヘリコプター負担金などの経費を計上したものでございます。

事業費全体で４,９５１万２,０００円、本年度より２億１７１万９,０００円、８０.

３％の減となっております。

歳入の特定財源のうち国県支出金１７８万２,０００円は、社会資本整備総合交付金

の土砂災害対策事業補助金で、その他２,７４４万１,０００円のうち２,２７５万３,０

００円が筆の里づくり基金からの繰入金で、残りの４６８万８,０００円が諸収入、社

会保険料納付金、広島県市町村振興協会から広島県防災ヘリコプター負担金と安心安全

まちづくり事業に対する助成金、戸別受信機購入負担金でございます。

増減の主な要因は、増額では会計年度任用職員の報酬や共済費などを本事業に組み込

んだこと、防災行政無線のデジタル化に併せて防災システムを強化したことによる経常

的な機器使用料の増、ホームページ用の全町版土砂災害ハザードマップや洪水ハザード

マップの新規作成業務の増及び防災・減災まちづくり会議の一般管理費からの組み替え

によるものでございます。減額では、防災行政無線デジタル化整備工事の完了に伴う２

億２,２６０万円の減、その他平成３０年７月豪雨被災誌作成業務や職員用防災服の調

達の完了による減などでございます。

主な事業費は、会計年度任用職員などの報酬３７６万１,０００円、災害予防やその

対応に係る職員手当等３７５万４,０００円、備蓄計画に基づく備蓄物資の購入などに

係る需用費６６４万１,０００円、ホームページ用全町版土砂災害ハザードマップ作成

や洪水ハザードマップ作成に伴う委託料●●●●●円、自主防災組織育成支援補助金や

安全・安心まちづくり事業補助金、平成３０年７月豪雨犠牲者追悼式実行委員会補助金

などを合計した負担金補助及び交付金７２６万１,０００円でございます。

２２０ページ、２２１ページの下段をお願いします。防災施設整備事業でございます。

この事業は、地域防災計画や熊野町防災拠点整備構想に基づいて、中央・西部地域に

防災拠点を整備する経費を計上しております。事業費全体で３,８０４万９,０００円、
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皆増でございます。なお、このたびの令和２年度補正予算で議決を頂きました防災施設

整備事業の工事請負費の予算を繰り越し、本事業とともに実施してまいります。

歳入の特定財源のうち国県支出金１,８５０万円は、社会資本整備総合交付金の市街

地整備事業費補助金で、地方債１,６８０万円は市街地整備事業によるものです。

主な事業費は、熊野中央防災交流センター（仮称）の実施設計業務の委託料●●●●

円と、西防災交流センター（仮称）の建設事業費となる工事請負費●●●●●円でござ

います。

少し飛びまして、２６２ページから２６３ページをお願いします。９款教育費、５項

社会教育費、７目防災交流センター費、東防災交流センター管理運営事業でございます

が、この事業は、東公民館に代わり６月から防災交流センターの施設管理及び運営に要

する経費を計上しています。事業費全体で１,０４２万１,０００円、皆増でございます。

歳入の特定財源のうちその他５３万４,０００円は、使用料及び手数料として、東防

災交流センター使用料３０万円、筆の里づくり基金繰入金と諸収入の合計２３万４,０

００円でございます。

主な事業費は、東防災交流センターのオープンイベントに要する経費で、オープニン

グ式典業務の委託料●●●●円でございます。

なお、平時のセンターの管理運営については、教育委員会に事務委任する予定として

おり、東公民館での主催事業等を引き継ぐ形で予算計上しております。

以上で、一般会計における住民生活部の事業予算の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、１６０ページから１６９ページの衛生費、

１８３ページの商工費、商工振興費の一部、２１２ページから２２１ページの消防費、

それから教育費の一部についての質疑を行います。質疑はありますか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ２１７ページ、８款消防費、１項消防費、３目消防施設費、消防水利機

械器具維持管理事業でございますが、昨年の７月に、車検切れの車両を２週間ほど使用

されていたということがございましたが、それの経緯と、それに対する対策についてお

伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） 本年度、１台車検切れが発覚した件につきましてですが、こち

らにつきましては、新車で購入した車両につきまして職員の管理がうまくできていなか

ったことにおきまして発生したものでございます。こちらにつきましては、消防団関係

者とも協議をしまして、１カ月前には消防団長のほうに連絡を入れ、車検対象の業者の

ほうにもこちらから連絡を入れという形で、二重に連絡をさせていただくような格好と

しております。また、執務室におきましても車検切れの起こらないように台帳を整備し

まして、しっかりと車検切れが二度と起こらないような対策をしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 消防団の方が定期的に車両を使用されると思いますので、確認すること

はできると思うんですが、これは町が管理をするということになっているのでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） 車両の管理といいますか、車両は町の所有となっておりますの

で、消防団のほうで日々使っていただいております。その中で、今年度から運行管理表

といいますか、使用しますと台帳のほうに記載をしていただくようにしていただいてお

ります。そのときに車検の日付とかもしっかり確認していただくようにし、その中でポ

ンプ点検というものが毎月１回ございまして、その中で出動報告とともに毎月車検の日

付を報告していただいて、各団員さん、１５人ほどおられるんですが、皆さんで積載車

の状況も把握していただくような格好にしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 今までは、じゃあ車検がいつ来るかというものの管理というのはされて
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なかったということですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） 車検の管理自体は、実は町のほうでも台帳をもってやっており

ましたが、団長さん、整備をしてくださる車のモータースさんなどに、１対１といいま

すか、その関係の中で各団員まで把握してる状況がございませんでして、今回は新車の

購入という形で一つ事務を逃してしまった、忘れてしまったがために全部が崩れてしま

ったという状況になっておりますので、今回、団長だけでなく団員、整備会社、町も再

度、事務の漏れの防止がないように、各台帳整理しながら報告を頂くという形で、二重

三重のチェックをするようにいたしました。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 片川委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（片川） ちょっと教えてもらいたいんですけど、車両の管理は町でということで

すよね、今の発言でいいますと。法令からいいますと、無車検車に乗った運転手の責任

はどなたが取られるんですか。車の管理は町ということでよろしいかもわかりませんが、

これはなあなあになっとるんですかね。奉仕的な活動の上において、町の管理する、い

わば公用車的な車を乗って違反を犯したら、運転手じゃなくて町のどなたが責任を取ら

れるんですか。無車検車に乗るという運転手の行為というのは、安全運転義務違反です

よね。法令に引っかかることが起きたときに、今回の無車検車に乗られたときの処置で

すよね。これは町長様が海田警察へ見過ごしてくださいというて断りに行ったら全て終

わるんでしょうかね。それに際してまた事故を起こしたときに、例えば人身事故等。以

前も消防車がひっくり返るような事故もございましたよね。これが無車検車だったとき

に、町長様でも責任をとっていただけるんですかね。安全に奉仕作業を遂行していただ

くために、この責任の所在というものをはっきりされて、車検に関しては全部町が責任

を持つというんであれば、無車検車に乗ったときの運転手の法の措置というものはどう

いう措置をされるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 貞永住民生活部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部長（貞永） 今回の車検漏れにつきましては、発覚して即日海田警察のほう

に報告いたしまして、その中で、海田警察のほうから捜査のほうをしていただきました。

警察のほうの判断で、検挙するまでにはいかないということで、そういう判断を下され

たということになります。

責任というものにつきましては、車検につきましては町のほうがするということでご

ざいますけども、実際に車検がない状態で運転をされたということであれば、普通は乗

る前に点検というものをしなきゃいけないというふうに決まっていると思いますので、

そちらはやはり運転者のほうの過失というのもあろうかと思います。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 片川委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（片川） そういうことになりますよね、常識的に考えたら。そういうものを消防

団の方に町のほうから周知した指導というものをなさっていただいたほうが、公的な場

で言うことじゃないですが、割に私らが子供のときから見てきた、感じたことを言わせ

ていただくと、割と消防団がすることにおいては警察が割とおおらかな見方をされたと

いう、昔の古い経緯がずっと残っているようなところもありまして、そういうところを

はっきり周知されないと、意識の中で何らかの余白が心の中に生まれたときに大きな事

故を招いたらいかんのじゃないかなという感覚をこの間の無車検のときにも感じたんで

すね。ですから、せっかく奉仕的作業をしてくださっている方々に、結果論ですね。運

転手として常識を持って交通ルールを守れば起こり得ないことなんですが、実際起きた

わけですよね。これ事故がなかったからよかったんですけど、その辺の意識的な周知を、

指導もしていただいたほうがいいんかなというような気がしますが、いかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 貞永住民生活部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部長（貞永） その辺の指導というところは、先ほど課長も言いましたように、

毎月のポンプ点検、これは１つの分団が３班に分かれて大体すると思いますけども、そ
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れぞれのポンプ点検のときに、次回の車検日について共通認識を持っていただくという

ことで、点検表の中に記載をしていただくということをお願いしております。また、委

員さん言われるように、消防団員に対する指導というのも今後通常の安全教育の中でし

ていこうというふうに思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） ２１９ページです。ハザードマップですね。これ浸水地域の想定見直し

という点では、どういうふうに見直しをされましたか。二河川。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） こちら二河川の浸水想定区域の見直しでございますが、こちら

につきましては広島県が平成２７年の水防法の改正を受けまして、県内で想定最大規模

降雨を前提とした洪水浸水想定区域の指定の公表を進めているものでございます。二河

川につきましては、令和３年３月の公表に向けて進めていると伺っております。この公

表を受けますと、本町は地域防災計画の更新と水防法第１５条３項の規定によりまして、

洪水ハザードマップの更新の必要があることから、ような状況になっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 想定というのはあくまで想定でございまして、住民が勘違いしないよう

に。これなら安全というふうに、人間は都合のええように解釈する場合がありますので、

表示の仕方も想定外が十分考えられるということも表示いただければどうかと思うんで

すが、いかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 貞永住民生活部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○住民生活部長（貞永） 全くそのとおりでございまして、今までの町のほうの防災対策

につきましても、やっぱりハザードマップ、土砂災害もそうなんですけども、イエロー、

レッドでなくても、身の回りに危険が迫れば避難をしていただくということもあります

ので、想定外のことというのはやっぱり警戒区域外でも起こるというふうに思っており

ますので、そういった文言にも注意していきたいと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） こういうきっかけに地域の歴史を思い出すとか、地域の絆ができていく

チャンスにもなります。年寄りにそういうお話も聞けるチャンスが出てくるわけでござ

います。だから、こういう機会に、せっかく全面的な見直しもされるわけですから、活

用いただきたいということと。

避難の仕方が多様化を前提に国も進み出しました。私はあまり国の危機管理が上手で

はないと思いまして、原因は敗戦国家ですから、アメリカ頼りであろうというふうに認

識しておりまして、もう地域は地域で独自に考えを進めていくような時代に入っておろ

うと思います。

そんな中、今回はハローズのとこはもう話ができておりまして、協定印鑑済むだけで

終わると思うんですが、隣のディオさんも長年固定資産税も払っていただいております

けど、御協力いただけるような方向はできんもんかと。この避難所以外の避難場所の表

示はハザードマップの中に入るかどうか。２点。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） 避難所につきまして、現在、町内の指定しております避難所以

外に今後ハローズさんとも協定を結ばせていただこうと考えております。現在、ハロー

ズさんとは原案までつくりまして、今後、日程調整の上、協定を結ぶ計画としておりま

す。また、ディオさんにつきましても、ハローズさんも協定が実施次第、行われた後に、

またディオさんとも協議ができるような格好で調整を進めていきたいと考えております。

あと、避難所なんですが、一時避難所といいますか、一時的にそういう車中避難がで
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きるようなところも掲載ができるような格好で協議を進めて、調整していきたいと考え

ております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 全町的にいえば、あまり大きな地図にはならんのかなと。表示も小さ目

になるのかなと思ったりして心配もしておりますが、やはりお年寄りにもわかりやすく

するのと、日ごろ確認いただくことと。災害というのはいつ起こるかわからんところが

ありまして、そういうときにはどうしたらいいのかというのは表示板等も出てくるんだ

ろうと思うんです。町外の方が通ってらっしゃったときに、ここは避難できる場所です

よということを併せもって表示板という中では考えていらっしゃいますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） 表示板につきましても、東防災交流センター、また新たに設置

させていただくわけなんですが、そちらのほうにつきましても表示板のほうを考えてお

りまして、そのほか現地のほうに公共施設の前には避難所の看板をつけさせていただい

ております。また、防災アプリ「避難所へＧｏ！」というものもございまして、そちら

の中で避難所誘導ができるようになっておりますので、町内の方におきましてもそちら

のアプリなどを活用することによって、町内での避難所を確認していただけるようなシ

ステムづくりができております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 具体的に言えば、ハローズなんかの入り口のとこに、ここは避難所とし

て御協力いただいているというような表示はされますか、どうですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 貞永住民生活部長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部長（貞永） ハローズさんに関わらず、ほかのジュンテンドーさんとかいろ

んなところに災害時の駐車場として、一時避難場所として協力をお願いするところでは

あるんですけども、その施設そのものに、各施設に看板を立てるかどうかということに

ついては、ちょっと今後の検討課題とさせていただきたいというふうに思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） ぜひいろいろ御協力いただくように、まずはディオさん。もうハローズ

は決まっておりますから大丈夫ですけど、ディオさんと誰をどうつないでいくか。聞く

耳をちょっと情報からしますと、何かディオさんのグループはイノシシを処分される車

を２,５００万で持ってらっしゃるようでございます。イノシシの処分、車の中で処分

できるんです。コマツとトヨタが、私前ここで言うたことがあるんですが、開発しより

まして、同僚議員の方も見にいかれたようでございます。そういうつながりが横に出て

まいります。熊野の中でもイノシシを獲った分を処理できる。借りてくりゃいいわけで

すからね。持つと維持経費が大変なことになるわけですから、この地域の中で流用もで

きるという別のネットワークもできてまいります。ぜひ協力をしていただくことによっ

て、防災のまちづくりであるという表示にも、町民も力強く思われて意識も高まるよう

に思いますので、地域を挙げてぜひ検討してまいりましょう。よろしくお願いいたしま

す。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんでしょうか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） １８３ページです。消費者啓発事業の説明の中で、トビラフォンの導入

委託が今年度をもって終了というか、廃止という説明がありました。廃止理由も含めて

具体的にお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） トビラフォンの事業でございますけれども、モニター事業とい

いますか、各家庭に赴いて設置をしたりしていただく事業をされておりました会社が撤

退をされまして、トビラフォン自体はあるんですけれども、そういった貸し出しができ

なくなるということで急遽聞きまして、新年度、ちょっと別の事業が間に合わなかった

ものですから、令和３年度に対しましては予算のほうを落とさせていただいたという状

況でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ということは、実績、何件かあるんでしょうが、実績数と、今、現に設

置されてる方の今後の使用方法とかはどうなるんですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 町のほうが行いましたモニター事業でございますけれども、ち

ょっと実績のほうが令和２年度は７月から１月まで募集をかけておったところですけれ

ども、ゼロ件でございました。令和元年度につきましては３件ございまして、この後で

すけれども、町のモニター事業としたものにつきましては２月末で終わりということに

なっております。その利用状況によりまして、利用された方が今後使いたいということ

であれば、さらに業者と契約をしていただいて、以後、料金等を自分で払っていただい

て利用していただくということになっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 利用料さえ払えば、御本人が継続希望であれば、そのまま今までどおり

使えるということでよろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 委員おっしゃられるとおり、利用料を払っていただければ本人

が継続して使うこともできますし、新たにしたいという方がおられましても、購入して

つけていただくものに対しては可能ですので、ただモニター事業を撤退されたというこ

とでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。

もう一つ、１６７ページです。廃棄物中間処理最終処分事業の中の委託料で、最終処

分場浸出水影響調査業務委託料、この内容についてお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 最終処分場浸出水影響調査業務でございますけれども、ちょっ

と表現が悪くございまして、最終処分場というのは今現在ございませんけれども、以前

最終処分場として環境センターの隣にあったものでございます。そちらのほうが平成４

年の１０月に休止をするまで埋立てを行っておりまして、その埋立地の下流の地下水と、

それから埋立地の排水について、年に１回、地下水等の検査項目等の検査を行っており

ます。こちらのほうは法定で定められている検査ではなくて、任意ではございますけど

も、下流の方の心配を払拭するために毎年検査を行っておりまして、今のところ基準値

を超えるような数字は出ておりません。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） これは毎年行っていると思うんですが、これはずっと今後も続けていか

れる予定ですか。



－81－

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 宗像生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（宗像） 先ほどもちょっと説明をさせてもらったんですけれども、下流

住民の方が不安に思われておりますので、このまま継続していくつもりでおります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 一つ聞き忘れて申し訳ないですが、さっきのハザードマップなんですが、

部数はいかほどを考えていらっしゃいますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） 二河川の浸水想定区域に関わるものにつきますと、こちらは全

戸配布をいたしますので、１万１,０００部を予定しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） この資料は、テレビモニターなどで表示ができるようなメディア化はで

きるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） このたびの成果品といたしまして、ホームページ用のデータを

成果品の一つとしておりますので、熊野町のホームページのほうに掲載できるようにな

ろうかと思います。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 先ほど気づきましたんですが、１階ホールのところにビデオも流れてお

るようでございます。至るところで目に留まるように、災害が発生する時期ですね、６

月の入梅の時期から７月梅雨明け、このあたりの危険度が高くございますので、とにか

く目に留まるように。なかなかしまい込んだらどこにやったかわからんようになるのが

人間です。見たいときに見れんのです。ということも想定の中に入れながら、あらゆる

メディアで見ていただけるように。年寄りはあまりホームページを見んこともあります

し、ぜひいろんなことで知恵を絞ってまいりましょう。よろしくお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんでしょうか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、特別会計へと移りたいと思います。

初めに、国民健康保険事業特別会計について説明をお願いいたします。

立花住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 国民健康保険事業特別会計について御説明いたします。

冊子のちょうど中ほどに、薄い緑色の仕切り紙がございますが、そこからが国民健康

保険事業特別会計の予算案となっております。

国民健康保険事業は、制度改革により、平成３０年度から県が財政運営の責任主体と

なり、新体制の運営になっております。被保険者数は、３月１日現在４,７１２人で、

減少傾向が続いております。

それでは、予算案のうち主立った内容について御説明申し上げます。

まず歳入ですが、１０、１１ページをお願いいたします。１款の国民健康保険税は、

現年課税分と滞納繰越分を計上しておりまして、その総額は、１枚めくっていただき、

１２ページの上段にございますように４億３,６６５万６,０００円、本年度より５０９

万４,０００円、１.２％の減となっております。減額の主な要因は、被保険者数の減に

よるものです。

１２ページの下段をお願いいたします。４款県支出金、１項県補助金において、保険
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給付費等交付金は、医療費等に充てる財源として交付されるもので、１６億５,５８９

万９,０００円、本年度より１億３,５０１万８,０００円、７.５％の減となっておりま

す。

１４、１５ページをお願いいたします。中段の６款繰入金、１項他会計繰入金の一般

会計繰入金でございますが、一般会計が収入する国庫負担金や地方交付税を特別会計に

財源移転するいわゆる法定繰入れが、説明欄に記載しております保険基盤安定繰入金、

出産育児一時金等繰入金及び財政安定化支援事業繰入金で、これらの合計は１億４,０

０７万９,０００円。次のその他一般会計繰入金は、法定外の任意の繰入金で、事務費

分や町の医療費助成事業の実施に伴う給付費増額相当分の補償措置及び予備費の財源と

するものとして７３７万円。これらの総額で１億４,７４４万９,０００円。本年度より

９３０万５,０００円、５.９％の減となっております。

次に、主な歳出でございます。

２０、２１ページをお願いいたします。１款総務費の１項総務管理費は、被保険者の

資格管理などを行う電算処理関連の経費などを計上する一般管理費と、被保険者に応じ

て国保連合会の運営経費を負担する連合会負担金で構成し、総額１,００９万５,０００

円、本年度より２４９万８,０００円、１９.８％の減となっております。

減額の主な要因は、システム改修経費の減額によるものです。

次の２項徴税費の賦課徴収費は、保険税の賦課徴収に伴う経費として、主に納税通知

書などの郵送料や電算処理関連経費などで、合計４５４万７,０００円、本年度より１

９万円、４.０％の減となっております。

２２、２３ページをお願いいたします。３項趣旨普及費は、国保制度を周知・説明す

るために被保険者などに配布する国保のしおりの印刷製本費１６万８,０００円を計上

しております。

以上、総務費は１,４８１万円、本年度より２６９万９,０００円、１５.４％の減と

なっております。

次の２款保険給付費の１項療養諸費は、通院や入院に伴う医療費を医療機関に支払う

療養給付費、柔道整復やコルセット等の治療用装具などの費用を給付する療養費と、２

４、２５ページにございます、国保連合会に支払う審査支払手数料で構成し、総額とい

たしまして１４億６,６７７万３,０００円、本年度より９,９２６万２,０００円、６.

３％の減となっております。
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減額の主な要因は、被保険者の減による医療費の減少によるものでございます。

続きまして、２４、２５ページの下段を御覧ください。２項高額療養費は、窓口での

患者負担額について、一定の負担上限額を超えた場合に給付を行う高額療養費、健康保

険と介護保険の両方に自己負担がある場合、その１年分を合算して一定の負担限度額を

超えた場合に給付する高額介護合算療養費で構成し、総額１億７,９５７万円、２,６５

１万３,０００円、１２.９％の減となっております。

２６、２７ページをお願いいたします。下段、４項出産育児諸費は、出産育児一時金

として、１件当たり４２万円を給付するもので、国保連を通じて、医療機関へ直接支払

いを行うことから、国保連への支払手数料を含め１０人分、４２０万３,０００円を見

込んでおります。

２８、２９ページをお願いいたします。中段、５項の葬祭諸費は、被保険者が死亡し

た場合、葬祭費として３万円を給付するもので、２９人分、８７万円を見込んでおりま

す。

次の６項国民健康保険事業費納付金は、保険給付費等の財源として県に支払うもので、

５億５,１３６万６,０００円、本年度より１,０３０万円、１.８％の減となっておりま

す。

以上、保険給付費は２２億２７８万４,０００円、本年度より１億３,９６７万６,０

００円、６.０％の減となっております。

３０、３１ページをお願いいたします。３款保健事業費、１項特定健康診査等事業費

は、４０歳以上の被保険者に健康診査を実施し、併せて内臓脂肪症候群、いわゆるメタ

ボリックシンドロームに該当する方などに保健指導を行うもので、主な経費といたしま

しては、栄養士報酬２３３万７,０００円、受診券、結果通知などの郵送料として役務

費８４万３,０００円、健診等委託料●●●●●●●●●円など、総額で１,７２４万４,

０００円、本年度より３９５万円、１８.６％の減となっております。

減額の主な要因は、特定健診の受診者の減少に伴う委託料の減額によるものです。

３２、３３ページをお願いいたします。２項の保健事業費は、医療費通知に要する郵

送料、後発医薬品差額通知作成業務に関わる委託料などで、総額１,０６７万３,０００

円、本年度より１３８万３,０００円、１１.５％の減となっております。

減額の主な要因は、医療費通知の発送回数の減少によるものです。

以上、保健事業費は２,７９１万７,０００円、本年度より５３３万３,０００円、１
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６.０％の減となっております。

こうした内訳により、歳入歳出合計額は２２億５,０４１万５,０００円、本年度より

１億４,７７０万８,０００円、６.２％の減となっております。

以上で、国民健康保険事業特別会計の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、国民健康保険事業特別会計について質疑を

行います。質疑はありますか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 滞納者の方が健康保険証を発行していただく際に、有効期間が短いもの

を発行されていると思いますが、町内に何名ぐらいいらっしゃいますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 立花住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 短期保険証につきましては、納期限によりまして変動がかな

りございます。大体その幅は４０人から１００人程度となっております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 滞納者の方への収納をどのように促されているのか、お伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福嶋収納管理課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○収納管理課長（福嶋） 滞納者の方との納税折衝なんですが、納付催告などで納付を促

して、納付相談などに来られたときに、保険証が切れているとか、短い保険証であると

かという方がいらっしゃるかと思います。納付相談で分納額を設定して、月々例えば１

万円とか、２万円とかというような金額を決めていただいて、それを３カ月間継続して

納めていただくという約束をいただいた上で、資格証から短期証に変えたりであるとか、

納まった後はもう短期証から通常証に戻したりとかいうことで促しております。
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以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございませんでしょうか。

大瀬戸委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（大瀬戸） 保険証のことですけど、マイナンバーカードにこの４月から変わると

かいう話をちょっと何かで聞いたことがあるんですけど、それはどのようになっており

ますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 立花住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） マイナンバーカードの保険機能の追加のことですけれども、

これについては３月、もう現在３月ですけれども、マイナンバーカードのほうで確認は

できるようになっております。ところが、マイナンバーカードに保険機能を追加すると

いう登録が必要となりますので、それが登録され、また各医療機関のほうで、受けるほ

うのシステムが導入されて初めて機能が動いてくるのかなと考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 大瀬戸委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（大瀬戸） ということは、スケジュール的には未定みたいな形なんでしょうかね。

それで、例えば４月から病院に行って、保険証を提出してくださいと今は出しよるけど、

それがマイナンバーカードを出せるようになるのは病院によって違ってくるということ

でいいんですかね。それはスケジュールをちょっと教えてもらいたい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 立花住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 現在のところ、大きな病院につきましては導入をされている

ところもあるようでございます。町内につきましては、４件の医療機関が導入を考えら

れているというふうに伺っております。現在のところ、まだシステムが稼働していない



－87－

ところが多くございますので、当分の間はマイナンバーカードが使えるところと、そう

でないところにつきましては従来どおりの保険証兼用ということになるかと思います。

スケジュールについては病院側のこともございますので、はっきりしたことはわかって

おりません。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 大瀬戸委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（大瀬戸） そうすると、この国民健康保険の予算としては、特に何も発生するも

のはないということでいいんですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 立花住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 予算というか、システム管理料等々の通常の費用は発生いた

しますけれども、登録したりするようなことについては、新たな費用は発生いたしませ

ん。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいでしょうか。

荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 簡単で結構なんですが、分からにゃ分からんで結構です。コロナになっ

て医療費がどのぐらい下がってきているか、ちょっと決算のときにまた聞かにゃいけん

とは思うんですが、参考があれば。インフルエンザも相当数減っているようでございま

すから、分かる範囲で結構でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 立花住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） すみません。すぐにちょっと集計ができないもので、また後

ほど御報告させていただきます。
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以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんでしょうか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、午前はここまでといたしまして、午後から

は後期高齢者特別会計のほうに移りたいと思います。

暫時休憩いたします。

再開は１３時３０分からです。

（休憩 １１時４９分）

（再開 １３時２７分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、皆さんお集まりなので再開いたします。

休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。

それでは、次の会計に移ります。後期高齢者医療特別会計について説明をお願いいた

します。

立花住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（立花） 後期高齢者医療特別会計について説明いたします。

予算書におきましては、国保特別会計の次は公共下水道事業特別会計となっておりま

すので、その次になります。

後期高齢者医療制度は、強制加入となる７５歳以上の方などを被保険者として、県内

の市町が設置した広域連合が保険者となり保険給付等を行う制度でございます。町は、

広域連合が賦課した保険料を徴収するとともに、広域連合に対しまして、その徴収した

保険料などを納める保険料負担金、町が負担すべき療養給付費負担金及び事務費分賦金

を納付する事務のほか、被保険者に対する窓口サービスを行っております。被保険者数

は、３月１日現在で４,６６７人で、増加傾向は続いております。

それでは、予算案につきまして説明をさせていただきます。

まず、主な歳入ですが、１０、１１ページをお願いいたします。１款後期高齢者医療

保険料は、広域連合による試算値をもとに、合計で３億６,３３５万５,０００円、本年

度より１,１０７万３,０００円、３.１％の増となっております。
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３款繰入金、１項の一般会計繰入金でございますが、町の特別会計や広域連合におけ

る事務費の財源とする事務費繰入金１,９１８万４,０００円、療養給付費の一部を広域

連合に法定負担する財源とする療養給付費繰入金３億５,６８８万３,０００円、保険料

軽減による減収分に充てる保険基盤安定繰入金を７,５０５万３,０００円としておりま

す。これらは、一般会計において県負担金として収入したものや地方交付税により措置

されたものを特別会計に財源を移転するもので、総額４億５,１１２万円、主に療養給

付の支払いに充てるための療養給付費繰入金の増額により、本年度より２,９６４万７,

０００円、７.０％の増となっております。

次に、主な歳出でございます。

１４、１５ページをお願いいたします。１款総務費の１項総務管理費では、納税通知

書等の印刷に係る経費やクラウド利用料などの合計で１４６万８,０００円、本年度よ

り４６万３,０００円、４６.１％の増となっております。

増額の要因は、特定健診の分析業務を委託する手数料として４０万７,０００円でご

ざいます。

２項の徴収費は、保険料納付書などの郵送料として役務費６６万４,０００円などの

計上により、合計８８万８,０００円を計上し、総務費の合計で２３５万６,０００円、

本年度より４７万９,０００円、２５.５％の増となっております。

１６、１７ページをお願いいたします。２款後期高齢者医療広域連合納付金は、広域

連合の事務費を負担する事務費分賦金として、療養給付費の約８％に相当する額を町が

広域連合に法定負担する療養給付費負担金や、徴収した保険料等を納める保険料等負担

金などで、総額８億１,２１８万４,０００円、本年度より４,０２４万１,０００円、５.

２％の増となっております。

増額となった主な要因は、被保険者数及び医療費の増加に伴うものでございます。

こうした内訳により、歳入歳出合計額は８億１,５５４万１,０００円、本年度より４.

０７２万円、５.３％の増となっております。

以上で、後期高齢者医療特別会計の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、後期高齢者医療特別会計について質疑を行

います。質疑はありませんか。ありませんか。

（「質疑なし」の声あり）
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、以上で住民生活部門について説明

が終わりました。

次に、健康福祉部門に移りたいと思います。

執行部入れ替えのため、暫時休憩いたします。

（休憩 １３時３４分）

（再開 １３時３６分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 分科会を再開いたします。

続きまして、健康福祉部門といたします。民生費及び衛生費の一部についての説明を

お願いいたします。

西岡健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西岡） 令和３年度一般会計予算案の健康福祉部門の説明をさせてい

ただきます。

それでは、１１４ページ、１１５ページをお開きください。３款民生費、１項社会福

祉費、１目社会福祉総務費の社会福祉一般事務事業は、民生委員や各種協議会に関する

事務などに要する経費を計上しております。事業費は１,３４３万５,０００円、本年度

より４１８万７,０００円、４５.３％の増となっております。

増額の主な要因は、地域福祉計画策定業務委託料の増額によるものです。

歳入の特定財源、国県支出金は、民生委員の権限委譲事務交付金など３１３万８,０

００円、その他１３４万２,０００円は、長寿社会づくり福祉事業等調査事業交付金で

ございます。

主な経費としては、民生委員謝金８６６万２,０００円、地域福祉計画策定業務委託

料●●●●●●●●円でございます。

次に、同じく１１５ページの福祉団体助成事業は、熊野町社会福祉協議会など社会福

祉３団体に対する活動助成金を計上しております。事業費は４,３５０万６,０００円、

本年度より１２１万８,０００円、２.９％の増となっております。

増額の主な要因は、社会福祉協議会補助金のうち人員計画の変更による人件費の増に

よるものです。

主な経費は、社会福祉協議会４,２９１万３,０００円、民生委員児童委員協議会５８
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万３,０００円、母子寡婦会１万円の補助金でございます。

次に、１１７ページをお願いします。生活困窮者自立支援事業は、生活保護に至る前

の段階の自立支援策として、生活困窮者に対し自立相談支援事業及び住居確保給付金の

支給等を行うもので、事業費１１８万８,０００円、本年度より４５万５,０００円、６

２.１％の増となっています。

特定財源の国県支出金７６万５,０００円の内訳は、生活困窮者自立支援費国庫負担

金６７万８,０００円、生活困窮者就労準備支援事業費等補助金８万７,０００円でござ

います。

主な経費は、離職等により住宅を喪失するおそれがある就労意欲のある者に対し、生

活保護基準の住宅扶助費に相当する額を支給する住居確保給付金６８万４,０００円、

子供の学習支援事業負担金８万１,０００円、一時生活支援事業負担金９万４,０００円

でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 続きまして、２目老人福祉費、老人ホーム等入所措置事業で

ございますが、この事業は、環境上及び経済的理由により、居宅において養護を受ける

ことが困難なおおむね６５歳以上の高齢者の養護老人ホームへの入所委託に係る経費を

計上しています。事業全体で３,８６５万５,０００円、本年度より３４０万８,０００

円、９.７％の増となっています。

増額の要因は、委託費の増額によるものです。

主な事業費は、入所委託者１７人分の委託料●●●●●●●●●円です。

その他の財源７２５万９,０００円は、入所者からの費用徴収金です。

１１８、１１９ページをお願いします。敬老事業ですが、この事業は、敬老会の開催

や長寿祝い金の支給に係る経費を計上しています。事業全体で３８６万８,０００円、

本年度より２６万３,０００円、６.４％の減となっています。

減額の要因は、新型コロナウイルス感染症予防のため、敬老会の対象者を８０歳と８

５歳とすることにより、敬老会実行委員会への補助金が減額となったことによるもので

す。

主な事業費は、敬老会を開催するための実行委員会への補助金として５５万７,００

０円、１００歳と８０歳の方に支給する長寿祝い金の扶助費３０２万円です。

続いて、老人福祉一般事業ですが、この事業は老人クラブ連合会への補助金、災害時
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要配慮者把握事業に係る経費を計上しています。事業全体で２７３万３,０００円、本

年度より６万９,０００円、２.５％の減となっています。

主な事業費は、災害時要配慮者把握事業に係る通信運搬費７４万９,０００円、老人

クラブ連合会補助金１６５万円です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西岡） 続いて、３目障害者福祉費の障害者福祉一般事業は、身体障

害者手帳認定・交付事務、障害者相談員設置事業及び障害者福祉団体助成に係る経費を

計上しております。事業費は９９万円で、本年度より３２０万５,０００円、７６.４％

の減となっております。

減額の主な要因は、今年度策定しました障害福祉計画の策定業務委託料●●●●円を

減額したことによるものです。

次に、１２１ページ中段となります特別障害者手当等支給事業は、特別障害者手当、

障害児福祉手当の２つの手当の認定及び支給と、特別児童扶養手当の認定に係る経費を

計上しております。事業費は本年度より６万３,０００円、０.６％の増で、１,１３２

万４,０００円でございます。

特定財源の国県支出金９２６万３,０００円の内訳は、特別障害者手当等給付費国庫

負担金８４７万７,０００円、特別児童扶養手当事務費交付金１４万１,０００円、障害

福祉費委託金●●●●●●●円でございます。

主な経費としましては、２つの手当の支給費である扶助費１,１３０万４,０００円で

す。

続いて、障害者総合支援事業は、障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスの給付

等に係る経費を計上しております。事業費は７億３,００６万７,０００円で、本年度よ

り８,５２５万９,０００円、１３.２％の増となっています。

特定財源の国県支出金は障害福祉サービス給付費に対する国及び県からの負担金、補

助金等で５億２,６４８万８,０００円でございます。

増額の主な要因は、生活介護、就労継続支援、児童発達支援、放課後等デイサービス

の利用者、利用時間の増加が見込まれるため、扶助費を増額したことによるものです。

主な経費としましては、１２３ページになりますが、役務費の手数料では、サービス

等の審査支払手数料、障害者福祉のシステム利用料等で６６７万２,０００円、負担金

補助及び交付金の障害者が就労支援事業所等に通所する際の交通費助成が３００万円、
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障害者福祉サービス等の提供を行う扶助費では、障害者自立支援事業が、障害者総合支

援法に基づき給付するホームヘルパー派遣やあゆみ等の事業所への通いのサービス、施

設への入所、放課後等デイサービスや就労系のサービスに係る経費で、６億５,９９１

万８,０００円です。

次の障害者医療費事業３,０３０万３,０００円は、治療効果が確実なものと期待でき

る腎臓や心臓、肢体不自由などの身体障害者手帳保持者の医療費の一部を助成するとい

うものです。障害者地域生活支援事業２,４３４万１,０００円は、障害者総合支援法に

基づき、地域の実情に応じて実施するベッドやストマ用具等の支給を行う日常生活用具

給付事業や、町単独事業である重度障害者福祉タクシー利用助成及び腎臓障害者通院助

成等でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） 続いて、１２８、１２９ページ下段をお願いします。７目福

祉医療費、福祉医療費公費負担事業でございます。

この事業は、乳幼児、ひとり親家庭、重度心身障害者に対し、医療費の個人負担額を

助成することにより、経済的負担の軽減及び疾病の早期発見、重症化の予防に努めるも

ので、事業費は１億３,０４９万３,０００円、本年度より２９２万８,０００円、２.

２％の減となっております。

減額の主な要因は、支給対象者の減少による扶助費の減でございます。

主な経費は、扶助費で乳幼児医療費３,１５９万円、ひとり親家庭等医療費８１１万

９,０００円、重度心身障害者医療費８,２８９万９,０００円、児童の入院医療費２５

０万円でございます。

財源の国県支出金５,７１１万７,０００円は、県支出金の福祉医療費公費負担事業費

補助金でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 続きまして、８目介護保険費、介護保険一般事業ですが、こ

の事業は介護認定調査員の雇用に係る費用や介護保険特別会計への繰出金を計上してい

ます。事業全体で３億６,３７１万１,０００円、本年度より２,８１３万３,０００円、

８.４％の増となっています。

増額の要因は、会計年度任用職員１名増による人件費の増額によるものです。

主な事業費は、４名の会計年度任用職員報酬９０５万２,０００円と介護保険特別会
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計への繰出金３億４,８１９万６,０００円です。

その他の財源１６６万２,０００円は、会計年度任用職員に係る社会保険納付金です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西岡） 続いて、１３３ページの中段、９目地域健康センター費の地

域健康センター等運営管理事業は、多世代交流を促進し、健康増進・介護予防などの普

及啓発を推進するための地域拠点施設である中央地域健康センター、西部地域健康セン

ター、東部地域健康センター及び中央ふれあい館の管理運営経費を計上しております。

事業費は５,０３９万１,０００円で、本年度より１２４万３,０００円、２.５％の増と

なっております。

特定財源のその他は、中央地域健康センター等の行政財産目的外使用料等で１８４万

７,０００円を計上しております。

増額の主な要因は、各地域健康センターの人件費等の増でございます。

主な経費としましては、各地域健康センター及び中央ふれあい館の指定管理料のほか、

中央地域健康センターに係る施設警備業務委託料で、合計４,９１１万７,０００円でご

ざいます。

続きまして、１３５ページ、中段の２項生活保護費、１目生活保護総務費の生活保護

一般事務事業ですが、生活保護に係る事務経費を計上しています。事業費は８０５万３,

０００円、本年度より２３２万３,０００円、４０.５％の増となっております。

特定財源の国県支出金４６万５,０００円は、国の生活困窮者就労準備支援事業費等

補助金でございます。

増額の主な要因は、３月に定年退職する職員を４月から会計年度任用職員として採用

することに伴う報酬の増額によるものです。

主な経費といたしましては、１３７ページになりますが、生活保護世帯の医療扶助の

適正化のために行っておりますレセプト管理システムの保守や医療券の審査支払等の手

数料が１１４万８,０００円、生活保護システムの保守料等の委託料●●●●●●●●

円でございます。

次に、１３７ページ下段をお願いいたします。２目扶助費の生活保護費支給事業は、

被保護者に対する扶助費で、事業費２億８,３８６万２,０００円、本年度より６９万１,

０００円、０.２％の減となっております。

被保護世帯の減による生活扶助、住宅扶助の減と、本年度の実績から医療扶助の減額
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を行いますが、教育扶助と介護扶助の増額を見込んでおります。

特定財源の国県支出金は生活保護費等負担金で２億２,２３０万３,０００円で、負担

割合は、国が４分の３、町が４分の１となっております。その他は、生活保護費返還金

の２０万１,０００円です。２月末現在の被保護者は１１７世帯、１７３人で、昨年の

４月末から６世帯１１人の減となっております。扶助費の内訳としましては、医療扶助

費が全体の５８.２％、次いで生活扶助費が２６.２％を占めています。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） 続いて１３８、１３９ページの下段、３項児童福祉費、１目

児童福祉総務費の児童関係諸手当支給事務事業でございます。

この事業は、児童手当・児童扶養手当の認定及び支給事務に要する経費を計上してお

ります。事業費は１４６万５,０００円、本年度より３万２,０００円、２.２％の増と

なっております。

増額の要因は、５年ごとに実施される全国ひとり親世帯調査に係る報償費と消耗品費

の増額によるものでございます。

主な経費は、電算クラウドサービス手数料及び通知郵送に要する役務費１１１万６,

０００円でございます。

同じく１３８、１３９ページの下段、保育所等運営一般事務事業でございます。

この事業は、保育所入所申請、保育所利用料の収納、公立・私立保育所入所委託等に

係る事務経費を計上しております。事業費は７７５万９,０００円、本年度より２３４

万９,０００円、４３.４％の増となっております。

増額の主な要因は、くまの・みらい保育園における給食調理室の空調改修工事に係る

工事請負費の増額によるものでございます。

主な経費は、電算クラウドサービス手数料３０７万６,０００円、くまの・みらい保

育園給食調理室空調改修工事に係る工事請負費でございます。

財源の国庫支出金は、子ども・子育て支援体制整備総合推進事業費補助金７,０００

円で、その他は、公共施設等整備基金繰入金４００万円でございます。

続いて１４０、１４１ページの下段、母子家庭等自立支援事業でございます。

この事業は、ＤＶや児童虐待、ひとり親家庭等の相談に応じ必要な支援を行うもので、

ケースの内容に応じて、児童相談所など関係機関と連携を図りながら、安全の確保や自

立に向けた支援を行うものでございます。事業費は３４６万円、本年度より３０万７,
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０００円、８.１％の減となっております。

減額の主な要因は、職員手当等の減額によるもので、主な経費は、母子家庭自立支援

給付金２６０万円でございます。

財源の国庫支出金は、母子家庭等対策総合支援事業補助金１９５万円、子ども・子育

て支援交付金２万６,０００円で、県支出金の２万６,０００円は子ども・子育て支援交

付金ございます。

１４２、１４３ページをお願いします。ページの上段、くまの・こども夢プラザ管理

運営事業でございます。

この事業は、くまの・こども夢プラザにおいて実施しています子育て支援センター事

業のほか、当該施設の維持管理費等を計上するもので、昨年度より保育士に加え保健師

を配置し、くまの版ネウボラの相談支援拠点としての活動も展開しております。事業費

は１,３０４万２,０００円、本年度より２２３万９,０００円、１４.７％の減となって

おります。

減額の主な要因は、職員配置における会計年度任用職員報酬等の減額によるものでご

ざいます。

主な経費は、保育士及び保健師等の専門職の配置に要する報酬５５３万５,０００円、

期末手当１０３万６,０００円、社会保険料２０４万１,０００円でございます。

財源の国県支出金は、国庫・県費の子ども・子育て支援交付金６２５万円、その他は、

社会保険料納付金９９万円、くまの・こども夢プラザ使用料４万８,０００円等でござ

います。

１４４、１４５ページをお願いします。ページの下段、次世代育成支援対策事業でご

ざいます。

この事業は、第２期熊野町子ども・子育て支援事業計画の進行管理を行うとともに、

県のネウボラモデル事業である熊野町子ども地域見守りネットワーク事業の実施とこふ

でりんＬＩＮＥを活用した情報発信等を行うものでございます。事業費は３３２万８,

０００円、本年度より６９万７,０００円、１７.３％の減となっております。

減額の主な要因は、会計年度任用職員の雇用条件の変更に伴う報酬等の減額でござい

ます。

主な経費としては、会計年度任用職員の報酬１１７万２,０００円、期末手当２２万

６,０００円でございます。
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財源の国県支出金は、子ども・子育て支援交付金６８万８,０００円、県費のひろし

ま版ネウボラ構築モデル事業補助金２４５万６,０００円、その他は社会保険料納付金

４,０００円でございます。

続いて、１４６、１４７ページをお願いします。ページの下段、２目児童措置費の児

童手当支給事業でございます。

この事業は、中学校卒業までの児童を養育する家庭に児童手当を支給することにより、

生活の安定と次の世代を担う子供の健全育成を図るものでございます。支給額は、３歳

未満と小学生以下の第３子以降が１万５,０００円、その他は１万円で、事業費は３億

６,８５４万５,０００円、本年度より４３９万５,０００円、１.２％の減となっており

ます。

減額の主な要因は、出生数の減少等支給対象児童の減少によるものでございます。

財源の国県支出金は、国庫・県費の児童手当負担金３億１,２６１万５,０００円でご

ざいます。

同じく１４６、１４７ページの下段をお願いします。児童扶養手当給付事業でござい

ます。

この事業は、ひとり親家庭に対して児童扶養手当を支給することで、生活の安定と自

立を促進し、その児童の福祉の増進を図るものでございます。事業費は８,７６０万２,

０００円、本年度より２４１万２,０００円、２.７％の減となっております。

減額の要因は、対象世帯数の減によるものでございます。

財源の国県支出金は、児童扶養手当給付費国庫負担金２,９２０万円でございます。

続いて１４８、１４９ページの上段、児童福祉施設入所委託事業でございます。

この事業は、ＤＶ等により帰宅できない母子等の保護及び施設入所措置を行うことで、

安全の確保と自立に向けた支援を行うものでございます。事業費は９０５万３,０００

円、本年度より５３０万円、１４１.２％の増となっております。

増額の要因は、母子自立支援施設の直近の入所状況に基づく委託料の増でございます。

財源の国県支出金は、国庫・県費の児童入所施設措置費等負担金６６６万円等、その

他は母子生活支援施設利用者負担金８万７,０００円でございます。

同じページ下段、３目保育所費の保育所等運営事業でございます。

この事業は、子ども・子育て支援新制度に基づき、保育所、幼稚園、認定こども園に

対して施設型給付等による財政支援を行うものでございます。事業費は８億５,５４５
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万６,０００円、本年度より３,９５７万３,０００円、４.９％の増となっております。

増額の主な要因は、入所児童数の増によるもの、及び町外の幼稚園が認定こども園等

に移行するなどして施設型給付費が増となるもの、その他障害児保育に係る補助金の増

などでございます。

主な経費は、保育所に係る委託料●●●●●●●●●●●円、延長保育等の特別保育

事業補助金、認定こども園等への施設型給付費及び幼稚園に支払う施設等利用給付費な

ど、合わせて負担金補助及び交付金が４億２,６５８万６,０００円でございます。

財源の国県支出金は、国庫・県費の子どものための教育・保育給付費負担金、子ど

も・子育て支援交付金及び施設等利用費給付交付金を合わせた４億５,７１５万３,００

０円、その他は、利用者負担の保育所利用料４,１５５万４,０００円等でございます。

同じページの下段、４目児童福祉施設費の放課後児童健全育成事業でございます。

この事業は、昼間、保護者が家庭にいない小学生児童に対して適切な遊びや生活の場

を与え、児童の健全育成を図るものでございます。事業費は４,７９７万２,０００円、

本年度より３５万７,０００円、０.７％の減となっております。

減額の主な要因は、第４児童クラブのトイレ洋式化工事が完了したことによる工事請

負費の減でございます。

主な経費は、会計年度任用職員等報酬３,４２７万円、期末手当４７２万８,０００円、

社会保険料２９４万１,０００円でございます。

財源の国県支出金は、国庫・県費の子ども・子育て支援交付金２,６０４万８,０００

円、その他は、保護者負担金９５０万７,０００円等でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康推進課長（桐木） １５２、１５３ページをお願いします。４款衛生費、１項保健

衛生費、１目保健衛生総務費の保健衛生総務事業でございます。

この事業は、日曜日における在宅当番医制や、入院・手術など緊急を要する夜間救急

に対する病院群輪番制を維持するための経費のほか、健康管理システムに係る役務費、

手数料など、保健衛生諸施策の推進に必要な経費を計上するもので、事業費は１,７８

２万３,０００円、本年度より８０万８,０００円、４.３％の減となっております。

減額の主な要因は、在宅当番医制運営事業等委託料で、令和２年度から当番医が坂町

との分担制になったことによるものでございます。

財源の国県支出金３４０万９,０００円は、子ども・子育て支援交付金２５１万４,０
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００円、感染症予防事業費等補助金７４万２,０００円、自殺対策緊急強化事業補助金

１５万３,０００円で、その他４８万９,０００円は会計年度任用職員社会保険料でござ

います。

主な経費は、健康管理システムクラウド使用料などの手数料３３６万６,０００円、

次のページの同システムの標準レイアウトなどの改定に伴う電算処理業務委託料●●●

●円、在宅当番医制運営事業等委託料●●●●●●●●円、救急医療情報システム負担

金８８万９,０００円、広島地区病院群輪番制運営費補助金４１０万３,０００円などで

ございます。

１５４、１５５ページをお願いします。ページ下段から次のページにかけて、感染症

対策事業でございます。

この事業は、乳幼児や高齢者に対し各種予防接種を行うことにより、感染症の発生や

蔓延の防止、感染症に対する正しい知識の普及・啓発を行うとともに、感染症予防法に

基づき結核検診を実施する経費を計上するもので、事業費は７,５９５万円、本年度よ

り６９２万円、１０.０％の増となっております。

増額の主な要因は、令和２年１０月に定期接種化されたロタウイルスワクチンに要す

る年間の経費、子宮頸がんワクチン接種は、国の指示によりワクチン接種自体を控える

ものでないとの見解から増額し、また高齢者インフルエンザは、令和２年度の実績から

接種率２０％増の７０％にしたことなどによる予防接種等委託料の増額によるものです。

財源の国県支出金は、風疹抗体検査に要する費用に対する特定感染症検査等事業費補

助金の１７８万９,０００円でございます。

主な経費は、結核検診や予防接種等の委託料●●●●●●●●●円でございます。

次に、その下の生活習慣病予防対策事業でございます。

この事業は、住民健診、健診結果に基づく保健指導や健康相談、一般住民を対象とし

た健康教育等を実施し、がんをはじめとする生活習慣病の予防や早期発見・治療による

重篤化の防止、保健指導や健康教育等を通じ健康増進に係る普及啓発を行い、個人の生

活習慣の改善を支援する経費を計上するもので、事業費は４,１５６万８,０００円、本

年度より１６万９,０００円、０.４％の減となっております。

減額の主な要因は、各経費を細かく精査したことによるものです。令和３年度より歯

周疾患検診は、節目年齢者にクーポン券を発行し、医療機関検診へ定期検診を受診する

ことへの動機づけとして変更しています。
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財源の国県支出金１２６万５,０００円は、がん検診推進事業国庫補助金１０万３,０

００円、健康増進事業費県費補助金１１４万２,０００円、自殺対策緊急強化事業補助

金２万円で、その他２７７万８,０００円は、広島県後期高齢者医療広域連合健康診査

事業費補助金２５２万６,０００円、特定保健指導等受託収入２５万２,０００円でござ

います。

主な経費は、報償費の看護師等謝金１０２万２,０００円、次のページの住民健診に

係る通知書等の通信運搬費８２万４,０００円、各種健診業務委託料●●●●●●●

●●円でございます。

次に、その下の新型コロナウイルスワクチン接種事業でございます。

この事業は、新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの接種について、予防接種法

の臨時接種に関する特例で設けられ、厚生労働大臣の指示のもと、県の協力により本町

において予防接種を実施するもので、事業費は７,４２３万１,０００円で、本年度より

皆増でございます。

財源の国県支出金７,４２３万１,０００円は、新型コロナウイルス接種費負担金でご

ざいます。

主な経費は接種業務委託料で、接種率は７０％を見込んでいます。

ページ下段、３目母子保健費の母子保健事業でございます。

この事業は、くまの版ネウボラの設置により、子育て支援センターと協働で、母子健

康手帳の交付や妊婦健診、乳幼児健診や育児相談、乳幼児家庭への訪問指導や母子の歯

の健康づくり等を実施し、母性を育むとともに、妊産婦や乳幼児の健康の保持及び増進

に係る経費で、事業費は３,１７２万２,０００円、本年度より６０４万２,０００円、

２３.５％の増となっております。

増額の主な要因は、妊産婦健診の回数の増と、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め１歳半及び３歳児歯科健診を医療機関健診に変更したことによります。

財源の国県支出金６３１万４,０００円は、未熟児養育医療に係る国庫及び県費補助

金１７１万４,０００円、産後ケア事業に係る国庫補助金９７万円、乳幼児全戸訪問事

業等に係る国庫及び県費補助金２７８万６,０００円、ひろしま版ネウボラ構築モデル

事業補助金８４万４,０００円で、その他７０万７,０００円は、未熟児養育医療に係る

本人負担金２３万４,０００円、社会保険料納付金４６万１,０００円、保健事業参加費

１万２,０００円でございます。なお、未熟児養育医療に係る本人負担分は、乳幼児医
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療費として町から支給されます。

主な経費は、乳幼児健診などに係る医師等出務手当などの報償費１９２万円、妊婦乳

幼児等検査業務の委託料●●●●●●●●●円、扶助費の未熟児養育医療費２５２万円、

不妊治療費等助成金２４０万円でございます。

以上で一般会計の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいま説明がありました１１４ページか

ら１５１ページの民生費と、１５２ページから１６１ページの衛生費の一部について質

疑を行います。質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １３９ページ、児童福祉総務費なんですけれども、ひとり親世帯の調査

が今年度あるということなんですが、詳細を御説明願います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） この調査、全国規模で行われるもので、５年に一度実施され

ます。このたび本町のひとり親の状況を調査するということで報償費等を組んでおりま

すが、あとそれに係る消耗品費等、アンケート等を行いますので、その費用を組んでお

ります。調査員を１名お願いしまして、その調査員がアンケートの回収等を行うもので

ございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 対象世帯は何世帯ありますでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） ひとり親家庭ということで、直近の情報でいきますと１６９
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世帯を見込んでおります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） すみません、続きまして１５９ページの新型コロナウイルスワクチン接

種事業なんですけれども、アナフィラキシーなどの症状が出た場合のエピペンの調達な

どについては、現在どのようになっているのかお伺いしたいんですけど。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 時光健康福祉部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部長（時光） アナフィラキシーショック後の対応ということでよろしいです

かね。対応につきましては、例えば集団接種であればその場に先生がいらっしゃいます

けど、併せてそういったアナフィラキシーであるとか、ほかに考えられる発熱であると

か、そういうのに対応するような薬をちゃんと備えておって、１５分から３０分経過を

見ていただく間に症状が起きた場合には、先生が駆けつけてすぐにそこで処方するとい

うことになっております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 今おっしゃった薬の中にエピペンが含まれていると思ってよろしいです

か。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 時光健康福祉部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部長（時光） そうですね。いろいろ考えられる症状に対しての薬、私も覚え

きれないほどたくさん書いてありましたので、多分その中には含まれていると思います。

すみません、以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） すみません、今から接種券と予診票が郵送で届くと思うんですけれども、

対象者の中に視覚障害者の方もいらっしゃると思うんですが、そういった方たちにはど

のような形でお知らせするんでしょうかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 時光健康福祉部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部長（時光） 詳細についてはまだはっきりすることは出ておりませんけど、

県のほうから、民生委員さんでありますとか、そういった方に、例えば受けてください

ということも含めて対応をお願いするということで今通知を頂いておりますので、そう

いったところに協力をお願いしていきたいと思っております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） １１５ページ、社会福祉一般事務事業の中の委託料です。地域福祉計画

策定支援業務委託料、地域福祉計画をつくられるということですが、この計画はどうい

った方法でつくられるのか。また、内容等についてはどういうふうな想定をされておる

か、お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西岡） この地域福祉計画でございますが、共生社会推進を考え、高

齢者、障害、子育て、生活困窮の関係部署及び関係機関と連携を図りながら、権利擁護、

災害相談支援等のあり方や取り組む課題も見えてこようかと思いますので、その方向性

を整理しながら、目指すべき地域福祉の方向性を示せればいいと考えておりまして、そ

の策定のために来年度委託料のほうを計上させていただいております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 具体的に策定委員会等は設置されますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西岡） 策定委員会、特別別個につくる計画ではございませんが、熊

野町保健福祉推進協議会、こちらの定員を、メンバーを増やして取りかかりたいと考え

ております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） この地域福祉計画、既につくっておる市町が多いんですけども、そうい

った状況を見ると、１年間でつくるんじゃなくて、２年間かけて、例えば実際に今まで

の行政計画とは違って、地域福祉団体とか地域住民、自治会等のアクション計画的な内

容がどうもあるようです。ということで、これまでのような策定体制ではなくて、社協

も交えて、地域住民を交えたそういった取組の中で、単年ではなく２年間かけてつくら

れておるところが多いんですが、そういった状況はございますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西岡） 社会福祉協議会のほうでも地域活動計画を、この地域福祉計

画と並行して策定する意向をお持ちのようです。こちらの計画については、今年度障害

福祉計画、障害児福祉計画も作成いたしましたので、今の段階では１年で策定したいと

いうふうに考えております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） わかりました。

続いて、１２１ページです。障害者福祉一般事業の負担金補助の中で、最後の項目で

す。精神障害者家族会熊野こころの虹補助金とありますが、このこころの虹の補助金、
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どういった団体なのか、どういった活動に対して助成、補助するのかというのをお伺い

します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西岡） こちらの団体、精神障害者の家族の会、熊野こころの虹とい

うことで、構成メンバーでございますが、家族、そのお子様、計７人ということです。

親御さんがもう７０代を超えていらっしゃる家庭ということですので、そちらの構成メ

ンバーに対して、支援者として町、県の保健師、精神保健福祉士、あと呉やけやま病院

の相談支援員さんが支援員としてつかれているということです。将来的には、このメン

バー等からピアサポーター等の養成まで持っていけれたらというふうに考えております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） よろしいですか。そのほかございますか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 続いて１２３ページです。障害者総合支援事業の中の負担金補助なんで

すけども、昨年まで広島県障害者スポーツ協会負担金、これ１万円と少額なんですが、

あったようなんですが、今年度これが掲載されてないんですが、その理由等を教えてく

ださい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西岡） ここ２年請求はなかったんですね、町のほうに。ということ

で、ちょっと活動は把握してないんですが、計上は今回はしておりません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 今回、社会福祉費の中で健康づくり介護予防ポイント事業という項目が

なくなっているんですが、すこくま手帖ですが、これはどのようになってますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 今年度、令和３年度の予算から、一般会計から介護特別会計

のほうへ移しております。といいますのは、当初は一般会計のほうで４０歳からという

ことで活動いただいておりますけれども、行く行くは子育て世代へというふうに当初は

設計をしておりましたが、実質２年間の活動を見ますと、ほぼほぼやっぱり高齢者の方

が中心ということで、特別会計のほうに移しまして、国・県等の補助も入ってまいりま

すので、４０から６４歳の方の奨励金については地域支援事業というところに移しまし

たけれども、その経費から除いてやっていくということで、財源の確保ということも考

えまして特別会計のほうへ移しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中原） １１９ページの敬老会についてなんですが、８０歳と８５歳と言われた

んですかね。ということですか。８０歳の人と８５歳の人をされるということですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 令和３年度の敬老会については、対象人数が、これまでの８

０歳以上としますと対象者が３,１５４人、現在時点ですけれども、ということで、こ

の出席率、これまでを見ますと大体２０％強、２３％ぐらいなんですけども、７５０名

程度ということになりますと、町民会館に入り切れないということがありまして、ここ

数年来の懸案事項ではございましたけれども、加えてコロナの感染症ということが出て

きまして、密を避けなければいけない。それから、もし罹患したときに重症化が避けら

れない年齢であること、それから密がどうしても避けられない。それから、最近の熱中

症との予防の関連もありまして、どうしても人数を制限する必要があるんではないかと

いうことで、実行委員会のほうで諮らせていただいて、８０歳と８５歳。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中原委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中原） ８０歳、ここ２、３年、敬老会はやってないよね。８５歳の人は理解で

きる。できるかもわからん。８０歳になった人と、今年なった人と、２、３年してない

はずなんです、敬老会。その人が楽しみにしとられると思うんですよね。それでもやる

言われりゃしょうがないが、ちょっとかわいそうだなと思う。やっぱりそれは変えられ

んということですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） すみません。やはり考えを、皆さん８０歳、敬老会を楽しみ

にしていらっしゃるということで、８０歳だけじゃなくて、今までのようにという御意

見もたくさん頂いたんですけども、やはり出席率等を見ますと８０歳からの年齢が一番

多くて、それ以降はやはりお元気な限られた方ということになってまいりますので、会

場の都合も考えまして、実行委員会で検討していただきまして、２歳区切りということ

で８０歳と８５歳ということに決定しました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中原） 運が悪かったけえ、我慢しなさいということですね。わかりました。割

と楽しみにしとる。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 中原議員、確認しますが、８０歳と８５歳です。だから、８１、２、３、

４は対象外なんで。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中原） 対象外でしょ。それがかわいそうないう。楽しみにしよった。８２歳、

３歳になった人が、ちょうど楽しみにされとったんです。それがコロナで行かれない、

５まで待たにゃいけんいうことです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



－108－

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） ８５になるまでちょっと待ってもらって、ということで実行委員会で諮

りました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 時光健康福祉部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部長（時光） すみません、先ほど町長が言いました、待ってくださいもある

んですが、実は、当初実行委員会の中で、人数的には８０歳だけがいいんじゃないかと

いう話が出たんですが、その話をしていく中で、先ほど中原委員さんがおっしゃったよ

うなことも含めて、じゃあ８０で行けない人もいるんで、今後は８０と８５というのを

つけ加えようじゃないかということで、８０歳と８５歳。全くそこを無視したわけじゃ

なくて、それは我慢というか。先ほどの町長の話になるんですが、そういうことも含め

て８５歳というのを加えたというところでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんでしょうか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） １３４ページ、社会福祉費の豪雨災害対策費が廃目になっております。

３０年７月豪雨で被災された方に対する地域支え合いセンター事業が終了をしたという

ことだと思うんですけども、今年度の活動状況、それと今後の支援についてはどのよう

に行うのか、行わないのかというところをお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 地域支え合いセンターにつきましては、平成３０年７月の豪

雨災害を契機に、その９月に広島県の地域支え合いセンターの開設を受けまして、町で

は初めて、一番最初に熊野町のほうが９月７日に開設しております。それから、３０年、

３１年、令和元年、２年と３年間の相談業務についてまいりましたけれども、今時点、
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今年の１月時点で、今まで支援してきた方が一応のめどが立たれたということで、支え

合いセンターとしては一応の区切りをつけさせていただくということで、その後は、こ

れからは高齢者の方は高齢者支援課が、それからその他の方、子育て世帯であるとか、

病気をお持ちの方であるとか、皆さんそのまま保健師のほうが引き継ぎまして、それぞ

れ通常業務としてこれからも支援を続けていくと、そういうことでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございませんでしょうか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） すみません、１２１ページの社会福祉費、障害者福祉費の中の柏学園に

補助金が出てるんですけれども、熊野町で何人ぐらい利用されているんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西岡） 柏学園に対する補助金、こちらの補助金につきましては、発

達障害の方、児童の保護者の方であるとか、保育所と柏学園の指導の方等で話合いとい

うか、町のほうが保育所とかその保護者が柏学園のほうに相談に行かれたり、来ていた

だいたりということで、ちょっと個別の人数というのは把握は今してないんですけど、

ごめんなさい、実績報告は今持ってきておりません。確認しますので、すみませんがお

願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） すみません、この発達障害児のお母さん方から、町内に相談できるとこ

ろがあったらいいというのは何年も前からお伺いしてるんですけれども、基本的に町と

してはこの柏学園を紹介しているということを繰り返し言われてるんですが、実際、こ

の柏学園は府中町にあるということなんですけれども、今後、町内のほうで相談ができ

るような体制をということについてはどのようにお考えですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 時光健康福祉部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部長（時光） まず、柏学園のほうですが、例えば保育所であれば来ていただ

いて、その現場を見ていただくというようなこともしていただいているところで、相談

があれば来ていただくというのもかなり活発に動いていただいております。

それと、今社会福祉協議会とそういった面について、実は局長さんとも話はしている

ところなんですが、なかなかやっぱり人材の問題とか、そういうのもございまして、す

ぐにということにはいかないと思うんですが、その辺をちょっと私どもも心配して話は

しているところでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございませんでしょうか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようなので、それでは一旦ここまでといたしまし

て、休憩後、介護保険特別会計へ移りたいと思います。

暫時休憩いたします。

再開は３時とさせていただきます。再開は３時からです。

（休憩 １４時４１分）

（再開 １４時５８分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、皆さんお集まりなので、始めさせていただ

きます。

休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。

介護保険特別会計について説明をお願いいたします。

西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 介護保険特別会計について御説明いたします。

介護保険特別会計には、保険事業勘定と介護サービス事業勘定がありますが、まず、

保険事業勘定から御説明いたします。

４ページ、５ページをお願いします。保険事業勘定は、歳出の２款の介護サービスに
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係る保険給付や、３款の地域支援事業に対し、歳入の１款、６５歳以上の保険料、３款

の４０歳から６４歳までの保険料である支払基金交付金、そして、４款、５款、６款の

国、県、町の負担金で賄う仕組みとなっております。３年に１回、保険給付費に応じた

６５歳以上の保険料を設定しております。なお、歳出の１款総務費に対しては全て町費

となるため、一般会計からの繰入金のみとなります。事業の歳入歳出予算の総額は、２

３億６,９５５万７,０００円で、本年度より２億１,６９９万４,０００円、１０.１％

の増となっております。

まず、歳入の御説明をいたします。

１８、１９ページをお願いします。１款保険料は６５歳以上の介護保険料で、年金か

ら天引きを行う特別徴収保険料と納付書などで支払う普通徴収保険料などを合わせ５億

５,００８万６,０００円で、本年度より２,６５５万７,０００円、５.１％の増となっ

ております。

３款支払基金交付金は、４０歳から６４歳までのいわゆる第２号被保険者保険料を支

払基金を通じ、法定負担分として交付を受けるものです。

４款１項の国庫支出金から、次の２０、２１ページの５款県支出金までは、介護給付

費及び地域支援事業費に対する国、県からの交付金及び補助金です。

２２、２３ページをお願いします。６款繰入金は、１項一般会計からの繰入金で、１

目から３目は介護給付費及び地域支援事業費に対する法定負担分の繰入金です。４目そ

の他一般会計繰入金の１節事務費繰入金は、被保険者の資格管理や介護認定事務などの

事務費で、２節介護保険料軽減負担金は、消費税増税を財源として行われる低所得者に

対する保険料軽減措置分の一般会計からの繰入金です。２項基金繰入金は、介護給付費

準備基金繰入金です。

続いて、歳出の御説明をいたします。

２６、２７ページをお願いします。１款総務費の１目一般管理費は、被保険者の資格

管理に必要な経費で、事業費は５９８万１,０００円で、本年度より２４９万３,０００

円、７１.４％増となっています。

増額の要因は、介護報酬改定に伴いシステム改修を行うことによるものです。

主な事業費は、介護報酬改定に伴うシステム改修費用２４７万５,０００円です。

次の賦課徴収費は、介護保険料の賦課及び徴収に必要な経費で、事業費は１５６万５,

０００円です。
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主な事業費は、保険料の納入通知書等を送付する通信運搬費９７万２,０００円です。

２８、２９ページをお願いします。介護認定審査会費は、５人の審査員で構成された

審査会を４つ設け、月４回開催する審査会の委員２０人に対する報酬等で、事業費は３

３６万円で、本年度より３０万９,０００円、８.４％減となっています。

減額の要因は、令和２年度に２年ごとの審査会委員交代に伴う研修会に係る経費を計

上していたことによるものです。

次の認定調査等費は、要介護認定に必要な調査及び主治医の意見書徴取に係る経費で、

事業費は１,２９４万９,０００円で、本年度より２８１万８,０００円、２７.８％の増

となっております。増額の主な理由は、介護認定件数の増加に伴い、主治医意見書作成

のための手数料及び認定調査委託料が増額となったものです。

主な事業費は、主治医意見書作成手数料として８１２万２,０００円、認定調査業務

委託料●●●●●●●●円です。

次に、２款保険給付費についてですが、まず、１項介護サービス等諸費は、要介護１

から要介護５の認定者の居宅及び施設サービス給付費を計上しております。１目居宅介

護サービス給付費は、ヘルパー派遣やデイサービスなどの給付費で、７億４,０６５万

３,０００円です。

２目施設介護サービス給付費は、特別養護老人ホーム等の３施設における施設入所サ

ービス給付費で１０億６４万９,０００円で、本年度より１億３,９５５万７,０００円、

１６.２％増となっています。増額の要因は、施設利用者の増によるものです。

３０、３１ページをお願いします。３目居宅介護福祉用具購入費は、ポータブルトイ

レや入浴用いすなどの購入に係る費用で３４５万８,０００円。４目居宅介護住宅改修

費は、手すりの設置などの住宅改修に係る経費で７９３万６,０００円です。

５目居宅介護サービス計画給付費は、ケアプラン作成費として９,１４７万３,０００

円です。

６目地域密着型介護サービス給付費は、町が指定し、原則、町民のみが利用できる認

知症高齢者グループホームや小規模多機能型などの給付費で、２億４８７万７,０００

円です。

次のページに行っていただいて、以上、１項介護サービス等諸費の総額は２０億４,

９０４万６,０００円で、本年度より１億７,０６５万５,０００円、９.１％増となって

います。
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次の、２項その他諸費、審査支払手数料は、国民健康保険団体連合会による介護給付

費請求に係る審査支払手数料で、事業費は１７０万９,０００円です。

次の、３項高額介護サービス等費は、一定額以上の介護サービス料を負担された方に

対し払い戻しを行うもので、事業費は１目の介護と２目の介護予防を合わせて５,０１

０万２,０００円です。

３４、３５ページ中ほど、４項高額医療合算介護サービス等費は、介護保険と医療保

険の世帯負担額に年単位で上限額を設け、その超過額を払い戻すもので、そのうちの介

護保険負担分について計上しております。事業費は、介護と介護予防合わせて５３３万

３,０００円です。

５項特定入所者介護サービス等費は、住民税非課税世帯者の施設入所やショートステ

イ利用時の居住費及び食費を所得に応じて軽減するものです。事業費は、介護と次のペ

ージの介護予防を合わせて７,８５３万４,０００円です。

６項介護予防サービス等諸費は、要支援１及び２と認定された要支援者が利用する居

宅サービス給付費を計上しています。事業費は、１目介護予防サービス給付費から、３

８、３９ページの５目地域密着型介護予防サービス給付費までを合わせ６,４８７万６,

０００円で、本年度より１,５２６万５,０００円、３０.８％増となっています。各目

の事業内容は、先ほど説明しました１項介護サービス等諸費と同様ですが、要支援者は

特別養護老人ホームなどの施設サービスの利用ができませんので、施設サービス給付費

はございません。

下段、３款地域支援事業費です。地域支援事業は介護保険サービスとは別に、介護予

防事業や認知症施策、また総合事業など、地域の実情に応じて実施する事業です。

１項、１目一般介護予防事業費です。この事業は、シルバーリハビリ体操指導士の養

成や活動支援、介護予防教室の実施に関する経費を計上しております。また、昨年度ま

で一般会計で予算計上しておりました介護予防ボランティアポイント事業について、今

年度この事業に計上しております。事業費は１,６８９万３,０００円で、本年度より６

３９万６,０００円、６０.９％増となっております。増額の主な要因は、職員の人件費

の増によるものです。

主な事業費は、職員人件費とポイント還元奨励金を含む講師謝金などの報償費１４０

万４,０００円です。

４２、４３ページをお願いします。２項包括的支援事業・任意事業費の１目包括的支
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援事業費ですが、地域包括支援センターの運営に必要な経費で、事業費は２,８３５万

６,０００円で、本年度より７０９万７,０００円、２０％減となっております。減額の

主な要因は、人件費の減によるものです。

主な事業費は、専門職の職員人件費と相談支援センター委託料●●●●●●●●円で

す。

４４、４５ページをお願いします。２目任意事業費ですが、事業費は４２１万６,０

００円で、本年度より３０万９,０００円、６.８％減となっております。減額の要因は、

緊急通報システムの利用者の減による委託料の減額によるものです。

主な事業費は、成年後見人謝金の８８万８,０００円、緊急通報体制整備事業委託料

●●●●●●●●円、扶助費の要介護者を介護している低所得者に対し紙おむつを支給

する、家族介護用品給付費の４５万円です。

下段、３目認知症総合支援事業費です。この事業は認知症の早期診断、早期対応する

ために設置が義務づけられている認知症初期集中支援チームに必要な経費や認知症カフ

ェの活動支援に必要な経費を計上しております。事業費は３０万３,０００円です。

次のページ、４６、４７ページをお願いします。主な事業費は、認知症初期集中支援

チーム専門医委託料●●円です。

４目在宅医療・介護連携推進事業費ですが、医療・介護関係者の研修会などに関する

経費を計上しており、事業費は１９万７,０００円です。主な事業費は、安芸地区医師

会に委託する在宅医療相談支援窓口事業の委託料●●●●●●●円です。

５目生活支援体制整備事業費ですが、この事業は高齢者支援のための生活支援サービ

スの充実のため、課題整理や対応策の検討に係る経費などを計上しており、事業費は７

５万７,０００円、本年度より１２万円、１８.８％増となっております。増額の主な要

因は、くまのの暮らし応援手帖の内容更新に係る経費を計上したことによるものです。

次のページ、４８、４９ページをお願いします。主な事業費は、生活支援員養成講座

の講師謝金９万２,０００円、生活支援サービス協議体運営委託料●●●円です。

６目地域ケア会議推進事業費ですが、この事業は多職種連携により個別事例の検討を

行い、地域のネットワークの構築、ケアマネジメント支援、地域課題の把握等を推進す

るための経費を計上しています。事業費は２４万円で、主な事業費は、地域ケア会議開

催に伴う委員謝金１７万１,０００円です。

５０、５１ページをお願いします。３項介護予防・生活支援サービス事業費です。要
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支援者の総合事業に係る経費で、１目介護予防・生活支援サービス事業費は、要支援者

のホームヘルプサービスとデイサービスに係る費用で、事業費は３,９８９万６,０００

円です。主な事業費は、現行相当のホームヘルプサービスとデイサービス、西部地域健

康センターで実施する基準緩和型通所サービス及びホームヘルプサービスに係る委託料

●●●●●●●●●円です。

２目介護予防ケアマネジメント事業費は、総合事業利用者に対するケアプラン作成費

を地域包括支援センターから委託された事業所に対して支出するもので、事業費は２６

３万４,０００円です。

保険事業勘定の説明は以上です。

続きまして、介護サービス事業勘定の御説明をいたします。

６５、６６、６７ページをお願いします。サービス事業勘定は、地域包括支援センタ

ーが事業所となり、要支援１及び２の認定者に対し、センター職員がケアマネジャーと

して予防プランの作成を行うものです。事業の歳入歳出予算の総額は８９１万４,００

０円で、本年度より７１万５,０００円、８.７％の増額となっております。

６８、６９ページをお願いします。歳入ですが、１款サービス収入として、要支援１

及び２の認定者の予防プランを作成したことに対する介護予防ケアマネジメント収入と

して６３０万７,０００円。次の２款一般会計繰入金は、人件費に対する一般会計から

の繰入金で２２０万３,０００円です。

７０、７１ページをお願いします。歳出ですが、事業費は８９１万４,０００円です。

昨年度より７１万５,０００円、８.７％の増額ですが、増額の要因は、予防プラン作成

委託料の増によるものです。

主な事業費は、予防プラン作成を行う会計年度任用職員報酬２２４万９,０００円、

町内などの居宅介護支援事業所への予防プラン作成などの委託料●●●●●●●●円で

す。

介護保険特別会計の説明は以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、介護保険特別会計について質疑を行います。

質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員（沖田） ４５ページの任意事業費の中の成年後見人謝金なんですけれども、この

成年後見人制度を利用されている方が町内に何人ぐらいいらっしゃるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 令和２年度現時点に関しましては、今年の利用者はおりませ

ん。令和元年度に関しては町長申立てを４件いたしまして、申立て支援を２件しており

まして、成年後見の報酬の助成をいたしておりましたのが１件ございました。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ありがとうございます。熊野町は広島県内の他市町に比べて高齢者人口

のピークが早く来るということをお聞きしているんですけれども、大体何年度が一番ピ

ークになるのかということを教えていただきたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） 熊野町の高齢者のピークは令和２年、今年度がピークで、

徐々に高齢者、６５歳以上の人口としては少しずつ減少傾向にあります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございませんでしょうか。

尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ４６、４７ページ、３款、２項の３目認知症総合支援事業費の中の認知

症カフェ事業補助金についてなんですけども、私の記憶が正しかったら、たしか２団体

で３カ所でされとったような気がしたんですけども、８万円の予算がついてるんですが、

これで十分と言えるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） おっしゃるとおり、町内の認知症カフェは今２団体ございま

して、中溝地区、それから団地地区、くまの・みらい交流館のほうでやっていただいて

おります。この補助金の内訳といたしましては、施設使用料と、それから参加者の方の

傷害保険料ということになっております。十分かと言われますと、なかなか皆さんボラ

ンティアでやっていただいていますので、なかなか申し上げにくいところはございます

けれども、今、町の支援といたしましてはこういう形になっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ちょっと前に割とかつかつなんだという話をちょっと聞いたこともある

んですけども、町としては、補助金団体にならないように、最終的には独立採算をして

もらいたいという意向があるということだったんですが、こういったものについては、

やはり利用される方なり、その家族に対して質の高いものを与えるというのも重要な気

がしますので、またちょっと内容を、今後もこの額については考えてもらいたいと思い

ます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかありますか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ３９ページです。地域支援事業費の中の一般介護予防事業の説明で、シ

ルバーリハビリ体操指導士の養成という説明がありました。体操指導士の現在の人数と、

どういった活動をされておるかというのをお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（西村） シルバーリハビリ指導士の人数は、現在のところ７９名でご
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ざいます。今年度、新たに１級の養成事業を始めておりまして、６名の方が講習は終了

されております。来年度、実習を行いまして、１級の指導士となられます。

具体的な指導士の活動でございますけれども、指導士会が中心となられまして、主催

の教室を町内でされております。それから、依頼によっていろんなところに出向いて行

かれて、体操の指導を行っておられます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） そのほかございませんでしょうか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、以上で当分科会での審査は全て終

了とします。

それでは、審査報告につきまして、進行役において報告書を作成したいと思います。

報告書作成のため暫時休憩いたします。

（休憩 １５時２３分）

（再開 １５時２５分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 休憩前に引き続き、分科会を再開します。

分科会報告書を作成しましたので、朗読します。

予算特別委員長 山野千佳子様

総務厚生分科会進行役 竹爪憲吾

令和３年熊野町議会予算特別委員会総務厚生分科会審査状況報告書

本分科会は、令和３年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１０

日、１１日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１ 審査議案

議案第１７号、令和３年度熊野町一般会計予算のうち、議会費、総務費、民生費、衛

生費、商工費、消防費、公債費、諸支出金、予備費及び教育費の一部について。

議案第１８号、令和３年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について。

議案第２０号、令和３年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について。

議案第２１号、令和３年度熊野町介護保険特別会計予算について。

それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会に報告することで御異議ありま
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せんか。

（「異議なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会

で報告することに決定しました。

以上をもちまして、総務厚生分科会を終了します。

皆さん、御協力ありがとうございます。

（散会 １５時２７分）
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令和３年予算特別委員会 産業建設分科会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和３年３月１１日

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開議年月日 令和３年３月１１日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 林 保

建 設 農 林 部 長 沖 田 浩

総 務 部 長 宗 條 勲

建設農林部次長 堂 森 憲 治

建設農林部技術次長 寺垣内 栄 作

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

農 林 緑 地 課 長 堀 野 准

上 下 水 道 課 長 多久見 良 数
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財 務 課 長 西 川 伸一郎

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

農林水産業費

土木費

災害復旧費

公共下水道事業特別会計

上水道事業会計

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 １５時３７分）

○産業建設分科会進行役（尺田） ただいまから、令和３年予算特別委員会産業建設分科

会を開会いたします。

それでは令和３年度の事業ごとにおける歳入歳出予算について、各担当から説明を受

けたいと思います。説明及び質疑応答は着座にてお願いします。

最初に、農林水産業費、土木費、災害復旧費について、説明をお願いします。

堀野農林緑地課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） 建設農林部及び公営企業部の予算説明に関しましては、建設課、

都市整備課、農林緑地課、上下水道課においては、Ａ４判の予算特別委員会資料をお配

りしております。御参考にしてください。

それでは、１７０ページ、１７１ページをお開きください。

５款農林水産業費 １項農業費 １目農業委員会費、農業委員会でございます。

この事業は、熊野町農業委員会に関する経費を計上するもので、事業全体で６３６万

７,０００円、本年度より１２７万３,０００円、２５％の増となっております。

増額の主な要因は、会計年度任用職員の雇用形態の見直しにより報酬と期末手当の増



－123－

によるものでございます。

歳入の国・県支出金１０５万１,０００円は、機構集積支援事業補助金１０５万円等

で、その他３２万５,０００円は、社会保険料納付金２６万円、農業者年金業務委託手

数料等６万５,０００円でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員の報酬１３６万７,０００円、農業委員と農地利用

最適化推進委員１４人の報酬１９２万３,０００円、電算処理関係の手数料９７万７,０

００円でございます。

続きまして、１７２ページ、１７３ページを御覧ください。

２目農業総務費、農業啓発推進事業でございます。

この事業は、農産物の生産実態を住民に深く認識していただき、地域農業の発展と生

産意欲の高揚を図るとともに、住民相互の親睦を図ることを目的に行う農業祭開催に係

る経費を計上するもので、事業全体で８０万１,０００円、本年度より５万５,０００円、

７.４％の増となっております。

主な事業費は、農業祭実行委員会補助金４０万円です。

続きまして、下段の３目農業振興費、農業振興対策事業でございます。

この事業は、農業振興に係る事務全般の経費を計上するもので、事業全体で２１７万

３,０００円、本年度より６４万３,０００円、２２.８％の減でございます。

減額の主な要因は、坂面大池に架かる橋の修繕工事の完成によるものでございます。

歳入の国・県支出金１２１万１,０００円は、農業再生協議会交付金９０万円、数量

調整円滑化事業補助金等３１万１,０００円でございます。

主な事業費は、農業生産行政協力員９名の報奨金６０万２,０００円、農業再生協議

会交付金９０万円、各種協議会負担金等３５万９,０００円です。

続きまして、１７４ページ、１７５ページを御覧ください。

中段の鳥獣被害防止対策事業でございます。

この事業は、農産物に被害を及ぼすイノシシなどの有害鳥獣の駆除並びに防除を目的

とし、その被害防止に係る経費を計上するもので、事業全体で４２３万３,０００円、

本年度より５３万９,０００円、１４.６％の増となっております。

増額の主な要因でございますが、今年度実績から、イノシシの捕獲報奨金２００頭分

から３００頭分に、有害獣防除用施設設置事業補助金で電気柵等の設置補助金を増額し

たことによるものでございます。
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歳入の国・県支出金４７万９,０００円は鳥獣被害防止総合対策交付金で、その他の

２,０００円は鳥獣使用許可証交付手数料でございます。

主な事業費は、鳥獣被害対策実施隊員報酬２８万円、有害鳥獣捕獲報奨金１６１万７,

０００円、有害鳥獣駆除班補助金３０万８,０００円、有害獣防除用施設設置事業補助

金１００万円、有害獣駆除対策協議会補助金６０万円でございます。

続きまして、下段の４目農地費、農業基盤整備事業でございます。御覧のページから

１７６ページ、１７７ページに記載されています。

この事業は、今年度の単町農業基盤整備事業の名称から単町を削除して名称変更して

おります。主な内容は、農業基盤の保全を図るため農業用施設の維持補修を行うもので、

事業全体で１,５９０万１,０００円、本年度より１２７万２,０００円、８.７％の増と

なっております。

増額の主な要因は、機構改編に伴う他事業からの移管した需用費、農業用施設の受益

者からの改修申請に対する改修工事によるものでございます。

歳入の国・県支出金５０万円はため池緊急整備事業補助金で、その他の９２０万円は

基金繰入金８７０万円と受益者負担金５０万円でございます。

主な事業費は、農業用施設の農道、水路等の維持管理費でございます。

続きまして、下段の２項林業費 １目林業振興費、林業振興対策事業でございます。

お配りしています資料では１２ページから１４ページとなります。

この事業は、ひろしまの森づくり事業交付金を活用し、里山の荒廃を防ぎ、自然との

触れあい等を目的とした森林整備を行い、その自然環境及び景観の保全を図る事業に係

る経費を計上するもので、事業全体で１,１３２万３,０００円、本年度より５１８万９,

０００円、３１.４％の減となっております。

減額の主な要因は、最終年度となるゆるぎ観音付近の森林を地元と一体となって森林

保全を行うひろしまの森づくり事業の特認事業の減額によるものです。

歳入の国・県支出金７８０万円は、ひろしまの森づくり交付金です。

１７８ページ、１７９ページを御覧ください。

主な事業費は、里山林整備に対する委託料、工事請負費と、先ほどのゆるぎ観音一帯

を整備する森づくり活動補助金の４３０万円でございます。

続きまして、中段の小規模崩壊地復旧事業でございます。

この事業は、人家２戸以上に隣接する荒廃林地の復旧事業で、事業全体で１,１０３
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万３,０００円、本年度より１８２万１,０００円、１９.８％の増となっております。

増額の主な要因は、被災した荒廃林地の復旧に伴う設計業務委託料、工事請負費の増

によるものです。

歳入の国・県支出金５５１万６,０００円は、小規模崩壊地復旧事業補助金で、地方

債２６０万円とその他の２７５万８,０００円は受益者負担金でございます。

続きまして、下段の林道維持管理事業でございます。

この事業は、林道施設の利用者の安全を確保するため維持補修等を実施するもので、

事業費全体で１６９万７,０００円、本年度より１万２,０００円、０.７％の減となっ

ております。

１８０ページ、１８１ページを御覧ください。

主な事業費は、林道維持補修の工事請負費でございます。

続きまして、中段の緑地管理事業でございます。

この事業は、機構改編に伴いまして、都市計画一般事業から一部を移管して、熊野団

地等の緑地管理をする経費で、令和３年度からの新たな事業でございます。事業全体で

２２０万１,０００円、皆増となっております。

主な事業費は、草刈り業務委託料でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 続きます１８１ページから１８７ページの商工費は、総務部

と住民生活部で説明しておりますので、少し飛びまして、１８６ページ、１８７ページ

下段を御覧ください。

７款土木費 １項土木管理費 １目土木総務費、道路管理事務事業でございます。

この事業は、道路・河川の管理や占用物件の許認可、官民境界の画定事務を行うもの

で、事業全体では２９０万３,０００円で、本年度より２０万円、６.４％の減となって

おります。

減額の主な要因は、今年度行われた組織改編に伴い、公用車１台の管理を都市整備課

に移管したことから、これに伴う維持管理費用を減額したことによるものでございます。

続きまして、１８８ページから１８９ページにかけて記載されております、２項道路

橋梁費 １目道路橋梁総務費の、県営事業及び土木一般事業でございます。

この事業は、県が施工した県単独事業に係る事業負担金等を計上するもので、事業全

体で９８５万９,０００円、本年度より５４８万４,０００円、３５.７％の減となって
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おります。具体的には、県道矢野安浦線バイパス事業、県道瀬野呉線バイパス事業の工

事負担金でございます。

減額の主な要因は、会計年度任用職員の減によるものでございます。

主な事業費は、県道改良事業負担金９００万円でございます。

次に、道路維持管理事業でございます。

この事業は、日常的な町道の維持管理を行うもので、事業全体は５,５５１万６,００

０円で、本年度より８４０万１,０００円、１７.８％の増となっております。

増額の主な要因は、老朽化した道路施設や道路附属物の更新を実施するための工事請

負費と、団地側溝整備等の町道維持事業を町内一円道路維持事業から計上替えしたこと

による増額でございます。

歳入の地方債が１,４８０万円、その他５９７万８,０００円は、道路占用料４７１万

６,０００円、会計年度任用職員等社会保険料納付金７５万４,０００円、水道工事復旧

負担金など５０万８,０００円でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員２名の報酬３９４万８,０００円、道路照明の電気

料など光熱水費２４０万円、１９２ページ、１９３ページをお開きください。町道の街

路樹管理事業などの委託料及び道路維持に要する工事請負費でございます。

続きまして、町内一円道路維持事業でございます。

この事業は、住民の道路交通の安全性を確保するため、権限移譲された県道３路線に

ついて維持補修を行うもので、事業全体で１,０２６万円、本年度より５６０万円、３

５.３％の減となっております。

減額の主な要因は、先ほど御説明いたしましたとおり、町道の維持事業を道路維持管

理事業に計上替えしたことによるものでございます。

歳入の国・県支出金１,０２６万円は県の分権改革推進移譲事務交付金でございます。

主な事業費は、権限移譲された県道の維持修繕業務委託料でございます。

次に、３目 道路新設改良費、町道局部改良事業でございます。資料では、２ページ

から順に記載しております出来庭地区の北南中央線、平谷地区の平谷中線、平谷西線、

萩原地区の庄賀東線、中溝地区の中溝１４号線でございます。

この事業は、町道の部分的な拡幅や交差点の隅切りなど、局部的な改良工事を実施す

るものでございます。事業全体で６,９６０万円、本年度と比べ３,６４０万円、１０９.

６％の増となっております。
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増額の主な内容は、本年度に比べ実施箇所が増加したことによるものでございます。

歳入の地方債２,１００万円、その他３,５６０万円は基金繰入金。

１９４ページ、１９５ページをお開きください。主な事業費は、用地購入費５００万

円、物件移転補償費５００万円、調査測量設計委託料及び工事請負費でございます。

続きまして、道路新設改良事務事業でございます。

この事業は、町道施設の新設、改良に伴い発生する事務的経費を計上するもので、事

業全体で２８１万８,０００円、本年度より９万円、３.１％の減となっております。

主な事業費は、工事の設計に必要な積算システム使用料３３万８,０００円と、県土

木協会負担金１０５万６,０００円でございます。

次に、１９６ページ、１９７ページの町道深原公園線（鞘ノ河内工区）新設事業でご

ざいます。

この事業は、町道深原公園線を深原地区準工業地域方面へ延伸するための道路を施工

するもので、事業全体で１,１５０万円、本年度より２,３７０万円、６７.３％の減と

なっております。

減額の主な要因は、橋梁工事の完了によるものでございます。

歳入の国・県支出金４９０万円は国庫交付金で、地方債は４４０万円でございます。

主な事業費は、用地購入費の１,０００万円でございます。

続きまして、町道呉萩線（呉地・萩原工区）改良事業でございます。資料では６ペー

ジ、７ページになります。

この事業は、町道呉萩線のうち呉地地区の呉地公会堂付近や萩原地区の県道付近から

熊野東中学校までの離合が困難な区間の道路改良事業を実施し、通過交通の円滑化や通

学する生徒の安全性の向上を図る事業でございます。事業全体で２,３３０万円、本年

度より４７０万円、１６.８％の減となっております。

歳入の国・県支出金１,１００万円は国庫交付金で、地方債は８１０万円でございま

す。

主な事業費は、用地購入費１,４００万円と調査測量設計委託料となっております。

続きまして、町道城之堀線改良事業でございます。資料は８ページ、９ページになり

ます。

この事業は、主要町道であります町道城之堀線の狭隘区間を拡幅し、通学路としての

歩行空間を確保するとともに、東西の交通ネットワークの向上を図る事業でございます。
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事業全体で２,５００万円、本年度より１,７５０万円、２３３.３％の増となっており

ます。

歳入の国・県支出金９１０万円は国庫交付金で、地方債は６７０万円でございます。

増額の主な要因は、中溝地区の熊野中学校付近の整備を行うことによるものでござい

ます。

主な事業費は、用地購入費５００万円と工事請負費となっております。

続きまして、１９８ページ、１９９ページの町道小迫地４号線新設事業でございます。

この事業は、萩原地区の東部に位置する道路ですが、付近にデイサービス施設やため

池が点在することから、既存道路を延伸することで避難路としての活用も期待でき、付

近の安全性を高めるものでございます。事業全体で７００万円、本年度より皆増となっ

ております。

歳入の国・県支出金３００万円は国庫交付金で、地方債は２７０万円でございます。

主な事業費は、調査測量設計委託料でございます。

続きまして、４目橋梁維持費、(国庫)橋梁維持修繕事業でございます。

この事業は、平成２５年度に策定いたしました橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽

化の著しい橋梁の補修及び点検を実施するものでございます。事業全体で１,８５０万

円、本年度より１,６５０万円、４７.１％の減となっております。

減額の主な要因は、５年に一度実施いたします１２２橋のうちの１０５橋の橋梁定期

点検が終了したことによるものでございます。

歳入の国・県支出金８０３万円は国庫交付金で、地方債は５９０万円でございます。

続きまして、３項河川費 １目河川管理費、町内普通河川改修事業でございます。

この事業は、町内一円の普通河川の災害を防止し、地域住民の安全を確保することを

目的として、改修、浚渫、維持補修等を実施するもので、事業全体で１,５３０万円、

本年度より５３０万円、５３.０％の増となっております。

増額の主な要因は、近年の集中豪雨や３０年７月豪雨により河川の氾濫や小規模災害

が発生していることから、昨年から計画的に実施しております河川内に堆積した土砂の

浚渫工事や補修が必要な護岸の工事を実施していくことによるものございます。

歳入の地方債は１,２００万円でございます。

主な事業費は、工事請負費でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○建設農林部技術次長（寺垣内） 続きまして、２００ページから２０１ページをお開き

ください。

４項都市計画費 １目都市計画総務費、都市計画一般事業でございます。

この事業は、都市計画審議会等に関する事務並びに各種協議会への負担金を計上する

もので、事業全体で１９７万３,０００円、本年度より８０３万６,０００円、８０.

３％の減となっております。

減額の主な要因は、令和２年度に都市計画マスタープラン策定業務が完了したことに

よる委託料の減によるものでございます。

歳入のその他５９万４,０００円は、屋外広告物許可手数料並びに都市計画総括図の

販売による雑入等でございます。

主な事業費は、都市計画審議会委員６人の報酬６万９,０００円、大型プリンターの

用紙やインクなどの消耗品２８万４,０００円、乗り継ぎ駐車場の草刈り業務委託料、

住居表示台帳修正に係る業務委託料等でございます。

次に、御覧のページ下段から２０３ページに記載のあります建築開発一般事業でござ

います。

この事業は、都市計画法や国土利用計画法等に基づく許認可事務の進達、営繕事務に

係る経費を計上しております。事業費全体で８４７万８,０００円、本年度より５４７

万６,０００円、１８２.４％の増でございます。

増額の主な要因は、会計年度任用職員の報酬、期末手当並びに社会保険料等の増によ

るものでございます。

歳入の国・県支出金５９万円は、国の住宅・建築物安全ストック形成事業補助金３８

万９,０００円、県の土地利用規制等対策費補助金１万１,０００円、建築物土砂災害対

策改修促進事業費補助金１９万円で、その他の５７万７,０００円は社会保険料納付金

などでございます。

主な事業費は、営繕工事積算システムのソフトウエア使用料の２８万８,０００円で

す。

次に、御覧のページ下段から２０５ページに記載のあります、子育て世代「住むなら

くまの」応援事業でございます。

この事業は、本年度に引き続き行う事業で、子育て世代の定住を促進し、人口の維

持・地域の活性化を図るため、住宅を新築または中古住宅を購入する際の支援措置とし
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て助成金を交付する事業です。事業費は、本年度と同額の１,５００万円でございます。

歳入の国・県支出金１,２４５万１,０００円は、広島県未来の地域づくり応援交付金

でございます。

続きまして、２目公園費、都市公園緑地管理事業でございます。

この事業は、公園・緑地の適正な維持管理に係る経費を計上するもので、事業全体で

１,７６４万３,０００円、本年度より４３８万７,０００円、１９.９％の減となってお

ります。

減額の主な要因は、機構改編に伴い、５款農林水産業費、２項林業費、１目林業振興

費の緑地管理事業に、緑地法面管理に係る委託料が移管されたことによるものでござい

ます。

歳入のその他７万５,０００円は、主にＮＴＴ、中国電力などの占用料でございます。

主な事業費は、公園敷地の土地借上料１５３万３,０００円、町内の公園・緑地の維

持管理に係る業務委託料、公園遊具等の保守点検委託料並びに公園の維持修繕工事費で

ございます。

次に、２０７ページを御覧ください。

深原地区公園管理運営事業です。

この事業は、深原地区公園の管理運営を指定管理者のＮＰＯ法人きらら会に委託する

ための費用並びに公園の維持補修工事費を計上するもので、事業費は６２７万６,００

０円、本年度より９０万円、１６.７％の増となっております。

増額の主な要因は、散策道路のゴムチップ舗装修繕に係る工事請負費の増によるもの

です。

歳入のその他１６万８,０００円は、自動販売機設置負担金です。

次に、筆の里工房周辺整備事業でございます。資料では１１ページになります。

来年度は整備方針の見直しに伴い、まずは第１ステージとして交流ゾーンの造成工事

に着手するものでございます。事業全体で７,３１８万円、本年度より１,６１４万２,

０００円、１８.１％の減となっております。

減額の主な要因は、実施設計業務委託料の減によるものでございます。

歳入の国・県支出金３,４００万円は国庫交付金で、地方債は３,０６０万円でござい

ます。

主な事業費は、工事請負費、委託料、物件移転補償費１５０万円でございます。



－131－

２０８、２０９ページをお開きください。

次に、３目公共下水道費、熊野町公共下水道事業繰出金でございます。

この事業は、一般会計から公共下水道事業特別会計への繰出金を計上するもので、事

業費は３億１,９２９万９,０００円、本年度より１,８４９万６,０００円、５.５％の

減となっております。

続きまして、そのページの中ほどから２１１ページにかけて記載のあります、５項住

宅費 １目住宅管理費、町営住宅管理事業でございます。

この事業は、町内の公営住宅９団地６８戸の維持管理を行うもので、事業全体で１,

２９５万９,０００円、本年度より２２０万６,０００円、２０.５％の増でございます。

増額の主な要因は、町営住宅の解体工事請負費の皆増によるものでございます。

歳入の国・県支出金は６３万円で、町営住宅解体工事に係る国庫補助金でございます。

その他１,２３２万９,０００円は主に家賃収入等でございます。

主な事業費は、土地借上料４５５万８,０００円、施設の保守点検や維持管理に要す

る委託料及び町営住宅の修繕を行うための工事請負費でございます。

次に、コーポラス熊野管理事業でございます。

この事業は、コーポラス熊野住宅３９戸の維持管理を行う事業で、事業全体で１,３

８４万４,０００円、本年度より４,９６３万９,０００円、７８.２％の減額となってい

ます。

減額の主な要因は、本年度に計上していたコーポラス熊野外壁改修工事の工事請負費

の減によるものでございます。

歳入のその他１,３８４万４,０００円は主に家賃収入です。

主な事業費は、簡易的な修繕料１１０万円、消防設備の保守点検等の委託料、及びコ

ーポラス熊野２号館屋上ひさしの防水改修工事請負費等でございます。

最後に、２１２、２１３ページをお開きください。

６項地籍調査費 １目地籍調査費、地籍調査事業でございます。

この事業は、土地行政の基礎資料となる地籍を明確にするための費用を計上するもの

で、事業全体で３５７万１,０００円、本年度より２４３万２,０００円、２１３.５％

の増となっております。

増額の主な要因は、土地情報管理システムの更新に伴い、新システムへ移行するため

のデータ変換業務委託料及び機械器具使用料の増によるものでございます。
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歳入のその他収入１,０００円は、コピー代等の雑入です。

主な事業費は、土地情報管理システム使用料１１４万９,０００円とその保守点検業

務委託料等でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） ページを飛びまして、２６８ページ、２６９ページをお開きく

ださい。

１０款災害復旧費 １項農林水産施設災害復旧費 １目現年度耕地災害復旧費、農地

及び農業用施設災害復旧事業でございます。

この事業は、新たに災害が発生した場合に備え、費目をあらかじめ設けております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） １０款災害復旧費 ２項土木施設災害復旧費 １目現年度土

木災害復旧費、公共土木施設災害復旧事業でございます。

この事業につきましても、新たに災害が発生した場合に備え、費目をあらかじめ設け

ております。

一般会計につきましては以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、１７０ページから１８１ページの農林水産

費、１８６ページから２１３ページまでの土木費、２６８、２６９ページの災害復旧費

について質疑を行います。質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １７５ページの鳥獣被害防止対策事業なんですけれども、今年度はドッ

グナビの予算を計上されていたと思うんですが、その成果というか、効果というか、お

伺いしたいんですけども。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堀野農林緑地課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） 今年度、銃器免許証を保有されている４人の方に親機４基と子

機、猟犬を保有されている方３人に子機３台を購入して貸与しております。１１月に一

斉駆除活動を行ったときに、イノシシ１頭を捕獲しております。
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以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 使用された方の感想というたらおかしいですけど、どういった反応だっ

たのか、分かれば教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堀野農林緑地課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） 初め使うのに、ちょっと設定をするのに時間がしばらくかかっ

たんですが、使い始めると皆さんうまく使えたように感じております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 令和３年度の予算は計上されてないんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堀野農林緑地課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） 銃器免許保有者４人に対してと猟犬３人に対して、皆さんに今

年度で購入できたので、令和３年度は予算要求しておりません。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） すみません、続きまして２０９ページの町営住宅管理事業なんですが、

解体工事の工事請負費が計上されてますが、解体される場所が分かれば教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 寺垣内建設農林部技術次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○建設農林部技術次長（寺垣内） １件につきましては、萩原にございます町営住宅、こ

れは１件空きが出ましたので、老朽化ということで解体をさせていただきます。もう１

件につきましてはただいま交渉中なんですが、初神住宅が空き次第、解体したいと考え

ております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） １７７ページ、農業基盤整備事業のうちの工事請負費１,１４６万３,０

００円。これはため池・水路等だと思うんですが、内訳、件数等について教えてくださ

い。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堀野農林緑地課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） 地元から改修申請を受け付けている件数は１６件になります。

その内訳としましては、水路１１件、農道・林道３件、ため池２件となっております。

この工事請負費では、そのほかに国・県が施工した治山堰堤の流末からの堤体水路の工

事や坂面大池の水路の浚渫工事なども入っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） これは主に３０年豪雨災害のまだ被害を受けた、そういった施設になる

わけですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堀野農林緑地課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） そういう箇所もございます。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 新年度予算にまだ計上されてない、まだ地元のほうから申請が出てるの

もあると思うんですが、そのあたり件数等が分かれば教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堀野農林緑地課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） 件数が１６件で、水路が１１件、農道・里道が３件、ため池が

２件となっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） それは今最初に説明をされた予算計上のされてる工事の内訳のことです

よね。予算計上にはなっていない、まだ地元から申請が出た分で、別の分です、これ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堀野農林緑地課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） すみませんでした。あと水路２件ほど残っている状態です。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。

荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 一般質問にもございましたけども、県道が大変渋滞をしておりまして、

裏道が随分混んできておりますが、そのあたりの改良の御要望等は出ておりませんでし

ょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。



－136－

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 県道に伴います付近ということで、恐らく呉出来線あたりの

ことではないかと思いますけども、直接的に改良をしてほしいという要望は届いており

ませんけども、そのあたり状況を見ながら、できるもの、できないものございますので、

対応できるものについては対応していきたいというようには考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 大体国の国庫補助が出る額というのは、１年に何ぼとかと決まっておる

んですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 国費の土俵にあがる事業に関していえば、１００申請しても

一般的には６割程度しか今の現状ではついてこないというのが現状でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 結局いろいろな隣接が、西条とか呉、郷原が最近随分通勤客が増えてい

るわけですが、皆さん、近道を選ばれます。私が住んでいるほうも混みますが、城之堀

線も相当逃げておるようです。中溝も逃げておりますね。これをいかに事故がないよう

に進めるかと。皆さんの知恵を借りて、特に私が最近通りますのに、通学時間にも入っ

てこられておりますね。道路ですから、入っちゃいけんと言うわけにいかないんですが、

やっぱり注意深く見ておきませんと、あと往々にしてけがが出ない、死亡事故が起こる

と対応するというのは今までの例ですが、こういう災害のことも経験を踏まえて、あら

かじめ予見をしながら、どうやったらその財源も確保できるか。そこらも皆さんの知恵

を出していきたいと思うんですが。

熊野の一般財源も減るという傾向にある中で、町長さん、いかがですか。財源の確保
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をするというのは、一番最初の施政方針にもありましたが、何かめどがございますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 沖田部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部長（沖田） 財源確保についての御質問でございますけれども、議員さん言

われるとおり、財源はかなり厳しい状況が続いております。そういった中で、道路改良

等につきましては、事業説明の中でも少し触れましたけれども、建物等が建っておる場

所を補償して拡幅というのはかなり財政的にも厳しい状況にあります。そういったこと

がありますので、空き地とか、空き家解体等があった場合は、そういう情報を頂いた場

合には積極的に土地所有者と交渉して、その部分から拡幅をしておるような状況です。

財源等を大事に使いまして、改良を行っておる状況です。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 最近とみに増えた手法としてリバースモゲージという手法がございます。

これは、要は持っとっても年金等が少なくて、現金収入がないと。土地があっても現金

がないという現象の中で、生きてるうちにお金をそういう信託銀行から頂いて、その後

はもうその土地は、死んだ後は全部渡すわけですね。だから、やっぱり生きてるうちの

あれなんですよ、大事なことなんですね。そういう仕組みも確保しながら、町の大事な

事業も、ある意味では半分ぐらいで事業確保、用地が確保できるかもしれません。だか

ら、このあたりも民間の力も借りなければいけませんし、土地開発公社は今機能してな

いかと思いますけども、現実社会としては土地はあっても現金がないと、毎日生活して

いくのに幾ばくかのお金を頂きながら、死んだ後はもう野となれ山となれと、こういう

現象も出てるのも認識していきたいと思います。観察して、お願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 中原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中原） 今、熊野もあちこちで団地、小規模の団地が進んでます。ありますよね。

昨日もあったんですが、町道認定をね、町道はどこまで認定をされていくんですかね。
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どん突きで、この前もどん突きもありましたし、道路から道路までのもありますしね、

いろいろと今あちこち小さい団地ができよるんで、町道認定をどこまでやられとるか、

認定をどんな形でやられとるか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） ミニ団地等で造っていただいた道路の認定ということでござ

いますけども、基本的には開発等の基準にのっとってされたもの、あと幅員であるとか

によって転回所を設ける必要があったもの、そういった基準を満たされたものであれば、

行き止まりであっても認定をしていくという形になろうかとは考えております。一定の

幅員が４メートルであれば、通り抜け等であれば問題ないんですけども、そのままで転

回広場もない、行き止まりというのであれば、ちょっと認定は難しいものというように

考えております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 中原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中原） 昨日の中溝の分ね、あれどん突きのような感じだったんで、どこまで認

定をされるんかなと思って。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 沖田建設農林部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部長（沖田） 昨日の認定の議案を出させていただいた案件についても、あれ

は開発行為の許可を取って築造された道路でございます。先ほどうちの次長のほうも申

しましたように、開発行為で築造された道路、あと道路位置指定という制度がございま

すが、これ建築基準法の関係ですが、それによって築造された道路であれば、道路法の

道路基準にも合致しておりますので、その道路については町に寄附を頂いて、町道認定

をしているという状況でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 中原委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中原） 長さの制限はないん、別に。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 沖田建設農林部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部長（沖田） 一応基準としては３５メートルごとに車の転回所、またそれに

代わる機能が必要ということになっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 基本的には今部長が申した基準なんですけども、昨日認定い

ただいた道路につきましては、幅員が６メートルございます。その場合には本来転回広

場が不用な道路であります。ただ、今回はそれにもかかわらず転回広場まで設けていた

だいておるということになっております。ですから、基準的には満たしているものとい

うように考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 時光委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（時光） １９８ページ、７款土木費、３項河川費、河川管理費の河川改修事業で

すね、町内の。これは浚渫も含まれておるということなんですが、４月になれば田植等

も入ってくるんで、そういったところに隣接した方々からいろんな問合せがあるんです

が、町内の普通河川ですね。この浚渫というのはどういう順番でやっておられるんでし

ょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 河川の浚渫ということでございますけども、県の河川も含め

まして、当然ながら下流域からいろいろ堆積しているという情報なり、町のほうで調査
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した結果をもとに、どうしても多いところ、多いところから入っていく必要がございま

すので、河川によって順番といいますか。以前、今年度につきましてもう既に道場川で

あるとか、一部入っておりますので、それで手がつけられてない三谷であるとか深原川、

平谷川のほうに来年度進めていきたいというように考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 時光委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（時光） 以前、県の河川について浚渫をお願いしたことがあるんですが、県のほ

うから言われたのが、大体町内で県河川については毎年年間に２か所ぐらいですかね、

ぐらいしか浚渫しないんだということで、要望の出たところからということを聞いてる

んですが、水害によってやはり同じように２か所ぐらいしか県のほうもやってくれない

のかということと、あとたくさん浚渫というか、土砂の多いところから取っていくとい

うことなんですが、その場所、場所によっていろいろな事情がありまして、やはり百姓

をするのに砂がたまったところの草を刈らなくちゃいけないとか、いろんな事情がある

んで、そういう町民の皆さんからの要望も含めて場所の選定というのはやっていただき

たいと思うんですが、いかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 確かに県の河川につきましても浚渫していただける箇所が少

ないと、限定されるという中で、他市町のほうからどうしても多いところ、人家の多い

ところ、守るべきものが多いところから優先順位をつけざるを得ないという現状がござ

います。それで要望して極力早くしていただきたいというように考えておりますし、町

河川につきましても、確かに多いところから手をつけていくという中でも、やはり地元

とも調整をある程度していかないと、要望と乖離するものをやってもまた意味がないこ

とになろうかと思いますので、そのあたりは地元とも協議をしながら進めていきたいと

いうように考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○産業建設分科会進行役（尺田） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） 先ほどの時光委員の質問とちょっとダブります。全体ではどれぐらいあ

るのかということをちょっと再度確認したいんですけど。あと、来年度の予定とかいう

のは先ほど御答弁がありましたので大丈夫ですけど、全体で幾つぐらい残っているのか

なというのを併せて教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 箇所については、ちょっと河川によって多い箇所、少ない箇

所あるんですけども、河川数でいきますと、平谷川、石風呂川、道上川、三谷川、深原

川につきまして、町が管理しているということで対象になるということで考えておりま

す。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） すみません。先ほどのお話の中で平谷川が来年度入っているというふう

に聞いたんですが、それでオーケーだったでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 平谷川につきましても、県河川の部分もございますが、普通

河川の部分については計画をしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） よろしくお願いします。ありがとうございました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○産業建設分科会進行役（尺田） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 全協のときから説明を受けとるんですが、２０７ページの筆の里工房

周辺整備事業の件ですけども、７,３００万円の予算がついて大体のことは覚えてるん

ですが、もう今既に駐車場、この今配られてる資料の１１ページでいいますと、駐車場

の３のほうの工事はもう既に始まっておりますけども、順番を入れ替えて交流ゾーンの

ほうから工事をされるという話をお聞きしておりますが、令和３年度ではある程度工事

請負費というのも載っておりますから、具体的なところ、どんなことが始まるんかとい

うことをちょっとお聞きしたいと思うんですが、よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 寺垣内建設農林部技術次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部技術次長（寺垣内） １１ページの資料で申しますと、今の交流ゾーンの中

の造成、土を切り盛りするという工事と、あとぬくもりの園からの筆の里工房への通行

帯、歩いて渡れるような整備等をいろいろそこら辺で、恐らく切り盛り等で工事がかな

り大きなものになると思われるので、そこら辺で恐らく令和３年度は終了すると思いま

す。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） ぬくもりの園と交流ゾーンのところの主に造成工事が始まるというふ

うに考えていいんですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 寺垣内建設農林部技術次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部技術次長（寺垣内） 諏訪本議員のおっしゃられるとおり、そのとおりでご

ざいます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 諏訪本委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） ありがとうございます。

これは私の一つの考えなんですけども、これから交流ゾーンのほうを優先して進めら

れるという中で、私、この前もちょっと関係の方に述べたんですけども、大学の、産官

学じゃないですが、大学の研修センターあたり、特に大学あたりではやはり書道の研修

という場所の確保に苦慮されておられるという話もお聞きしております。できればそう

いった大学との連携も含めてこの交流ゾーンを考えていただきたいなというようなこと

を思っております。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） よろしいですか。

竹爪委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（竹爪） ２０３ページになりますけど、子育て世代「住むならくまの」応援事業

でございますけど、１,５００万円ということで、この町内においてもいろんなところ

で住宅開発されてますけど、新築住宅、先ほど中古住宅も含むと言われてましたけど、

申請の感じはどのような感じで皆さん申請されてますでしょうか。それと、販売業者さ

んのほうにも、これをきちっと情報の伝達のほうと、皆さん申請されているのかどうか

お聞きします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 寺垣内建設農林部技術次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部技術次長（寺垣内） 住むなら子育て世代の実績と申しますか、過去５年間

で申しますと、平均で１年あたり７５件の申請がございます。今の事業者の方がそうい

うお問合せがありましたら、やはりそういう話は申し添えて、漏れがないようにさせて

いただいております。

令和２年度は、２月末現在なんですが、ちょっと多少コロナの影響があるのかなと思

うんですけど、令和２年度の２月末現在が５５件でございます。ちょっと少なめでござ

います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○産業建設分科会進行役（尺田） 竹爪委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（竹爪） 分かりました。私も議員としてもそうなんですが、住むならほんとに熊

野に住んでほしい。できる限り町内に住んでいただきたいので、手厚くというわけでは

ありませんけど、他の町では若干金額もアップされているようなこともありますので、

今後いろんな形で、ぜひそういうことを踏まえながら進めていただきたいなと思ってお

ります。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 民法委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（民法） ２０１ページの都市計画一般事業なんですが、パーク・アンド・ライド

の駐車場の件ですが、以前にも話が上がったんですが、駐車場の管理は県、そして町は

負担金のみということ。最近というか、不法車両やスクラップとかで、利用される方が

迷惑というか、止められないような苦情があるんですが、そういった対応はお聞きにな

ってどうされているのか、お聞きしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 民法議員御指摘の２０１ページのパーク・アンド・ライド負

担金等で載っておることだと思いますけども、これと団地、営業所のとこにある乗り継

ぎ駐車場については別になっておりまして、これについては都市計画事業の中の県内の

パーク・アンド・ライドの協議会のほうの負担金ということになっております。

現在、県のほうで設置を頂いているものとは全然別物なんですけども、現在、実際団

地のところにある部分につきましては、県のほうで設置をして運営をしていただいてる

と。通常の草刈り等のものについて町で行っているというのが現状でございます。

一時、利用者以外の駐車というのがちょっと多々あるということもございましたけど

も、現在はそこまで大きなものは前よりは減少しているというふうにはお聞きしており

ますし、実際に使われる方から直接的なものは町のほうには苦情等は入っている状況で

はございません。
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以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 民法委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（民法） ということは、苦情というのは一切ないというか、見回りというか、何

か月かに一遍ぐらいは見回りというか、されているんですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 普段の維持管理の中で草刈り等をやりますので、そういった

部分で見たりということはございますけども、定期的に毎月とかいうレベルではないん

ですけども、一応確認はしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 民法委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（民法） 苦情がないということはいいことなんですが、私らが毎日通ったら、駐

車場に止められん、入り口のほうまで車が止まってるということがあるので、今後利用

者が利用できるように、気をつけて見ていただきたいと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。

中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） 先ほどの民法議員の関連なんですけど、苦情がないという話だったと思

いますけど、この前、私がこれを質問させていただいた中なんですが、それからちょこ

ちょこ私は気になりますのでのぞくんですけど、実際、車の廃棄になるんか何か分から

んけど、７台ぐらいはあります、現実に。それから、その車の中にはいろんなものが全

部入って、電気製品であったりとか、そんなんが入ってます。それが止まってるという

ことは、その横の両サイドも影響があったらまずいということがやっぱりされるんでし
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ょう。そこは比較的空いてます。よって、７台ぐらい止まっておれば９台マスぐらいは

使えない、使わないというふうな感じになってるんですけど。

これ以前のときには県のほうに物申すということで、話、答弁があったと思うんです

けど、その車は私が質問したときからずっと残ってるんですね。だから、先ほどの回答

はちょっと違うんかなというふうに思いますが、どうでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（堂森） 申し訳ございません。苦情がないというのは、町のほうに止

めれないとかいうもので直接入ってという意味でお答えをさせてもらったんですけども、

確かに実際に放置されている車があるという部分については承知しておりまして、県の

ほうとも話をしておるという状況でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） 早急まで行かないかもしれませんけれども、やっぱりそういう問題がず

っと前からあるということなんで、だからやっぱり利用したいけど危ないと思って避け

て、そこは置かないというのがずっと続いているので、やっぱりアクションを持ってい

ただきたいというふうに思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。

じゃあ、一般会計はもうよろしいですね。

（「なし」の声あり）

○産業建設分科会進行役（尺田） ないということですので、暫時休憩に入ります。

再開は明日９時半からお願いいたします。

お疲れさまでした。

（休憩 １６時４３分）
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令和３年予算特別委員会 産業建設分科会

（会議録 第２号）

１．招集年月日 令和３年３月１１日

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開議年月日 令和３年３月１２日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 林 保

建 設 農 林 部 長 沖 田 浩

総 務 部 長 宗 條 勲

建設農林部次長 堂 森 憲 治

建設農林部技術次長 寺垣内 栄 作

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

農 林 緑 地 課 長 堀 野 准

上 下 水 道 課 長 多久見 良 数
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財 務 課 長 西 川 伸一郎

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

農林水産業費

土木費

災害復旧費

公共下水道事業特別会計

上水道事業会計

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（再開 ９時２６分）

○産業建設分科会進行役（尺田） おはようございます。

定刻より少し早いんですが、休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。

それでは、公共下水道事業特別会計について、説明をお願いいたします。

多久見上下水道課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○上下水道課長（多久見） それでは、公共下水道事業特別会計予算（案）について御説

明いたします。

予算書、中ほどにある緑色の仕切りの２枚目をお開きいただき、１６、１７ページか

ら１８、１９ページをお願いいたします。

まずは、１款総務費 １項総務管理費 １目一般管理費でございます。

この事業は、公共下水道の普及促進や維持管理経費を計上しております。事業費全体

で２億１,２１１万４,０００円、本年度より７３０万２,０００円、３.３％の減となっ

ております。

減額の主な要因は、地方公営企業法適用移行支援業務に係る委託料の減によるもので

ございます。
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財源は、地方債１,１２０万円、その他として繰入金等１,３２５万８,０００円、一

般財源として下水道使用料１億８,７６５万６,０００円を充てております。

主な事業費といたしましては、まず中段にございます維持管理に必要な業務等の委託

料合わせて●●●●●円で、主に下水道使用料徴収委託料、マンホールポンプ場管理委

託料、地方公営企業法適用移行支援業務の委託料などでございます。また、工事請負費

としましては●●●●円で、公共桝及び管渠補修工事費を計上しております。１９ペー

ジ中段の流域下水道維持管理負担金１億３３９万７,０００円は、熊野町で発生した下

水を広島市南区の広島県東部浄化センターで広域処理するために必要な維持管理負担金

でございます。

続きまして、下段の２款事業費 １項下水道事業費 １目公共下水道整備費でござい

ます。御覧のページから２１ページにかけて記載をしております。事業費全体で、５,

３００万２,０００円、本年度より３,１８４万２,０００円、３７.５％の減となってお

ります。

減額の主な要因は、熊野団地における老朽管路改築更新の工事延長を減少したことに

よるものでございます。令和３年度においては、令和４年度からの法適用開始に伴い、

全ての工事を早期完了する必要があることから、工事量を減少させているものでござい

ます。

財源は、汚水管渠工事に係る国庫交付金７６０万円、地方債３,２４０万円、その他

として受益者負担金４１６万円、一般財源として下水道使用料８８４万２,０００円を

充てております。

主な事業費といたしましては、設計業務等の委託料が合わせて●●●●●●●●●円、

また、工事請負費が合わせて●●●●●円で、国庫交付金事業として熊野団地内の老朽

管路改築更新費用を計上しております。

事業実施箇所につきましては、お手元にお配りしております予算特別委員会資料１５

ページから１７ページを御覧ください。

まず、①として熊野団地改築更新実施設計ですが、熊野団地内における緊急順位の高

い老朽管路の改築更新をするため、延長計１,４７４メートルの実施設計を行う予定と

しております。

次に、②及び③として、熊野団地内の貴船地区におきまして、延長計７０メートルの

汚水管渠布設替え工事を予定しております。
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公共下水道事業特別会計予算（案）の説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、公共下水道事業特別会計について、質疑を

行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○産業建設分科会進行役（尺田） ないようでしたら、次に移りたいと思います。

続きまして、上水道事業会計について、説明をお願いします。

多久見上下水道課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○上下水道課長（多久見） それでは、上水道事業会計予算（案）について、御説明いた

します。

なお、上水道事業会計予算につきましては、地方公営企業法施行規則第４５条におき

まして、予算書の様式が定められております。したがいまして、一般会計などの予算書

のような事業ごとの予算編成になっておりませんので、例年どおり資料の令和３年度歳

入歳予算説明資料の中にございます主要事業一覧表の内容に沿って説明をさせていただ

きます。

それでは、説明資料１０の最後のページ、２２ページをお開きください。

上段の項目番号６、上水道事業会計の表を御覧ください。また、事業実施箇所につき

ましては、お手元にお配りしております予算特別委員会資料１８ページから２２ページ

を併せて御覧ください。

初めに、営業費用の受託工事費でございますが、事業費として●●●●円を計上して

おります。

事業実施箇所図では、①として、広島県が実施する県道矢野安浦線道路改良事業に伴

い支障となる水道管の移設工事を行うもので、出来庭地区におきまして延長９０メート

ルの配水管布設替え工事を予定しております。

次に、建設改良費の上段、未給水地区解消事業でございますが、事業費として６２０

万円を計上しております。

事業実施箇所図では、②として出来庭地区で延長１６０メートルの配水管布設工事を

予定しております。

最後に、建設改良費下段、老朽管路更新事業でございますが、事業費として６,３６
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０万円を計上しております。

事業実施箇所図では③として、出来庭地区の老朽管延長１３０メートル、④か⑥とし

て、熊野団地内の柿迫地区、貴船地区及び東山地区におきまして、延長計７６０メート

ルの老朽管路の布設替え工事を予定しております。

上水道事業会計予算（案）の説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 質疑はございますか。ないですか。

中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ちょっと参考にお聞きしたいんですけれど、この件とはちょっと離れる

かもしれません。実は、海田、瀬野川に近い付近になろうかと思うんですけど、そこか

ら安芸ゴルフの打ちっ放しですかね、矢野、串掛林道を上がったところ。で、矢野へ下

りるところがあるんですけど、それからずっと呉のほうに向かって県がやっている送水

管があると思います。もう一つは黒瀬のほうから呉方面に送っている送水管、２ルート

あると思うんですけど、３１号線をずっと沿って呉までいっている送水管。これは何年

か前に破断して、今壊れてるんですけど、その工事を今瀬野川付近から串掛林道の頂上

付近の下のほう、それから絵下山の下のほうをずっと通って吉浦方面に向かっていると

いう、今工事をやっているんですけど、これによって平谷地区はほとんどの御家庭が井

戸を使っているということがあって、今水質の調査を何年か前に継続的に行ったり、あ

るいは水量の調査を行ったりということを今県のほうでやっていただいているんですけ

ど、こういった工事は熊野町としても多分承知されてると思うんですけど、もし何か異

常があったときに、そのあたりの対応として、熊野町としては直接は関わりはないんで

しょうか。この辺がもし分かりましたら。

最近、ちょっと水が濁ってきたりとかというのも何軒か住民の方から、自治会を通し

ての話になるんですけど、聞いております。もし情報等何かありましたら、あるいは今

後、そういったときに熊野町の関わりがどうなのかということをちょっとお尋ねしたい

と思うんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 多久見上下水道課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○上下水道課長（多久見） 広島県のほうから二期トンネルの整備工事ということでの話

は伺っております。直接的に熊野町のほうでできることは少ないかと思うんですが、今

の段階で井戸枯れ等の対策として、熊野町の水道管から県のほうは分岐をして、もし井

戸枯れ等が発生した場合には、その分岐から仮設の給水をするという工事のほうを今し

ていただいて、うちのほうもそれを認めてるという状況でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） 県のほうも、今工事を今年度から来年度にかけて、ちょうどあゆみかな、

あの下のほうにも入ってくるということで、まさに平谷地区の真下になってくるんです

けど、そういった異常時のときには、平谷の説教所の裏に敷地をお貸しして、そこにポ

ンプを設置するという、緊急のときにですね。そういった話は伺っておりますけど、も

しそのような事態が発生したときには、熊野町としても何か支援というんでしょうか、

関わっていただきたいなという思いがあるんですが、再度、その辺をお聞きしたいと思

いますが、いかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 多久見上下水道課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○上下水道課長（多久見） 熊野町としましても、県と協力して、そういった事態が発生

した場合には最大限協力のほうはさせていただきたいと考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ありがとうございました。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 熊野団地内の石綿管なんですけれども、平成２５年度から１０年間で更
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新をされる工事をされているとのことなんですけれども、残りはどのぐらいあるのか教

えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 多久見上下水道課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○上下水道課長（多久見） 熊野団地、残り約２.９キロになります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） すみません、場所を教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 多久見上下水道課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○上下水道課長（多久見） 申し訳ない、間違えておりました。残り、今年度、来年度に

おきまして、今年度が柿迫、貴船、東山地区で７６０メートル、令和４年度で６５２メ

ートルで、こちらで熊野団地のほうの改築更新のほうは完了する予定となっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○産業建設分科会進行役（尺田） ないようでしたら、以上で当分科会での審査は全て終

了とします。

それでは、審査報告につきまして、進行役において報告書を作成したいと思います。

報告書作成のため、暫時休憩します。

（休憩 ９時４１分）

（再開 ９時４３分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 休憩前に引き続き、分科会を再開します。

分科会報告書を作成しましたので、朗読します。
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予算特別委員長 山野千佳子様

産業建設分科会進行役 尺田耕平

令和３年熊野町議会予算特別委員会産業建設分科会審査状況報告書

本分科会は、令和３年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１１

日、１２日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第１７号、令和３年度熊野町一般会計予算のうち、農林水産業費、土木費、災害

復旧費について。

議案第１９号、令和３年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について。

議案第２２号、令和３年度熊野町上水道事業会計予算について。

以上でございます。

それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会に報告することで御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会

で報告することに決定しました。

以上をもちまして、産業建設分科会を終了します。

皆さん、御協力ありがとうございました。

（散会 ９時４５分）
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令和３年 予算特別委員会 文教分科会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和３年３月１２日

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和３年３月１２日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のため出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 林 保

教 育 部 長 横 山 大 治

総 務 部 長 宗 條 勲

住 民 生 活 部 長 貞 永 治 夫

教 育 部 次 長 隼 田 雅 治

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫

住民生活部次長 立 花 太 郎

建設農林部技術次長 寺垣内 栄 作
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教 育 指 導 監 元 永 圭 一

教 育 指 導 監 斉 藤 弘 樹

防 災 安 全 課 長 花 岡 秀 城

財 務 課 長 西 川 伸一郎

町 公 民 館 長 熊 野 孝 則

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

教育費

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 ９時４８分）

○文教分科会進行役（片川） ただいまから、令和３年予算特別委員会文教分科会を開催

いたします。

それでは、令和３年度の事業ごとにおける歳入歳出予算について担当から説明を受け

たいと思います。説明及び質疑応答は着座にてお願いいたします。

それでは、教育費についての説明をお願いいたします。

隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） まず、事業説明に入る前に、予算書事項別説明の変更点について

御説明をさせていただきます。

本年度まで９款教育費 ２項小学校費及び３項中学校費で、学校への配当予算も各学

校ごとに１事業として記載しておりましたが、小学校一般管理事業の次に小学校施設維

持管理事業、小学校大規模改造事業と続き、その次に小学校一般管理事業 第一小学校、

小学校施設維持管理事業 第一小学校、また小学校一般管理事業 第二小学校、小学校

施設維持管理事業 第二小学校といったように、同一事業にもかかわらずその記載の順

番がばらばらになっており、事業目的が分かりづらい表示となっておりました。このこ
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とから、令和３年度からの予算書では、各学校に配当する予算は同一事業に含め、歳入

歳出事項別明細書に記載するよう変更しております。今年度は前年度との比較など昨年

度までと違う点について、御承知おきいただきたいと思います。

なお、各学校に配当する予算及び執行の管理においては、従前どおり、教育委員会事

務局で実施してまいります。

それでは、教育部の各事業について説明をさせていただきます。

歳入歳出予算書２２２、２２３ページをお願いいたします。

９款教育費 １項教育総務費 １目教育委員会費、教育委員会活動事業でございます。

この事業は、教育委員会の活動に必要な委員報酬や旅費、研修負担金などを計上する

ものです。事業全体で２２８万８,０００円、本年度と同額となっております。

主な事業費は、教育委員報酬の２１０万８,０００円でございます。

続きまして、２２２ページの中段、２目事務局費、学校教育一般管理事業でございま

す。

この事業は、学校教育に係る人的経費や教育長及び職員の旅費、緊急連絡用のメール

システム、学校健診に係る機械器具使用料の費用などの経費を計上するものです。事業

全体で５１８万９,０００円、本年度より４９万５,０００円、８.７％の減となってお

ります。

減額の主な要因は、熊野中学校に配置しております事務補助員の報酬を、後ほど御説

明いたします学校支援事業に組み替えたことによるものでございます。

主な事業費は、教育委員会事務局職員の時間外、職員諸手当１８３万２,０００円、

耳鼻科検診・歯科検診で使用する器具の使用料１０５万円でございます。

その他の財源１０万８,０００円は、筆の里づくり基金の繰入れでございます。

続きまして、２２５ページの中段、学校教育振興事業でございます。

この事業は、教育支援委員会や就学時健診に要する経費、外国語指導のための英語指

導助手派遣業務委託、学力向上対策に係る経費などを計上するものです。事業全体で１,

８３７万６,０００円、本年度より７４万６,０００円、４.２％の増となっております。

増額の主な要因は、令和３年度に新たに設けます家庭通信環境整備補助金及び感染症

対策を講じた上で実施する就学時健診謝金等、報償費の増額によるものでございます。

主な事業費は、英語指導助手派遣業務の委託料●●●●●●●●●円でございます。

続きまして、２２７ページの中段、学校支援事業でございます。
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この事業は、教員の事務支援を行う学校支援員、不登校、問題行動に対応するための

教育支援員やスクールソーシャルワーカー、通常学級において配慮を必要とする児童に

対応する配慮児童支援員などの配置に伴う経費、そして施設の簡易な修繕等に速やかに

対応するための学校施設等安全点検業務委託料、ＧＩＧＡスクール構想を推進するため

のＩＣＴ支援員業務委託料等を計上するものです。事業全体で３,９６５万１,０００円、

本年度より１,２４５万６,０００円、４５.８％の増となっております。

増額の主な要因は、令和３年度から配置いたしますＩＣＴ支援員の派遣業務委託料及

びＧＩＧＡスクールサポーター業務委託料の増額によるものでございます。

主な事業費は、会計年度任用職員に係る報酬１,６６０万７,０００円、会計年度任用

職員期末手当３５０万円、社会保険料４２８万５,０００円、学校施設等安全点検業務

委託料●●●●●●●●円、ＧＩＧＡスクールサポーター業務料●●●●円、ＩＣＴ支

援員派遣業務委託料●●●●円でございます。

その他の財源１９８万６,０００円は、社会保険料納付金でございます。

続いて、２２８、２２９ページの中段、２項小学校費 １目学校管理費、小学校一般

管理事業でございます。説明欄に記載しております内容につきましては、冒頭に御説明

しましたように、小学校一般管理事業として、今年度まで各学校に配当していた予算に

ついて含めたものでございます。

この事業は、小学校における学校医や用務員の配置、児童及び教職員の健診の実施や

各校のパソコン・ＩＣＴ機器等に要する経費、学校運営に必要な消耗品費、電話・郵送

料等の通信運搬費を計上するものです。事業全体で６,５５３万８,０００円、本年度よ

り４４４万４,０００円、７.３％の増となっております。

増額の主な要因は、会計年度任用職員の期末手当、インターネット回線の増設に係る

通信運搬費、教職員パソコン・センターサーバーの更新に係る機械器具使用料等の増額

によるものでございます。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬１,９４２万６,０００円、学校医報酬３５３万

６,０００円、会計年度任用職員期末手当４３８万１,０００円、社会保険料４５７万８,

０００円、小学校４校の学校維持・清掃用品等の消耗品費６５１万７,０００円、パソ

コン等の機械器具使用料１,４０９万８,０００円でございます。

その他の財源２４１万６,０００円は、社会保険料納付金２０７万４,０００円、行政

財産目的外使用料３４万２,０００円でございます。
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続きまして、２３１ページ、小学校施設維持管理事業でございます。

この事業は、小学校の施設維持管理、修繕などに係る経費を計上しており、今年度ま

で各学校に配当していた予算を含めたものでございます。事業全体で１億１,２０５万

２,０００円、本年度より５,０８２万５,０００円、８３.０％の増となっております。

増額の主な要因は、熊野第一小学校南校舎及び熊野第四小学校校舎屋根・屋上の防水

工事に係る工事請負費の増額によるものでございます。

主な事業費は、小学校４校の電気・水道料金等の光熱水費１,９８８万２,０００円、

学校敷地の土地借上料２,３１８万４,０００円、そして熊野第一小学校南校舎及び熊野

第四小学校校舎屋根・屋上の防水工事等に係る工事請負費●●●●●●●●●円でござ

います。

次に、２３０、２３１ページ下段、２目教育振興費、小学校教育振興事業でございま

す。

この事業は、学力調査の実施、デジタル教科書のリース、学習用の消耗品や備品、指

導書等の購入、児童の対外活動のための費用、要保護・準要保護児童に対する修学援助

費など、小学校教育の振興を図るための経費を計上しており、今年度まで各学校に配当

していた予算を含めたものでございます。事業全体で３,７４４万３,０００円、本年度

より３９５万９,０００円、９.６％の減となっております。

減額の主な要因は、本年度から使用しております教科用図書の指導書購入経費を令和

２年度において予算措置したことによるものでございます。

主な事業費は、小学校４校の配布資料やプリント用コピー用紙等の購入に係る消耗品

費５３８万３,０００円、小学校４校の対外活動費１４２万３,０００円、扶助費の要保

護及び準要保護児童援助費１,９３９万９,０００円、新入学学用品費の入学前支給分４

１２万８,０００円でございます。

その他の財源５０万円は、日本スポーツ振興センター保護者負担金でございます。

続きまして、２３３ページの下段、小学校低学年書道科指導事業でございます。

この事業は、小学１年生と２年生を対象に教育課程外で年間１５時間、書道の授業を

行うもので、書道の指導を通じ正しい姿勢を身につけ、集中力と持続力を養い、熊野を

愛する豊かな心と人間性の育成を目的としております。事業全体で５８３万９,０００

円、本年度より３８万１,０００円、７.０％の増でございます。

増額の主な要因は、低学年書道科講師の期末手当２８万９,０００円の増額によるも
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のでございます。

主な事業費は、低学年書道科講師の報酬３３５万６,０００円、期末手当７１万４,０

００円、社会保険料１３７万５,０００円でございます。

その他の財源５８３万９,０００円は、筆の里づくり基金繰入金５１７万７,０００円、

社会保険料納付金６６万２,０００円でございます。

続きまして、２３４、２３５ページ中段、３項中学校費 １目学校管理費、中学校一

般管理事業でございます。

この事業は、中学校における学校医や用務員の配置、児童及び教職員の健診の実施や

各校のパソコン・ＩＣＴ機器等に要する経費、学校運営に必要な消耗品費、電話・郵送

料等の通信運搬費を計上しており、今年度まで各中学校に配当していた予算を含めたも

のでございます。事業全体で６,４３９万６,０００円、本年度より９３６万３,０００

円、１７.０％の増となっております。

増額の主な要因は、特別支援学級の生徒の増に伴う特別支援学級支援員配置時間の増

による報酬、職員手当、共済費の増額によるものでございます。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬２,７５４万１,０００円、会計年度任用職員期

末手当６５６万４,０００円、社会保険料７８４万円、パソコン等の機械器具使用料９

５２万４,０００円でございます。

その他の財源３７２万６,０００円は、社会保険料納付金３６６万８,０００円、行政

財産目的外使用料５万８,０００円でございます。

続きまして、２３７ページ下段から２３９ページにかけての中学校施設維持管理事業

でございます。

この事業は、中学校施設の維持管理、修繕などに係る経費を計上しており、今年度ま

で各中学校に配当していた予算を含めたものでございます。事業全体で７,３５９万２,

０００円、本年度より３,２９１万９,０００円、８０.９％の増となっております。

増額の主な要因は、熊野中学校及び熊野東中学校生徒下足場屋根の防水工事等に係る

工事請負費の増額によるものでございます。

主な事業費は、中学校２校の電気・水道料金等の光熱水費８８７万２,０００円、学

校敷地の土地借上料２,０７１万円、そして熊野中学校及び熊野東中学校生徒下足場屋

根の防水工事等に係る工事請負費●●●●●円でございます。

次に、２３８、２３９ページの中段、２目教育振興費、中学校教育振興事業でござい
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ます。

この事業は、学力調査の実施、デジタル教科書のリース、学習用の消耗品や備品、指

導書等の購入、生徒の対外活動のための費用、要保護・準要保護生徒に対する修学援助

など、中学校教育の振興を図るための経費を計上しており、今年度まで各学校に配当し

ていた予算を含めたものでございます。事業全体で２,５９１万２,０００円、本年度よ

り２８５万４,０００円、１２.４％の増となっております。

増額の主な要因は、来年度から使用する教科用図書の指導書購入に係る消耗品費の増

額によるものでございます。

主な事業費は、中学校２校の配布資料やプリント用のコピー用紙等学習用消耗品及び

来年度から使用する教科用図書の指導書購入に係る消耗品費６０４万７,０００円、中

学校２項の対外活動費２１５万１,０００円、扶助費の要保護及び準要保護生徒修学援

助費１,１５８万９,０００円でございます。

その他の財源２６万３,０００円は、日本スポーツ振興センター保護者負担金でござ

います。

続きまして、２４０、２４１ページ中段、４項学校給食費 １目学校給食費、学校給

食事業でございます。

この事業は、学校給食法に基づき、児童・生徒の健全な心身の発達、発育及び食育を

推進することを目的に、デリバリー方式による給食を提供するための経費を計上するも

のです。事業全体で１億３,１６５万７,０００円、本年度より６２３万３,０００円、

４.５％の減となっております。

減額の主な要因は、本年度の実績に合わせ積算したことによる給食調理業務の食材調

達に係る委託料の減額によるものでございます。

主な事業費は、給食容器購入のための消耗品費１２７万２,０００円、給食システム

クラウド利用の手数料８５万８,０００円、給食調理、食材購入、食品検査等に係る業

務委託料●●●●●●●●●●●円でございます。

その他の財源６,５４５万円は、学校給食保護者負担金６,５４０万４,０００円、学

校給食保護者負担金督促手数料４万６,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町公民館長（熊野） 続きまして、２４２、２４３ページをお願いいたします。

９款教育費 ５項社会教育費 １目社会教育総務費、社会教育一般事務でございます。
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この事業は、生涯学習振興のための庶務及び社会教育関係団体の育成に係る経費を計

上するものでございます。事業全体で３９１万７,０００円、本年度より９万７,０００

円、２.４％の減となっております。

主な事業費は、くまどくノート・くまどくカレンダー作製等に要する印刷製本費３９

万３,０００円、社会教育関係団体等への補助金及び負担金１９６万３,０００円でござ

います。

その他の財源２５万円は、講習受講負担金でございます。

続きまして、２４６、２４７ページ上段、成人を祝う会事業でございます。

この事業は、ふるさと熊野町の将来を担う、新成人の門出を祝う成人を祝う会開催に

係る経費を計上するもので、今年度延期となり、５月２日に町民体育館で開催する成人

を祝う会の経費及び来年度分の成人を祝う会の経費を計上しております。来年度開催の

この会は、令和４年１月９日に一昨年までと同様に町民会館で開催する予定としており、

どちらの会も約２００人の参加者を見込んでおります。事業全体で１５２万２,０００

円、本年度より８３万４,０００円、１２１.２％の増となっております。

増額の主な要因は、本年１月に開催を予定していた成人を祝う会会場を感染症対策の

ため町民体育館にしたことによる会場設営委託料の増額によるものです。

主な事業費は、記念品料５７万２,０００円、会場設営委託料●●●円でございます。

続きまして、中段の青少年健全育成事業でございます。

この事業は、青少年の健全育成を目的として組織された団体、青少年育成くまの町民

会議の活動に係る経費を計上するものでございます。事業全体で１３万円、本年度と同

額となっております。

主な事業費は、青少年育成くまの町民会議補助金１２万５,０００円でございます。

続きまして、下段の郷土館管理運営事業でございます。

この事業は、熊野町郷土館の管理運営に係る経費を計上するものでございます。事業

全体で１３６万２,０００円、本年度より１万６,０００円、１.２％の減となっており

ます。

主な事業費は、光熱水費１６万８,０００円、施設管理業務委託料●●●●●●●円

でございます。

続きまして、２４８、２４９ページをお願いいたします。

２目町民会館費、町民会館施設管理事業でございます。
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この事業は、生涯学習の拠点施設であるとともに、老人福祉センター機能も有する熊

野町民会館の施設維持管理に係る経費を計上するものです。事業全体で１,７６５万５,

０００円、本年度より５６８万８,０００円、２４.４％の減となっております。

減額の主な要因は、本年度実施いたしました町民会館講堂天井改修工事に伴う実施設

計業務の完了によるものです。

主 な 事 業 費 は 、 光 熱 水 費 ６ ３ ７ 万 ５ , ０ ０ ０ 円 、 施 設 管 理 業 務 委 託 料

●●●●●●●●円、施設設備保守点検業務委託料●●●●●●●●円でございます。

その他の財源９３万円は、老人福祉センター使用料９０万円、雑入のコピー代３万円

でございます。

続きまして、２５０、２５１ページ、３目公民館費、熊野町公民館管理運営事業でご

ざいます。

この事業は、町民会館における町公民館部分の施設管理及び主催事業の開催等に係る

経費を計上するものです。事業全体で６０２万５,０００円、本年度より３７９万９,０

００円、３８.７％の減となっております。

減額の主な要因は、会計年度任用職員の計上が１人減となったものによります。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬１６４万５,０００円、施設設備保守点検業務

委託料●●●●●●●●円でございます。

その他の財源３５５万円は、熊野町公民館使用料１８０万円、行政財産目的外使用料

６９万８,０００円、筆の里づくり基金繰入金１万５,０００円、社会保険料納付金２９

万８,０００円、熊野町公民館受講参加費３９万円、自動販売機設置負担金３４万８,０

００円、公衆電話料１,０００円でございます。

続きまして、下段の熊野東公民館管理運営事業でございます。

この事業は、熊野東公民館の施設管理及び主催事業開催に係る経費を計上するもので

す。事業全体で１３０万１,０００円、本年度より４３１万５,０００円、７６.８％の

減額となっております。

減額の主な要因は、館の廃止を控え、部屋の貸出し、事業等を４月までとしたことに

よる光熱水費等の減によるものです。

主な事業費は、光熱水費２１万７,０００円、施設管理業務委託料●●●●●●●円

でございます。

その他の財源８万円は、公民館使用料６万円、熊野東公民館受講参加費２,０００円、
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自動販売機設置負担金１万４,０００円、雑入のコピー代４,０００円でございます。

続きまして、２５２、２５３ページの下段、公民館一般事務でございます。

この事業は、公民館全般に係る経費及び放課後子ども教室の運営に係る経費を計上す

るものです。事業全体で２７９万６,０００円、本年度より３,００１万９,０００円、

９１.５％の減となっております。

減額の主な要因は、本年度予算計上しております旧中公民館解体工事に係る工事請負

費２,９３７万円の減によるものです。

主な事業費は、土地借上料８０万３,０００円、筆の都くまの町民文化祭実行委員会

補助金８２万４,０００円でございます。

その他の財源３万１,０００円は、放課後子ども教室推進事業参加負担金３万円、行

政財産目的外使用料１,０００円でございます。

２５４、５５ページ下段、４目文化財保護費、文化財保護事業は、今年度から産業観

光課に移っております。

続きまして、２５６、２５７ページ下段、５目図書館費、町立図書館運営事業でござ

います。

この事業は、町立図書館の管理運営に係る経費を計上するものです。事業全体で４,

８２９万１,０００円、本年度より３０８万１,０００円、６％の減となっております。

主な事業費は、会計年度任用職員となる図書司書に係る報酬９８１万４,０００円、

図書購入等に係る消耗品費１,０９８万４,０００円、光熱水費４８７万２,０００円で

ございます。

その他の財源９３６万８,０００円は、広島県市町村振興協会市町交付金４３１万４,

０００円、社会保険料納付金１４２万６,０００円、公共施設等整備基金繰入金３５０

万円、行政財産目的外使用料１２万１,０００円、公衆電話料２,０００円、雑入のコピ

ー代５,０００円でございます。

２６０、２６１ページ、６目交流館費、くまの・みらい交流館管理運営事業でござい

ます。

この事業は、住民の生涯学習及び多世代交流事業を推進するくまの・みらい交流館の

管理運営に係る経費を計上するものです。事業全体で９９８万３,０００円、本年度よ

り４６万６,０００円、４.５％の減となっております。

主 な 事 業 費 は 、 光 熱 水 費 ２ ０ ８ 万 ６ , ０ ０ ０ 円 、 施 設 管 理 業 務 委 託 料
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●●●●●●●●円でございます。

その他の財源２８４万２,０００円は、くまの・みらい交流館使用料２１３万６,００

０円、筆の里づくり基金繰入金１万５,０００円、くまの・みらい交流館受講負担金４

４万５,０００円、自動販売機設置負担金１６万８,０００円、雑入のコピー代７万８,

０００円でございます。

続きまして、２６２ページから２６３ページ、７目防災交流センター費、東防災交流

センター管理運営事業でございます。

この事業につきましては、先般、防災安全課から説明させていただいたものでござい

ます。

続きまして、２６４ページ、２６５ページ、６項保健体育費 １目保健体育総務費、

社会体育一般事務でございます。

この事業は、生涯スポーツ振興の活動拠点となる町民グランド、町民体育館等の施設

管理に係る指定管理料及び遊びと学びの交流学校事業などの各種事業の委託料を計上す

るものです。事業全体で４,２２１万９,０００円、本年度より６万４,０００円、０.

２％の減となっております。

主な事業費は、指定管理料１,５７６万７,０００円、熊野健康スポーツ振興会補助金

２,２９７万１,０００円でございます。

続きまして、２６６、２６７ページ、２目体育施設費、社会体育施設管理事業でござ

います。

この事業は、町民グランド、町民体育館等の維持・修繕に係る経費を計上するもので

す。事業費全体で１,９３１万５,０００円、本年度より１,８８８万円、４９.４％の減

となっております。

減額の主な要因は、本年度予算に計上しております町民体育館アリーナの照明ＬＥＤ

化工事に係る工事請負費の減によるものです。

主な事業費は、土地借上料１,７８４万３,０００円でございます。

その他の財源６万９,０００円は、行政財産目的外使用料でございます。

教育部については、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） ありがとうございました。

暫時休憩いたします。１０時４５分まで。
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（休憩 １０時２７分）

（再開 １０時４３分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） おそろいのようなので、少し早いんですが、休憩前に引き

続き、分科会を再開いたします。

先ほど来、執行部よりの説明がございました。２２２ページから２６７ページまでの

教育費について質疑を行います。質疑はございますでしょうか。

福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ２５５ページ、文化財保護事業の上に安芸郡公民館連合会負担金とい

うのがございます。金額は大きくないんですけれども、これ割当てだとは思うんですが、

このぐらいの金額を払ってこのぐらいのサービスを受けているというところを御説明い

ただけたらありがたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 熊野町公民館長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町公民館長（熊野） 安芸郡への連合会の負担金ですが、７万８,０００円。これ内訳

が、県のほうの６万４,９００円と、安芸郡の１万３,０００円でございます。

郡のほうでは、持ち回りのような形で中四国とかちょっと大きな公民館大会にどなた

かが研修に行って、それの報告を受けたりとか、そういったところのお金に少し使って

いるようなものでございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） よろしいですか。

尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） ２２７ページ、９款、１項、２目事務局費の家庭通信環境整備補助金５

０万円の件なんですが、これはインターネット環境が整ってない家庭に対して環境を整

えてもらうための補助事業ということなんですけども、補助対象となる整備の範囲をち

ょっと伺いたいんですが。例えば、工事費のみなのか、またはそれにルーターなどの備
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品も含まれるのか、そういったことを伺います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） この整備補助金ですけれども、仮称なんですが、これから詳細な

制度設計をしてまいりたいと考えております。まず、委員おっしゃるとおり、初期導入

に係る経費ということで制度のほうを設計しようと今は考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） しっかり決まってない中で５０万円という額、予算を上げてるというこ

となんでしょうかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 横山教育部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） こちらの１万円というのは、１世帯１万円を上限にというふうに考

えておりまして、これは光回線をいわゆる家庭まで引っ張ってくるその経費ということ

で考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） １世帯当たりどれぐらいの整備費用がかかるものと試算して１世帯当た

り１万円というものを決められたのか、そのあたりを伺いたいんですが、額を決めると

いうことは、当然このあたりの試算というのはしておると思うんですが、いかがでしょ

うか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○教育部次長（隼田） 先進事例であります三次市が上限１万円ということで補助金のほ

うを交付しております。通常、光回線を引くのに１万円程度の費用がかかるというふう

にお伺いをしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） よろしいですか。

中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ちょっと確認をさせてください。２３３ページの一番最後の行に小学校

の低学年書道科指導というのを説明いただきました。小学校の１年生と２年生が対象で、

これももちろん第一小学校から第四小学校全てですよね。年間１５時間というのはそれ

ぞれの学校で１５時間ということになるんでしょうか。ちょっと教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 各学校、各学年で年間１５時間という授業数を設けております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） ２３３ページの中段にあります委託料で、学力検査業務委託料という

のがありますよね。それから、同じく２３９ページの下のほうに、同じく学力検査業務

委託料というのがありますが、これの活用方法ですね。どのように活用されておられる

のかお聞きしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 元永教育指導監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育指導監（元永） 学力検査についてなんですが、学力調査、検査の結果をそれぞれ

の学校で出していただいております。それについては町全体の小・中学校の管理職、そ

れから担当者を集めまして、その学力検査の結果分析を業者から説明をしております。
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また、それぞれの学校がその結果をまた独自に分析しまして、日々の授業、授業改善に

つなげる、そういう取組をしております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） だから時期的にはいつ頃やられて、いつ頃子供たちの教育に跳ね返る

かということをちょっとお聞きしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 元永教育指導監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育指導監（元永） 時期については、毎年度１月に実施をしております。結果が参り

ますのは２月の後半、例年２月２４日、２５日あたりでございます。先ほど申しました

ように、その結果を受けて各自で、各校で分析をして、保護者に３月には直接手渡す。

渡すだけではなくて、個人個人の結果も出ますので、それについて詳細なアドバイスを

保護者に学校がしております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 効果といいますか、成果としては、だから年度が変わってしまうとい

うように捉えていいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 元永教育指導監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育指導監（元永） 結果分析においては、やはり時期的なものもありまして、３月に

各学校で共有化はするんですが、次年度に生かしていくという形になると思います。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 諏訪本委員。



－170－

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） 前のコロナのときにお聞きしたと思いますが、こういう一つの大きな

行事として行われる学力テストについてはそういった形になるかと思いますが、やはり

コロナのように年度の途中で授業の進行等が変更になったりして、子供たちの学力の把

握といったことが年度の途中では難しいと思うんですね。その際、やはりできるだけ私

とすれば、前もお願いしたように中間試験であるとか、期末試験であるとか、その都度

その都度、子供たちの学力の低下につながらないように、子供たちの学力の向上に努め

ていただきたいというように思います。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） ほかにございますでしょうか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ２４１ページ、学校給食事業、先ほどの説明で４.５％の減、実績に伴

う減という説明がありましたけども、実績の減になってるような状況、喫食率等を教え

てください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） まず喫食率、申込件数のほうなんですけれども、令和３年２月末

現在で、小学校のほうが７８.１％、そして中学校のほうが５９.８％となっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 前年度と比較した数字はないですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 前年度でございます。小学校が７９.６％、中学校のほうが５

６％というふうな数字が出ております。
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以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 小学校が下がって、中学校は逆に上がっているという状況ですね。この

辺はどういう分析をされておりますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 小学校のほうが下がっているということで、それぞれの御家庭の

事情もあるとは思うんですけれども、下がっているという数字を見て、もう少し魅力的

な学校給食の内容に努めてまいりたいと、そのように考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。

それと、２４３ページ、社会教育一般事業で、説明の中でくまどくノートを印刷製本

されるということで、１２月に私のほうが一般質問をさせていただきました。くまどく

ノートを改善、改良されるということを検討されるという答弁を頂いております。成長

段階に応じた内容に変えていくというか、検討していくというふうに答弁されたと思う

んですが、現段階での状況で結構です。そのあたりをお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 熊野町公民館長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町公民館長（熊野） くまどくノートの変更といいますか、改修につきましては、今ま

で未就学児から中学生までが同じものを使っておりました。やっぱりそこに不具合があ

るということで、今回は未就学児と低学年、それから中学年、高学年、小学校の、それ

と中学生、この３つに分けたものにさせていただきまして、全体的には、何日とにかく

本に触れたかというものをその３つの部分はカウントしていくんですが、低学年と未就
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学児につきましては、できれば親子で読んでいただいてというところ、それから中学年

ぐらいになれば読んだ本を書いてみようみたいな形。中学生ぐらいになれば感想も少し

書いてみようと、そういった段階を分けたようなノートにして、今作成中でございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 本の読み方は各年代によって違うと思います。そのあたりを加味してい

ただきながら、また保護者、児童・生徒が負担にならない範囲内で、本が好きになると

いうのが目的ですから、そういったことに配慮したようなくまどくノートの改良に努め

てください。よろしくお願いいたします。

それと、よろしいですか。２４５ページの負担金補助、交付金、社会教育一般事務の

中の負担金補助なんですが、最初の熊野町ＰＴＡ連合会補助金。前年度５万円だったと

思います。２０万円に増額されておりますが、その理由をお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 熊野町公民館長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町公民館長（熊野） １５万円アップしております。こちらのほうは、ＰＴＡの安芸郡

の大会が熊野町が担当になるということで、４年に１回、金額アップになっております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） よろしいですか。

竹爪委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（竹爪） ２３１ページでございますが、小学校施設維持管理事業でございます。

中学校も一緒なんですが、光熱水費の件でございますが、エアコンも導入されまして、

それから今年は随分冬が寒かったんですけど、それから昨年末にはトイレの改修も済み

ましたので、今年特に寒かったんで、光熱水費とか水の量がどういうふうに推移してい

るのか、ちょっとお聞きしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○文教分科会進行役（片川） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） まず、電気代でございます。エアコンを設置しました令和元年度

からの数字を見ますと、２９年度、過去３年の２９、３０、令和元年度を比べますと、

約２５０万程度の上昇がございます。令和２年度も同様の数字となろうかと思います。

水道代につきましては、今年度、プールの授業をしてないということで、今年度につき

ましては水道代は下がっておるような状況です。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 竹爪委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（竹爪） ありがとうございます。気候の問題がありますので、エアコンは今年は

どういうふうな形になっていくか分かりませんけど、この経費いうもの自体はぜいたく

な使い方いうわけではありませんけど、適正に使われることを望んでおります。

以上でございます。ありがとうございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ちょっと聞き漏らしたかもしれません。２４１ページの給食関係のとこ

ろに当たりと思うんですけど、クラウド利用料というのは説明ありましたかね。ありま

したね。幾らだったでしょうか。教材費のところになるんですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） すみません。８５万８,０００円、年間でかかっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） 昨今、ネットを利用したデータ保管といいますか、サーバーを各自持つ
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わけにいかないので、そういう意味で、今度ＧＩＧＡ関係もサーバーを持たずにクラウ

ドを利用するというふうなことなんですけど、町全体として、総務系から生活関係系と

いろいろあると思うんですけど、年々増加していると思うんですけど、そのあたりを一

つのものとしてまとめるというか、傾向がちょっと知りたいと思ったんですけど、ちょ

っと時間がかかると思うんですけど、別途教えていただいたらありがたいなと思うんで

すが、どうでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 町の基幹系システム、いろいろな行政サービスを行う基幹系のシス

テムがございますが、これは先般から御説明しておりますとおり、６市町による共同利

用ということで、クラウド方式をとっております。サーバーについて国内に複数箇所配

置をして、災害が起きたときもダウンしないような対応を取らせていただいているとい

うことでございます。この給食システムにつきましても、そのクラウドのシステムの中

の一環として組み込まれているということでございます。一体として運用しているとい

うことでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） そこはよく理解しているつもりなんですが、トータルとして、いろんな

セクションでこれをほかのクラウドを利用しますよね。そこらの全体的に増えていって

る。去年よりは今年、今年より来年、これ増えていくのかどうか、その傾向がちょっと

知りたいなと思ったんです。例えば総務部門でも何かのシステムを使うと思いますし、

防災関係でも使うかもしれません。そこらのものがもし分かればと思ったんです。ちょ

っと難しいですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 手元に確かな数値を持っているわけではございませんけれども、長

期の契約で運用しておりますので、年に応じて上がったり下がったりということはさほ
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ど生じていないということでございます。ただ、法律改正等が行われてシステム改修が

必要な場合がございますので、若干経費的な変動はございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） じゃあ、また何かの機会にそういったものが分かりましたら教えていた

だきたいと思います。ありがとうございました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 先ほどと同じ２３１ページ、小学校施設維持管理事業の光熱水費、同じ

く２３７ページの中学校施設維持管理事業の光熱水費なんですけれども、令和３年度か

ら各教室に１台電子黒板、そして生徒１人１台タブレットということで、かなり一斉に

使用されますが、これについての電気料金というものは見込まれているんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 全体としての見積りというか、見込みを計上させていただいてお

ります。各学校、体育館をＬＥＤ化したところでございます。その辺の減少幅等も考慮

に入れまして、来年度の予算計上をさせていただいております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） すみません、もう一つ、２４７からずっと２６７ページあたりまでに

かけて、いろんな施設の管理運営事業がありますが、その中で、やはりこのたびからコ

ロナ等がありましたよね。そういった中で休館したり、いろんな活動を停止したりして

おるわけですけども、そういったときの事業費やら運営費の取扱いというんですか、こ

れはどうなってますか。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 熊野町公民館長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町公民館長（熊野） 今年度閉館があったので、各館、やっぱり光熱水費が余ったよう

な状況がありました。なので、３月補正で落とすという形を取らせてもらっております。

それから、主催事業につきましても、やはりできなかった部分がございますので、受講

料の参加費とかも入ってきておりませんし、講師の謝金についても支出が例年よりは少

ないものになっております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 諏訪本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（諏訪本） だから、そういったようなことを踏まえたこのたびの予算であるとい

うように思ってよろしいわけですね。

それから、もう一つ、そういったことに絡んで、いろんな各種補助金がありますよね。

こういった分の取扱いも同様に考えてよろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 熊野町公民館長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町公民館長（熊野） 主催事業等とか光熱水費につきましても、一応今年ほどのそうい

ったイレギュラーなものではなくて、例年どおりのような形で予算は上げさせていただ

いております。補助金関係も、実績等を踏まえてそのままでやらせていただいておりま

す。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） よろしいですか。ほかにございますでしょうか。ございま

せんか。

（「質疑なし」の声あり）

○文教分科会進行役（片川） ないようでございましたら、以上で当分科会の審査は終了

といたします。
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それでは、審査報告につきまして、進行役において報告書を作成したいと思います。

報告書作成のため、暫時休憩いたします。

（休憩 １１時０９分）

（再開 １１時１０分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。

分科会報告書を作成しましたので、朗読いたします。

予算特別委員長 山野千佳子様

文教分科会進行役 片川 学

令和３年熊野町議会予算特別委員会文教分科会審査状況報告書

本分科会は、令和３年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１２

日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第１７号、令和３年度熊野町一般会計予算のうち教育費について。

それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会に報告することで御異議ござい

ませんでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

○文教分科会進行役（片川） それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会で報

告することに決定いたしました。

以上をもちまして、文教分科会を終了いたします。

大変御協力ありがとうございました。

（散会 １１時１１分）
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令和３年 予算特別委員会

（会議録 第２号）

１．招集年月日 令和３年３月１０日（水）

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和２年３月１２日（金）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

な し

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 林 保

総 務 部 長 宗 條 勲

住 民 生 活 部 長 貞 永 治 夫

健 康 福 祉 部 長 時 光 良 弘

建 設 農 林 部 長 沖 田 浩

教 育 部 長 横 山 大 治

総 務 部 次 長 堀 野 辰 夫
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住民生活部次長 立 花 太 郎

健康福祉部次長 西 岡 隆 司

建設農林部次長 堂 森 憲 治

建設農林部技術次長 寺垣内 栄 作

教 育 部 次 長 隼 田 雅 治

財 務 課 長 西 川 伸一郎

政 策 企 画 課 長 須 賀 雅 彦

産 業 観 光 課 長 榎 並 正 和

収 納 管 理 課 長 福 嶋 春 樹

防 災 安 全 課 長 花 岡 秀 城

高齢者支援課長 西 村 ゆ り

子育て支援課長 佛 圓 至 裕

健 康 推 進 課 長 桐 木 和 義

生 活 環 境 課 長 宗 像 雅 充

農 林 緑 地 課 長 堀 野 准

上 下 水 道 課 長 多久見 良 数

会 計 課 長 穂 坂 俊 彦

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 西 村 隆 雄

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議案第１７号 令和３年度熊野町一般会計予算について

議案第１８号 令和３年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について

議案第１９号 令和３年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について

議案第２０号 令和３年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第２１号 令和３年度熊野町介護保険特別会計予算について

議案第２２号 令和３年度熊野町上水道事業会計予算について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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９．議事の内容

（開会 午前１１時２１分）

○予算特別委員長（山野） では、少し早いですけれども、ただいまの出席委員は１６名

です。定足数に達していますので、ただいまから予算特別委員会を再開します。

まず、各分科会での審査について、各分科会進行役から報告を受けたいと思います。

３つの分科会におきまして、それぞれ慎重に審査していただきました。各分科会の報

告をお手元に配布いたしております。御確認ください。

それでは総務厚生分科会の報告をお願いします。

総務厚生委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生委員長（竹爪） 予算特別委員長 山野千佳子様

令和３年３月１２日

総務厚生分科会進行役 竹爪憲吾

令和３年熊野町議会予算特別委員会総務厚生分科会審査状況報告書

本分科会は、令和３年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１０

日、１１日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第１７号 令和３年度熊野町一般会計予算のうち、議会費、総務費、民生費、衛

生費、商工費、消防費、公債費、諸支出金、予備費及び教育費の一部について。

議案第１８号 令和３年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について。

議案第２０号 令和３年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について。

議案第２１号 令和３年度熊野町介護保険特別会計予算について。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ありがとうございました。

続いて、産業建設分科会の報告をお願いいたします。

産業建設委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設委員長（尺田） 報告いたします。

令和３年３月１２日

予算特別委員長 山野千佳子様
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産業建設分科会進行役 尺田耕平

令和３年熊野町議会予算特別委員会産業建設分科会審査状況報告書

本分科会は、令和３年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１１

日、１２日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第１７号 令和３年度熊野町一般会計予算のうち、農林水産業費、土木費、災害

復旧費について。

議案第１９号 令和３年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について。

議案第２２号 令和３年度熊野町上水道事業会計予算について。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ありがとうございました。

続いて、文教分科会の報告をお願いいたします。

文教委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教委員長（片川） 令和３年３月１２日

予算特別委員長 山野千佳子様。

文教分科会進行役 片川学

令和３年熊野町議会予算特別委員会文教分科会審査状況報告書

本分科会は、令和３年予算特別委員会において付託された次の件について、３月１２

日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第１７号 令和３年度熊野町一般会計予算のうち、教育費について。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ありがとうございました。

以上で３分科会からの報告を終わります。

これより議案第１７号、令和３年度熊野町一般会計予算から、議案第２２号、令和３

年度熊野町上水道事業会計予算までを一括して総括質疑を行いたいと思いますが、異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）
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○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。

よって、議案第１７号から議案第２２号までを一括して総括質疑を行うことに決定し

ました。

それでは、質疑はありませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） では質問させていただきます。町長の施政方針の中で、令和３年の町政

運営の基本方針、持続可能な町への基盤づくり、安定した財政基盤を確立するため、支

出削減の徹底だけではなく、収入を増やす方策も併せて検討するというように言われて

おります。これは新年度の具体的な方策等、検討内容等がございましたらお聞かせくだ

さい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 西川財務課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（西川） 収入を増やす方策ということでございますけれども、まずは町税等

の収納率の向上になるかと思います。現在、収納管理課で行っている町税４税の徴収事

務をまたほかの保険料なども含めて一体的に収納できるような体制を整備することや、

また予算の説明にもありましたけれども、スマホ決済アプリの導入など、納税環境の整

備をすることによってつなげていきたいというふうに考えることが一つあります。

また、あとふるさと納税ですけれども、その周知と、より返礼品の魅力向上により、

収納につなげていきたい。

また、未利用資産がございますけれども、それはやはり草刈り等で管理費もかかった

りするところもございますが、未利用ということですので、売却や、また貸付けにより

収入につなげていきたい。

そして、最後に有利な特定支援の活用ということで、国費や県費補助金などを情報収

集により財源確保していくとともに、今年度に財源措置のある地方債を活用することで、

収入を増やす方法と考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 光本委員。



－184－

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。

今、答弁ございましたが、税収の確保、それと国、県等の有利な補助金等の獲得に向

けてはもちろんでございますが、先ほどもふるさと納税という説明がありました。こち

らにも力を入れていただきたいと思います。

先般、報道のほうでも、新聞報道ですが、大竹市のほうが大竹駅周辺整備にふるさと

納税を活用したクラウドファンディング、これ目標が１,０００万のところが、３.５倍

の３,５００万円余り集めたというような報道がございました。こういった国、県等の

限られた予算ではなくて、新たなそういう資金獲得というか、財源獲得に向けて今後も

努力をしていただきたいと思いますし、予算がないから事業ができないということでな

くて、やはりこれからの地域間競争を勝ち抜いていくために、やはり魅力ある活力ある

熊野づくり。どんどん事業を増やしていく中で、職員には財源獲得を含めた育成、指導

のほうをよろしくお願いいたします。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ほかにございませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 先ほどの光本議員とかぶるかもしれませんが、減少している財政調整基

金を一定程度戻していくといったことの発言がありましたけれども、具体的にどのよう

な方法で考えていらっしゃるのか、お伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 確かに、災害とかコロナ禍の影響で財政調整基金のほうが減少して

おります。したがいまして、これは公共施設を整備する場合の基金もそうでございます

けれども、財源を極力プールするために、先ほど財務課長が申しましたように、町の普

通財産で活用の予定のない土地については売却をするであるとか、そういったこと。あ

とやはり事業の見直しをすることによって、それぞれの効率化を図っていくことによっ

て、一般財源に充てる経費を少なくすることによって財政調整基金からの繰入額を少な
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くするであるとか、あるいは、これも財務課長が申しましたけれども、事業を計画する

に当たって、国、県の有利な補助金であるとか、交付金、あるいは地方債の発行といっ

たことで、町債の発行につきましても後年に地方交付税の措置があるような、有利な財

源を獲得することによって一般財源を確保していくというような取組を継続して進めて

いくということで、財政調整基金についても今後可能な限り増やしていくような形で財

政運営できたらというふうに考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 大変御苦労でございました。ほんと災害からコロナ、皆さん大変疲弊さ

れておられると思う中で、お互いに無限責任の中で踏ん張っていかなくちゃいけないと

思います。

それに先立ちまして、私、一般質問で申しました藤本前議員のことでございますが、

目的は、町長がこれを応援されてらっしゃったと。良好な関係を築くために応援したん

だと。これは町民も知ったと思います。ただ、結果が逆になりました。呉市議会の大方

の方は何なんだと、これはと。この信頼を町長がどう回復されていくか。今後もこれを

見ながらチェックしてまいります。

質問でございます。本当にいろいろな意味で見通しが悪くございます。こんな中、や

はり女性の参画、登用が非常に大事だと思います。議会の中でも２人です。今実際問題

数の量でいろいろな役職をとってらっしゃいます。密室政治であろうかと思うんですが、

議会の中でもある程度の女性の登用をすれば正義感がやはり出てくるんですね。職員の

中にもぜひ女性の登用を積極的に考えていただく。今、いかがでございましょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 岩田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（岩田） まず、職員の採用ということに関しては、これは性別での採用という

ことは条件としてつけておりませんので、これは公平にやりたいと思いますが、一方、

職員になった場合には、管理職の割合も一定程度確保するようなという計画も掲げてお

りますので、職員の人事、ローテーションなどを通じて、広く女性職員も管理職になる
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べくそういった人材育成の人事異動をやっていきたいというふうに思ってます。

それで、実際に人数を確保するためにということはちょっとあれですけども、着実に

主査とか、それとか今度課長補佐とかいう職員はかなり増えてきておりますので、管理

職になる候補はたくさんいるというふうに思います。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） ないようでしたら、総括質疑を終了いたします。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） これをもって討論を終結いたします。

これより議案第１７号、令和３年度熊野町一般会計予算から、議案第２２号、令和３

年度熊野町上水道事業会計予算までを一括して採決します。

本案については、原案のとおり可決すべきものと決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。

よって、議案第１７号から議案第２２号までについて、原案のとおり可決すべきもの

と決定されました。

これより、議案第１７号から議案第２２号までを原案のとおり決定することとする委

員長報告書を作成したいと思います。

暫時休憩いたします。

（休憩 午前１１時３７分）

（再開 午前１１時３９分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 休憩前に引き続き、委員会を再開します。

報告書を作成しましたので、朗読いたします。

案

令和３年３月１２日

熊野町議会議長 大瀬戸宏樹様

予算特別委員長 山野千佳子
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令和３年熊野町議会予算特別委員会審査報告書

本委員会は、令和３年第１回熊野町議会定例会において付託された次の件について、

それぞれ慎重に審査した結果、いずれも原案のとおり可決されるべきと決定したので、

会議規則第７７条の規定により報告します。

議案第１７号 令和３年度熊野町一般会計予算について。

議案第１８号 令和３年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について。

議案第１９号 令和３年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について。

議案第２０号 令和３年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について。

議案第２１号 令和３年度熊野町介護保険特別会計予算について。

議案第２２号 令和３年度熊野町上水道事業会計予算について。

ただいまの委員長報告書について、採決します。

お諮りいたします。ただいまの委員長報告書を、本会議に報告することに御異議あり

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。

よって、ただいまの委員長報告書を本会議に報告することに決定しました。

皆様、御協力ありがとうございました。

１１時５０分より本会議を再開いたします。ありがとうございました。

（閉会 午前１１時４１分）
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上記の記録の内容が正確であることを証するため署名する。

熊野町議会予算特別委員長

熊野町議会予算特別副委員長


